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問題児たちが異世界から来るそうですよ？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　ライ麦畑の穂ほ波なみが、高台から吹ふき下ろす風で揺ゆれていた。

　青々しかった若葉のグリーンカーペットは季節の移り変わりと共にその色しき彩さいを変えていき、今では見事な黄こ金がね色となって麦畑を埋うめ尽つくしている。他ほかの土地では不作が危あやぶまれる中で、この地域だけはまるで恩おん恵けいでも受けた様に麦や葡萄ぶどうの豊作が見込まれていた。

「いやー今年は　　　　様のおかげで豊作ですなあ！」

　農のう奴どと思おぼしき老人が、穂波を眺ながめていたカノジョに笑いかけた。

　カノジョもまた、それに応じるように悠ゆう々ゆうと微笑ほほえみを浮うかべる。辺境の貴族として生まれたカノジョにとって唯ゆい一いつ誇ほこれるものがこの土地だった。

　貴族といっても当時は娘むすめに教養を求めるような文化は存在しておらず、カノジョの存在は家の財産の一つという程度でしかない。婿むこを取るか、嫁よめに出すかの違ちがいだけだ。

　他家に縁えんを繫つないで家を裕ゆう福ふくにするための駒こまの一つ。それがカノジョの資産価値だ。

　国の端はしに陣じん取どるカノジョの家の周りには学まなび舎やも修道院などもありはせず、周囲はカノジョのことを「新しい血を繫ぐための娘」としか見ていなかった。

　辺境の土地で放し飼いのように扱あつかわれていたカノジョには当然のように貴族の友人など居おらず、遊び相手は土地を耕す農奴の子供たちばかりになっていった。

　お淑しとやかさとお転てん婆ばさを兼かね備そなえていたカノジョは外で遊ぶことを学び、土で遊ぶことを学び、麦を育てる術を知っていった。

　祖父が愛書家だったこともあり、カノジョは独学で読み書きを覚えて書物を読み漁あさっていた。祖父が亡なくなる前に取り寄せていた未開かい封ふうの一冊に記されていた新しい農作論を、父に内ない緒しよで実じつ践せんしていたのだ。もしもカノジョの父が当時の風潮などを気にせず勉学に身を投じさせていたのなら、一族はまた違う歴史を辿たどっていただろう。

　その成果こそ、眼前に広がる黄金の穂波だった。近年稀まれにみる大豊作に胸を躍おどらせる農奴たちは老ろう若にやく男なん女によを問わずカノジョを取り囲み、口々に持もて囃はやした。

「　　　　様は凄すごいね！　最近はずっと不作が続いていたのに！」

「ここ数年はお天てん道と様さまの陽ひが弱くてねぇ。瘦やせた土地じゃ実りは見込めないと諦あきらめていたところでした」

「噂うわさだと冬を越こせない農奴たちが、次々と恐おそろしい流行はやり病やまいに倒たおれているとお聞きします………本当に　　　様が居なければどうなっていたことやら」

　年の近しい子供も、腰こしの曲がった老ろう婆ばも、誰だれもがカノジョのもたらした恩恵に感謝していた。それほど最近は不作続きだったのだ。

　近年は寒冷化が酷ひどく、冬に蓄たくわえの無い農奴が次々と流行病に罹かかって命を落としていた。過か酷こくな労働に加えて食料となる作物も不作続きとなり、免めん疫えき力が低下したためだろう。

　しかし今年はそんな心配もない。

　笑え顔がおで溢あふれる彼らを誇ほこらしい気持ちで見ていたカノジョは、

　───ケホッ、と。小さく咳せき込んだ。

「……………？」

　額に手を当てる。自分で言うのもなんだが、少し熱っぽいかもしれない。

　新しい農作が上手うまくいき、溜たまっていた心労がドッと押し寄せたのだろうか。

　そういえば最近まともに休んでいなかったかもしれない。ここ一年近くずっと農作の勉強を続けて、農奴たちと一いつ緒しよに鍬くわを持って土地の改良まで手伝っていたのだ。

　一度じっくり休んで体を治そう。

　そして体が治ったら、また彼らと共にこの土地を豊かにしていこう。

　一年後も、五年後も、十年後も。ワタシはこの土地で生き続けていくのだと胸に誓ちかう。




　───しかし、この時のカノジョは知らない。

　その誓いが、僅わずか数日で呪のろいに変わることを。

　誰よりも愛したこの土地を、誰よりも深く呪うことを。




　───我が一族に呪い在れ。

　───我が領地に災わざわい在れ。

　死ね、死ね、皆みな死んでしまえと。




　誰よりも深い悲しみに囚とらわれて。

　底知れぬ孤こ独どくの闇やみに身を沈しずめ。

　万ばん斛こくの怨えん嗟さと断だん末まつ魔まを上げたカノジョは、愛した人たちに殺されて人生の幕を引く。

　これが後の魔ま王おう───八〇〇〇万の悪あく霊りようを束ねる少女。

〝黒死斑の御子ブラツク・パーチヤー〟と呼ばれるカノジョの生しよう涯がいだった。




　　　　＊




　───〝ノーネーム〟水樹の貯水池。

　雑木林の若葉から、光る雫しずくが滴したたり落ちた。

　五日間も定期降雨が続いていたからだろう。東の支配者が入れ替かわった所為せいか、以前より頻ひん繁ぱんに定期降雨が行われていると巷ちまたでは囁ささやかれ始めている。

　しかし、支配者が太陽神から海千山千の仙せん龍りゆうに変わったのだ。そのぐらいの傾けい向こうの変化は当然だろうと、東側の住人も受け止めていた。最近では〝ノーネーム〟の面々も必然的に本ほん拠きよに籠こもることが多く、居残り組は体を動かすことも少なくなっている。

　今朝は雲一つない澄すんだ快晴に恵まれたため年長組とメイド組、そしてコミュニティのリーダーであるジン＝ラッセルは、新設した田園に買い入れた若い青葉の稲いねを移植する作業を行っていた。

　普ふ段だんのメイド姿から田植え用の服に着き替がえていたペストは、自分のノルマが終わると同時に、盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「………面めん倒どうくさい。わざわざ芽が出た苗なえを移植するなんて。絶対に麦のほうがいいわ」

「そ、そんなことないよペストちゃん」

　既すでにノルマを終えていたリリはパタパタと二尾びを振ふって否定する。

　洋食派と和食派に分かれる二人は、田園の方針一つでも事情が複雑だ。

　ペストがコミュニティの献こん立だてを担当する際には必ずと言っていいほどパン食なのに対し、リリは必ずお米を使った和わ膳ぜんを用意する。

　なのに水田が完成してしまえば、そのパワーバランスは崩ほう壊かいしてしまうだろう。

　そんな事情もあってか、稲を植えている最中のペストは終始ご機き嫌げん斜ななめだった。

「ま、別にいいけど。新しい田園の開かい拓たくは、絶対に麦を中心に行ってもらうから」

「で、でも、私たちのコミュニティは代々水田を」

「でももへったくれもない。和食派と洋食派が五分五分なのは既に調べがついているの。どうしてもっていうなら、年長組の半数を引きつれてストライキよ」

　あぅ、と狐きつね耳をへにょらせるリリ。

　家事・農業全ぜん般ぱんが主な仕事である年長組に対し、メイド組は主力の補ほ佐さが本来の仕事だ。身も蓋ふたもないことを言ってしまうと、組織的な権力はメイド組の方が高いのだ。

　年長組の筆頭であるリリだから対等に話しているが、他の子供たちではペストの態度に尻しり込ごみしてしまうだろう。

　監かん督とく役をしていたジンは溜息交じりに二人の間に割って入った。

「ペスト、リリ。コミュニティの炊すい事じを任されてる二人がそんなことじゃ困る。ここは仲良くお互たがいの意見を、」

「あらそう。ならジンはどっち派なの？」

　………え？　と、途と端たんに言い淀よどむジン。

　ペストはその隙すきにジンの背後へと回って、その両りよう肩かたを鷲わし摑づかみにする。

「リリ。ここは公平に、リーダーであるジンに決めてもらいましょう。コミュニティの土地は有限だもの。彼の采さい配はいで今後の方針を決めるのなら遺い恨こんなく進められるでしょ？」

「ちょ、ちょっとペスト………！」

「その話、待った!!」

　更さらに割って入ったのは、〝ノーネーム〟メイド隊第三号。

　蛇へび神がみである白しら雪ゆき姫ひめが、水田の泥どろを巻き上げるほどの大ジャンプと共に落下し、豊満な胸を揺らして異議を申し立てる。

「話は聞いたぞリリ!!　そやつの言うことに狐耳を貸す必要などないっ！　我ら和食派同盟の前には洋食派の雑ぞう兵ひようなど塵ちり芥あくたも同然よッ！　胸を張って言い返すがよい！」

　ビシィ！　とペストに指をさす白雪姫。

　青筋を立てて舌打ちし睨にらみ返すペスト。

　初めて聞く和食派同盟という名に、あたふたするリリ。

　白熱する両者に挟はさまれながら、嫌いやな予感に駆かられるジン。

「ちょ、ちょっと、本当に落ち着いて、」

「そうよ、少しは落ち着きなさいそこの乳ちち蛇へび。私たちのリーダーは洋食を所しよ望もうされているの。どうしても異議を申し立てるなら………そうね。まずは、まともにキャベツの千切りが出来るようになってから言って欲しいわ」

「やかましい！　千切りぐらい二時間あれば出来るわッ！　そして誰が乳蛇だ貴様ッ!!!」

「し、白雪様落ち着いて！　昨日は五時間かけてもできなかったじゃないですかっ！」

　荒あらぶる白雪姫を背後から止めるリリ。

　───ちなみに。不器用な白雪姫が築いた二十四個のキャベツの残ざん骸がいのせいで、昨晩のメインメニューがキャベツ盛りオンリーになったのはココだけの話。

　そんな彼女たちを尻しり目めに、ペストはジンの両肩を握にぎりしめて微笑む。

「それで、我らのリーダーはどういったご意見なの？　洋食派？　和食派？」

「ちょ、こ、このタイミングで聞かないよね普ふ通つうは!?」

「気にすることはないぞ童よ！　和膳こそコミュニティの指針だと、そこなまな板娘にはっきり言ってやるのだッ！」
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　白雪姫が叫さけぶと、ペストは骨が軋きしむぐらい爪つめを立てた。

「………五月蠅うるさいわよ、乳蛇。そもそも私の肉体ベースは十二歳なんだから、胸がある方が怖こわいでしょ」

「ハッ、何を言うかと思えば！　リリの作る美味おいしい食事を毎日食べておれば、自然と肉付きも良くなるというもの！　にもかかわらず何時いつまでもまな板な貴様は、もっと米と豆を食すべきなのだ！」

「っ、………馬ば鹿か言わないで。リリのご飯なら、何時もおかわりしているわ………!!」

　ミシミシミシミシ！　とジンの肩かたが軋みを上げる。

　声が出せないほどの激痛に襲おそわれたジンは何度も手を叩たたいてタップをしたが、既にペストの眼中にジンはいない。

　明確な敵意を剝むき出しにしたペストは口元をヒクつかせて微笑ほほえみ、

「いいわ。どうしても譲ゆずらないというのなら………此こ処こは一つ、箱庭らしく決めましょ」

「………ほほう？　なるほど、それは妙みよう案あんだ。貴様には常々目上に対する口の利き方を教えてやらねばならんと思っていた」

　キッと睨み合い、共に戦意を高める。ここに来てジンは本格的に焦あせりを感じ始めた。

　ペストの周囲からは黒い風が渦うずを巻いて跳はね上がり。

　白雪姫の周囲は激しく流動する水の束が躍り始める。

　この二人が本気でぶつかれば周囲の被ひ害がいも馬鹿にならない。新設したばかりの水田はおろか、黙もく々もくと作業に勤しんでいる年長組までもが巻き込まれる。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気を醸かもし出す二人は激しく睨み合う。もはやマスターとしての強権を振りかざすしかないのかとジンが腹をくくった瞬しゆん間かん、二人は一いつ斉せいに───




「───二人とも、一体何をしている」




　ギクリと、同時に足を止めた。しかし仕方がないだろう。

　今まさに二人がぶつかり合おうとしていたその狭はざ間まに、鋼鉄さえも切り裂さく影かげの刃やいばが超ちよう音おん速そくで突つき抜ぬけたのだ。

　二人は気まずそうに影の方向を見る。

　雑木林から続く通路の向こうには───メイド組の筆頭・侍じ女じよ頭がしらのレティシアが、真しん紅くの双そう眸ぼうで二人を捉とらえていた。

「いやはや、騒さわがしいから来てみれば………随ずい分ぶんと面おも白しろい話になっているじゃないか。お前たちが仕事をサボってゲームをするほど仲がいいなんて知らなかったよ」

「別に、仕事はきちんと、」

「黙れ」

　口元に浮うかべていた笑えみを瞬しゆん時じに消し、鋭するどい眼光で射い貫ぬく。

　問答無用の命令にペストは思わず黙り込んでしまった。

　真紅の双眸には物ぶつ騒そうな光が宿っている。明らかに怒おこっていた。此処まで明確に怒いかりを見せる彼女は珍めずらしい。しかしそれもそのはず、彼女はつい一週間前にメイド組の侍女頭に任命されたばかりだった。だというのに早さつ速そく泥を塗ぬるかのように振る舞まわれては、温おん厚こうな彼女も流石さすがに怒るだろう。今なら多少の血を流すことも躊躇ためらわないかもしれない。

　以前のペストならいざ知らず、今のペストではレティシアを相手にするのは分が悪い。ましてや今の彼女には修しゆう繕ぜんした龍の遺い影えいがある。真正面から戦うのは厳しい。

　サッとペストが先に手を引くと、白雪姫も大おお慌あわてで手を引いた。

「い、いや、違ちがうぞレティシア殿どの！　我々は何も武力を争うわけではない！　平和的かつメイド的なゲームで雌し雄ゆうを決しようとしただけであってな、」

「ほう？　メイド的なゲームときたか。………なるほど。それはいい。今作っているメイド組の必守八法の参考になるかもしれない」

　ニッコリと。黄金の髪かみを靡なびかせて微笑んだレティシアは、

「では、本拠に戻もどってゲーム開始だ。勝者は最もメイドらしく振る舞ったもの。敗者は一か月間・通常業務の倍加だ」

「「なっ、」」

「まずはそうだな。紅茶の淹いれ方から競きそい合おう。厳しくいくから、そのつもりでいろ」

　即そく座ざに逃にげようとした二人を、グワシ！　と捕つかまえる。

　二人の襟えり首くびを摑つかんだレティシアは颯さつ爽そうと本拠に飛び去っていった。

　残されたジンとリリは飛び去って行ったメイド組をポカンと見送る。

　しばしそのまま呆ほうけていた二人だったが、ふとリリが狐耳を立てて提案した。

「………えっと、ジン君。お願いがあるんだけど、いいかな？」

「うん。一方の派は閥ばつを支持する以外なら」

　ゲンナリした顔で頷うなずくジン。

　リリはひょコン！　と狐耳を立て、さも妙案を思いついたような笑顔で、

「しばらく………食事は、中ちゆう華か料理に絞しぼろうと思うの」

「………。うん。それがいいかもしれない」

　ジンは力なく笑って、リリの案を採用する。

　残りの年長組が田植えを終えたのを確かく認にんすると、二人は何事もなかったかのように彼らと合流した。




　───雲一つない晴天の空の下。雨上がりの清すが々すがしい空気の中で田植えを終えた一同は、仲良く昼食を食べ始める。

〝ノーネーム〟は、今日も普段通りに平和だった。







　第一章







　───〝ノーネーム〟本ほん拠きよ・正面口大広間。

　その後、昼食を取り終えた年長組とメイド組は本拠の正面口にある大広間へと集合していた。レティシアとのメイドゲームで気力を奪うばわれた二人も今は大人しく整列している。

　全員が揃そろうのを確認すると、ジンは皆みなの前に一歩出て、これからのことを告げた。

「もう知ってると思うけど………僕とペストはこれから〝サラマンドラ〟が治める五四五四五外門に行ってくる」

「招待内容は『〝階層支配者フロアマスター〟の召しよう集しゆう会へ同席を求む』というもの。〝ノーネーム〟ではありえない大抜ばつ擢てきだ」

　レティシアの補足を受け、年長組も気を引き締しめる。

　遥はるか遠方、北の大地で行われる召集会。しかしその顔かお触ぶれは以前までのものとは違う。

　最強の支配者だった白しろ夜や叉しやが退き、既すでに二か月が経過した。

　魔ま王おう連盟と呼ばれる謎なぞの敵の動きは未いまだにはっきりとしないまま、その噂うわさと影だけがチラついている。そこで各地域の支配者たちが今後の方針を話し合う為ために開かれるのが、この召集会である。魔王連盟と交戦経験があり、二体の魔王を退けた〝ノーネーム〟一同も、今後の方針について話し合う為に召集されたのだ。

「十六夜いざよいさんたちは三日前から五四五四五外門で打ち合わせに入っている。僕らも今日中に合流する予定だ。今度の遠えん征せいは何時いつもより長いかもしれない。皆もそのつもりでコミュニティを守ってほしい」




「「「「「了りよう解かいしました!!!」」」」」




　キーン、と耳鳴りがするほどの大声で返事をして、ドタバタと今日の作業に取り掛かかる年長組。これだけ元気なら留守の間も大だい丈じよう夫ぶだろう。その様子を最後まで見届けたジンとペストは、居残り組のレティシアと白しら雪ゆき姫ひめに向き直る。

「レティシアさん、白雪様。留守をお願いします」

「心得た………といっても、白雪殿どのと一いつ緒しよならば多少の賊ぞくが襲ってきても問題はないだろうがな」

「さて、どうであろうか。この召集会に参加する以上、我々〝ノーネーム〟が魔王の標的になる可能性もある。せめてグリー殿が出で稼かせぎから帰られるまで、油断は禁物だ」

　コクリ、と頷き合うメイド組の二人。

　ジンは二人の頼たのもしさを感じ取りながらペストに向き直り、

「それじゃ、僕らも行こう」

「………なるべく早く行きましょ。そろそろ境界門アストラルゲートも込み合う時間帯だし」

　人ひと混ごみが苦手なペストは早く出立するようにジンを促うながす。

　ジンは苦く笑しようしながら、彼女と共に本拠を後にした。




　　　　＊




　───箱庭五四五四五外門〝煌こう焰えんの都みやこ〟

　東の境界門を通過すると、熱い風が二人の頰ほおを撫なでていった。

　地上から吹ふき上げる精鉄場の熱い風を受け、都市の中心に吊つられた巨きよ大だいペンダントランプが激しく揺ゆれる。

　直径五〇ｍもあるこの暖色の巨大ペンダントランプは、極ごつ寒かんの北側に暖かな気候を運び、都市全域を黄昏たそがれ色に染めるように照らしていた。

「何時見ても凄すごいなあ。アレ一つで寒冷から都市を丸ごと守れるだなんて」

「………そうね。一体どういう仕組みなんだか」

　背後から合いの手を打つ。

　かつては〝サラマンドラ〟とも一戦交えたことのある彼女がこうして〝サラマンドラ〟の本拠に足を運べるのは、偏ひとえに〝ノーネーム〟が培つちかってきた功績によるものだ。

　ペストは小さく欠伸あくびをしながら、今後の予定を主人に確認する。

「東の蛟こう魔ま王おうは明日の到とう着ちやくらしいけど。私たちは何をして待てばいいの？」

「まだ何もないよ。今日はまだ準備期間だし、他ほかの地域の支配者が全すべて揃うまで一週間もある。しばらくはのんびり過ごして問題ないよ」

　むっ、と初めて聞く情報に首を傾かしげるペスト。

　少し憂ゆう鬱うつそうに、黄昏時の空を見つめてため息を吐つく。

「………私も、根ね掘ほり葉は掘ほり色々と聞かれるのよね。面めん倒どうくさい」

「そればっかりは仕方がないよ。君は敵の情報を知る唯ゆい一いつの人物だ。貴重な情報源として協力してあげないと」

「……………」

　フン、とそっぽを向くペスト。今さら古巣を売ることに躊躇いはないが………彼女の胸の内には、別の理由で話したくないわけがあった。

（リンやアウラのことはともかく………殿でん下かの存在は秘密にしておきたいのよね）

　気け怠だるそうに溜ため息いきを吐くペスト。

　魔王連盟の同士から〝殿下〟と呼ばれ親しまれている、白はく髪はつ金眼の少年。リンやアウラの司し令れい塔とうが彼だ。ペストは自身が抱いだく野望の為に、彼の素す性じようは伏ふせておきたかった。

　とはいえ、命令されれば話すしかない。従属とは何とも不ふ愉ゆ快かいな呪のろいである。

　主人のジンは困ったように苦笑いを浮うかべてペンダントランプを再度見上げた。

　瘦やせた大地と極寒の土と地ち柄がらをもつ北側にとっては、あの灯ともし火びは太陽に等しい恩おん恵けいだ。

　北側の支配者である〝サラマンドラ〟を代表する恩恵と言っても過言ではない。これほど巨大なモニュメントを広域にわたって建造できるコミュニティは、幾いくつも存在しないだろう。

「流石は元四桁けたのコミュニティ。あれほどのモニュメントとなると、ジャックたちでも作れないんじゃないかな？」

「ヤホホ？　それはどうでしょう？」

　外門前の回かい廊ろうに吊られた炎ほのおから、巨大な火の玉が顕けん現げんする。カボチャ頭の悪あく魔ま───ジャック・オー・ランタンは、陽気な声を上げてジンの前に現れた。

　その頭上には〝サラマンドラ〟の頭首・サンドラ＝ドルトレイクが腰こしを下ろしている。美び麗れいな赤あか髪がみを揺らすサンドラは、ジンを見てパァっと表情を明るくさせた。

「ジン、久しぶり！　そろそろ来るころだと思ってた！」

「うん。久しぶりだね、サンドラ。それにジャックも。二人してどうしたの？」

「新しい恩恵の開発について、工こう房ぼう街で話を聞こうとしていたところ」

「ヤホホ！　先ほど話し合いが終わって帰る最中、ジン殿の姿が見えた次し第だいで！　コレは挨あい拶さつせねばとカボチャなりに思ったわけでございますヨ！」

　ヤホホ！　と陽気に笑うジャック。

　しかし一転、カボチャ頭の空くう洞どうな瞳ひとみを鋭するどく尖とがらせ、

「そんなことより、ジン＝ラッセル殿。蒼炎の旗本を侮あなどられては困りますぞ！　我らにもペンダントランプに比するギフトを作りだすだけの技術はございます！」

「ほ、本当ですか？」

「ヤホホホ！　本当ですとも！………まあ、コストの問題で作れませんがね」

　さっとカボチャ頭を背そむけるジャック。口くち惜おしさなのか照れ隠かくしなのかは分からないが、彼の物作りに対するプライドの高さは見て取れた。

　その隣となりでクスクスと朗ほがらかに笑うサンドラ。しかし突とつ然ぜん、その笑えみが消えた。

　彼女の視線の先にはかつての仇きゆう敵てき───ペストが、悠ゆう々ゆうと佇たたずんでいた。

「………そう。貴女あなたも来ていたんだ、〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟」

「う、うん。この二か月、ペストには護衛を兼ねて四六時中一緒で……」

「お久しぶりサンドラ。しばらく見ない間に随ずい分ぶんと霊れい格かくが肥大したんじゃない？」

　悠々と笑みを浮かべるペスト。それを睨にらむサンドラ。

　先ほどまでの幼い雰ふん囲い気きは消失し、コミュニティの長おさとしての顔が現れる。

「そういう貴女は、随分と霊格が縮小している。神しん霊れいとして顕現していた頃ころとは比ひ較かくにならないほど脆ぜい弱じやく。───今の貴女なら、私の息吹いぶき一つで容易に消し飛ばせる」

「………さあ、それはどうかしら？　少し自信過か剰じようが過ぎるように聞こえるわ」

　威い圧あつ的な声こわ音ねに、ペストは余よ裕ゆうを持って受け流す。しかし実際のところを言うと、こんな軽口を叩たたける様な立場ではない。

　先ほどの言葉は社交辞令などではなく───サンドラの霊格は、ペストが敵対した時より数倍も肥大しているのだ。

（ふぅん。魔王を二度も退けると、流石さすがに実力も伴ともなってくるか）

　数か月前、一いつ斉せいに東南北に現れた魔王。

　その渦か中ちゆうには〝サラマンドラ〟も含ふくまれている。それはつまり、〝サラマンドラ〟が単身で魔王を倒たおしたということだ。

　星せい海かい龍りゆう王おうの龍角は赤色の光を放ち、骨格に不似合いなほど見事に生え聳そびえている。最強種の霊格を持つ龍角は今や、彼女の一部となっていた。どのような死線を踏ふみ越こえたのか知らないが、にわかには信じがたいレベルアップである。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気を放つ両者。

　ジンは大おお慌あわてで二人の間に割って入った。

「ちょ、ちょっと待った！　こんなところで問題を起こしちゃ、」




「「ジンは黙だまってて」」




　一糸乱れぬ見事な合唱。ぐぅの音も出ないぐらい沈ちん黙もくするジン。

　しかしその偶ぐう然ぜんが幸いしたらしい。サンドラは敵意を収めてペストとジンを一いち瞥べつし、

「………二人とも分かっているとは思うけど。魔王が隷れい属ぞくされて再召しよう喚かんされるのは、烙らく印いんに刻まれた罪の禊みそぎをする為。その禊ぎを遂とげるまで、私は貴女を認めない。じゃなきゃ───貴女に殺された、五人の同士が報むくわれないから」

「………そう。肝きもに銘めいじておくわ」

　一いつ瞬しゆんだけ表情を曇くもらせて、背を向けるサンドラ。それが彼女の敵意の理由なのだろう。独り背を向けて帰っていくサンドラを見届けるが、中々次の言葉が出てこない。

　重い空気が立ち込める中、それを切り裂さくようにジャックが陽気な声を上げた。

「ヤホホ！　まあ、彼女の言うとおりではございます。不ふ肖しようながらこのジャックも、生前は多くの罪を犯おかしたものです」

「ジャ、ジャックが？」

「ええ。その罪を禊ぐため、〝ウィル・オ・ウィスプ〟は幼くして死んだ霊群を引き取っているのですヨ」

「……………、」

　フイ、と視線を逸そらすペスト。彼女にとっては耳の痛い話だろう。

　それでもジャックは語り聞かせるようにカボチャ頭を揺らして笑う。

「魔王と呼ばれた者たちも辿たどる道は同じです。かの白びやく夜や王おう様も、蛟魔王殿どのも………そして帝たい釈しやく天てんも。貴女ほどの霊格なら、何ど処こかの宗派に属するだけで神霊として目覚めるはず。過去を見つめ直す気があるなら、知り合いの聖人を紹しよう介かいしますが、」

「結構よ。私は私なりの考えがあるから。───それにね、ジャック。ワタシタチは、飢き饉きん一つ救えない聖書の神様なんてこっちから願い下げなの。これは群体としての総意よ。もう一度誘さそってきたら、警告じゃ済まさないから」

　瞬しゆん間かん、燃え盛るような瞳を向けるペスト。しかしそれは本当に一瞬だけで、臍へそを曲げた様にそっぽを向いた。どうやら触ふれてはならない琴きん線せんに触れてしまったらしい。

　ジンは苦笑しつつも、スッと表情を真面まじ目めに作りかえる。

「ジャック。ペストとサンドラについては僕からまた話をしておきます。今はそれよりも………僕らと連盟を組むコミュニティは、今回の召しよう集しゆう会に？」

「それについてはご心配なく！　招待状を送るよう蛟こう劉りゆう殿どのに根回ししておきました。ウィラも追々やって来る予定です。これで否いや応おうなく〝ノーネーム〟の前に姿を現すでしょう」

　やれやれとカボチャ頭を横に振ふるジャック。

　───ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスは北側最強と名高い悪魔だが、その実態はあまり知られていない。稀まれに〝煌焰の都〟に現れてギフトゲームに参加していくらしいが、その程度の噂うわさだ。ジンが知っているのは、生と死の境界を操る悪魔という程度にすぎないが………ジャックの反応を見ると、〝ウィル・オ・ウィスプ〟のリーダーも相当の問題児のようである。

「そっか……でもウィラさんも来るなら、後で紹介するときにでも皆みなに会ってもらおう。出来ればその時に、最後の同盟コミュニティについても説明しておきたいし」

　はぁ、と気き鬱うつそうに溜息を吐くジン。

　こっちはこっちで問題児が三人いて、さらに深刻だ。

「もしや〝ノーネーム〟の方々には、まだ連盟相手を説明していないので？」

「いえ、相手が相手なので十六夜さんとレティシアにだけ。〝ノーネーム〟とは遺い恨こんのある相手なので………話すタイミングを間ま違ちがえたら、皆さんはきっと反対するだろうから」

「………では、ジン殿どの自身は同盟をどう思っているので？」

「悪くないと思っています。下層に落ち延びたと言っても、彼らのコミュニティは最強クラスのギフトを所持している。上手うまく付き合えれば互たがいに利益をえられると思う」

　ふむ、とカボチャ頭を揺らす。

「………ヤホホ。互いに利益を、ですか。あくまで対等に付き合うと？」

「うん。相手が無礼を振るわない間は、此方こちらも礼を損そこなうことはしない」

　はっきりと方針を告げる。するとジャックは満足したように頷うなずいて返した。

　二人の背後に控ひかえて静せい聴ちようしていたペストは、小首を傾げて不思議そうに問う。

「ねえ、ジン。最後の同盟相手って、誰だれ？　ヘンテコ男や飛鳥あすかと知り合い？」

「ええと、知り合いというほどのものじゃないかな？　以前〝ノーネーム〟とぶつかったことのあるコミュニティで───」

　───ピタリと、ジンの言葉が止まる。そして表情も固まる。

　何事かと、ペストもジンの視線を追って振り返る。

　ジンの視線の先は遥はるか上空へ。

〝煌焰の都〟の発展の象しよう徴ちようとして広く知られている、巨きよ大だいペンダントランプの上に───逆さか廻まき十六夜と久く遠どう飛鳥、そして春日かすか部べ耀ようの影かげが見えたのだ。




「おお！　思った以上に絶景じゃねえか！」

「ええ。炎と硝子ガラスの街だけあって、まるで地上の宝石箱だわ」

「うん。〝アンダーウッド〟とは対照的な景観」




　和わ気き藹あい々あいと、無許可で乗り込んでいる問題児三人。しかもよくよく見てみれば、お弁当を広げて居座る体勢まで出来上がっている。

　何処をどう控えめに見ても、不法占せん拠きよしているようにしか見えなかった。

「な………何で十六夜さんたちがペンダントランプの上に!?」

　大慌てで声を荒あらげるジン。だが荒げたくもなるだろう。もはや説明するまでもないが、あのペンダントランプは〝サラマンドラ〟の秩ちつ序じよと権力の象徴である。

　其そ処こに無断で乗り込んだ挙句にその上で食事をしたとあっては、召集会から叩きだされても文句は言えない。〝ノーネーム〟の信しん頼らい問題に発展しかねない。

「と、とにかくペスト！　ばれないうちに無理やりにでも降ろして───」

「貴様らああああああああああああああッ!!!　誰の許可があって其処に登ってる!!?」

　おぅ、時すでに遅おそし。

　眼下では既すでに〝サラマンドラ〟の憲兵が集つどっていた。

　ジンは絶望的に痛む頭をそっと抱かかえ、

「………あのさ、ペスト」

「なぁに？」

「君の力で、皆さんをしばらく大人しくさせられないかな？」

　静かな声で、物ぶつ騒そう極きわまりないことを言う。

　いい感じに性格が荒すさんできたなー、とペストは内心で感心しながら、

「出来なくはないと思うけど。でも症しよう状じようが回復したら、ジンの命が危なくない？」

　ニヤリ、と笑って口元を隠すペスト。

　流石にそれは御ご免めんこうむりたい。小さくため息を吐ついた幼いリーダーは、ペンと封ふう書しよを取り出してサインを書き、

「仕方がない。此こ処こは専門家にお任せしよう」

「それが無難ね」

「彼女でしたら、回かい廊ろうを抜ぬけた先にある宿舎にいるはずですヨ」

「ありがとう。ペストはすぐに彼女を呼んできて」

　はいはーい、とメイド服を揺ゆらし、ペストは黒い風と共にその場を後にした。




　　　　＊




　───一方の、問題児組。

　春日部耀は突とつ風ぷうを巻き起こし、精鉄場の熱風に乗って宙ちゆう吊づりのペンダントランプに着地。勢い余ってペンダントランプにヒビが入ったような気がしたが、あえて無視した。

　彼女の巻き起こす風で運ばれた逆廻十六夜と久遠飛鳥は、ペンダントランプの足場から見下ろす〝煌焰の都〟を俯ふ瞰かんし、感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

「おお！　思った以上に絶景じゃねえか！」

「ええ。炎ほのおと硝子の街だけあって、まるで地上の宝石箱だわ」

「うん。〝アンダーウッド〟とは対照的な景観」

　三人は巨大ペンダントランプの端はしに座って眼下を見下ろす。

　遥か下では〝サラマンドラ〟参さん謀ぼうのマンドラと憲兵隊が、

「ふざけているのか貴様らッ！　そのペンダントランプをなんだと思っている!?　さっさと降りて来いッ、この大おお馬ば鹿か者ども!!!」

　と青筋を立てて叫さけんでいるが、三人は無視。それに彼らは決してふざけてなどいない。

　至って真面目に、悪戯いたずらを決行しているだけである。

「それじゃ、そろそろ遅めの昼食にするか」

　十六夜たちは城下で買ったお弁当を広げて歓かん談だんに勤いそしみ始める。

　梅うめ鰹かつおのおにぎりを口にした十六夜は、思い出したように問う。

「そういえば春日部。登録したギフトゲームがまだ一つ残ってるらしいが、どのゲームに出る予定なんだ？」

「火龍誕生祭でも開かい催さいした〝造物主の決けつ闘とう〟。今回はリベンジ」

「ふふ。今回こそ勝てると良いわね」

　コクリと頷いて、海苔のりおにぎりと鮭さけおにぎりと昆こん布ぶおにぎりを頰ほお張ばる耀。

　気合も頰ほお袋ぶくろもいっぱいである。その間もマンドラが血管を切れさせて必死に叫んでいたような気がしたが、やはり無視した。

「十六夜君の予定は？」

「俺？　俺は特にねえよ。今日は散策にでも行こうと思っていたからな。お嬢じよう様さまに付いて行ってからはノープランだ」

「そう。でも意外ね。普ふ段だんは考え過ぎなくらい計画を練って過ごしているのに」

「そうか？」

「うん。でも、たまにはそういう日があってもいいかもしれないよ。十六夜は普段から色々考え過ぎてると思う。もう少し周りの速さに合わせて生きて欲しい」

「それは何とも難しい注文だな。俺としては今でも十分に歩ほ幅はばを合わせて生きているつもりだぞ」

　苦く笑しよう交じりに答える十六夜。

　食事を済ませた三人はお互いの顔を見合わせて今日の予定を確かく認にんし合う。

「それじゃ、俺とお嬢様はジャックたちと合流。御おチビは召集会の会場で挨あい拶さつ回まわり。春日部はゲームに参加」

「あら、ジャックも来てるの？」

「ああ。最後の同盟相手の紹介と………お嬢様へのプレゼントを用意してな」

　ニヤリ、と意味ありげに笑う十六夜。

　初めて聞く話にキョトン、とする飛鳥。

　そんな三人の後ろで、憤ふん怒ぬの闘気を舞まい上がらせて仁に王おう立ちする黒ウサギ。

　だがやはり無視した。

　おにぎりに添そえられた黄こ金がね芋いもの素す揚あげを口に投げ込み、十六夜は勢いよく立ち上がる。

「それじゃ、此処で一度解散とするか」

「………そうだね。飛鳥はどうするの？」

「どうするも何も、私は一人じゃ降りられないわ。二人のどちらかに降ろしてもらわな




「だったら黒ウサギが叩たたき落としてあげます、この問題児様方あああああああ!!!」




　ズパパパァァン!!!　と、勢い良くハリセンが奔る。

　その勢いでペンダントランプから叩き落とされる三人。

　眼下からそのやり取りを見ていたジンとジャックは蒼そう白はくになりながら、頭を抱えて項うな垂だれるのだった。




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟錬れん成せい工こう房ぼう街。

　十六夜たち三人はその後、怒いかり狂くるうマンドラと〝サラマンドラ〟の憲兵隊を相手に、激しい鬼おにごっこを強しいられた。

　………亜あ龍りゆうに追いかけられて鬼ごっことは、これ如何いかに？

　などと言っているうちに逃にげ延のびた十六夜と飛鳥は、共に逃げた黒ウサギの説教を聞きつつ、ジャックたちが待つという錬成工房街へと足を運んでいた。

　耀とは途と中ちゆうで別れ、今は三人で行動している。

　煌きらめく歩ほ廊ろうを歩く黒ウサギは、両頰ほおを膨ふくらませて小言を言い続けている。

「全く、なんで皆みなさんはあんな悪戯ばっかり……黒ウサギは折せつ角かくの休きゆう暇かでしたのに。皆さんが問題を起こして怒おこられるのは、ジン坊ぼつちゃんや参謀の黒ウサギなんですよっ！」

「「なら良かった」」

「そうですね。って全然全く良くないのですよッ！」

　うがー！　とウサ耳を逆立てて怒る黒ウサギ。

　この支配者が一堂に集う召しよう集しゆう会は、今後の箱庭の命運を握にぎる重要な会合だ。十六夜たちもこの時ばかりは大人しくしているだろうと思っていた。

　が、見通しが甘かった。まるで甘かった。

　召集会に来てからの三日間、保護者役の黒ウサギを右往左往と振ふり回した問題児たちは暴れに暴れまわった挙句に、格下のゲームに連戦連勝。一部では出禁を言い渡わたされたほどである。彼らにしてみれば、初めて来る地域の楽しそうなゲームに参加しているだけなのだが、如何いかんせん実力差がありすぎて勝ち過ぎてしまったのである。

　その後、ギフトゲームを自じ粛しゆくした三人は面おも白しろい建築物をフリーダムに歩き回った末に、都市最大のモニュメントに登ってみようとなったのだ。

「そんなことより黒ウサギ。この歩廊の先が、錬れん金きん術じゆつの工こう房ぼう街っていうのは本当か？」

　ヤハハと笑いながら、好こう奇き心しんいっぱいに問い返す。

　そんな笑え顔がおに毒気を抜かれた黒ウサギは、肩かたを落として頷うなずいた。

「ＹＥＳ。まあ、詳くわしくは歩みを進めれば分かるはずですよ」

　拗すねたまま告げる黒ウサギ。

　すると曲がり角の向こうの工房街の一角から、激しい光と熱波が溢あふれて大気を揺らした。十六夜と飛鳥は顔を見合わせ、瞳ひとみを輝かがやかせながら走り出す。

「わ………!?」

　途と端たん、火柱が上がって飛鳥は声を上げた。それも唯ただの炎ではない。

　街角を一つ曲がれば、蒼炎や翠すい炎えんといった色しき彩さい鮮あざやかな炎が立ち並ぶキャンドルガーデンが広がっていたのだ。

「へえ………！　黄昏たそがれ色一色の街かと思ったけど、この街路は違ちがうみたいだな」

「ええ。精鉄を行っている場所とは思えない華はなやかさだわ………！」

　揺れる炎の庭を、感かん慨がい深く見つめる二人。

　街路樹にぶら下げられた七色の炎を放つキャンドルランプや、それに群がる炎の微び精せい霊れいたち。この景観を見たものは誰だれも此処が極寒の土地とは思うまい。

　今はまだ陽ひが沈しずみ切っていないから黄昏色が濃こく出ているが、夜になれば庭に飾かざられた七色のキャンドルランプは歩廊を美しい光で染め上げるだろう。

　十六夜の隣となりでより瞳を輝かせていた飛鳥は、小走りで周囲を窺うかがいながら呟つぶやく。

「炎に、硝子ガラスに、石造り。本当に〝アンダーウッド〟とは対極の景観ね………！　棲すみついている精せい霊れいの種類まで対極なんだもの」

「ＹＥＳ！　此方こちらの工房街は特とく殊しゆな金属の精鉄は勿もち論ろんのこと、降こう霊れい術じゆつの依より代しろとなる硝子の精製も行っている場所ですから」

　はてと、飛鳥が小首を傾かしげて問う。

「………依り代？　降霊術？」

「ＹＥＳ！　ざっくり簡単に説明いたしますと、歩くキャンドルランプの製造法がその一つです。霊格の低い火の精霊や土の精霊に雛ひな形がたを与あたえて、硝子に宿らせるのです。依り代が壊こわれても精霊は無事なので、霊格を高めたい精霊にとってはありがたい契けい約やくですね」

「………え、えーと？　硝子に宿ると、霊格は高くなるの？」

　飛鳥は首を左右に捻ひねって考える。

　これには十六夜が小こ馬ば鹿かにしたように答えた。

「おいおい、お嬢様。単純に考えてみれば分かるだろ。質量や熱量は、そのまま霊格に置き換かえることが出来るんだよ。湖の精霊と海の精霊は、海の精霊の方が強そうだろ？」

　ポン！　と合が点てんが行ったように両手を叩く。確かにその通りだ。

　石が積もれば山に、山が繫つながれば大陸に。

　水が蓄ちく積せきすれば湖に、湖が集まれば大海に。

　その双そう方ほうが大量に集まれば、自然と星になる。

　星霊が最強種と呼ばれるほどの霊格として顕けん現げんする理由の一つが此れだった。

「た、確かにその通りだわ。でもまさか、こんな単純なロジックがあったなんて」

「ま、まあ、必ずしもそうとは限りませんけどね。霊格の存在密度の詳しよう細さいは、時間密度を計算しないと算出できないですし」

　………何っ？　と二人が一いつ斉せいに声を上げる。しかし黒ウサギは聞こえなかったのか、二人の前に出てシャキン！　とウサ耳を伸のばして引いん率そつする。

「さ、行きましょう。今日は〝ウィル・オ・ウィスプ〟のリーダーと、最後の同盟コミュニティも来ているとのこと。お待たせしては相手の印象が悪くなるというものです」

「ん………それはまあ、そうだな」

　時間を確認する。陽が暮れるまであと一刻というところだろう。最後の同盟相手が何者であれ、初対面から付け入る隙すきを与えるのはよろしくない。

　煉れん瓦が造りの街を見回しながら、雑ざつ踏とうを抜ぬけて待ち合わせ場所を目指して歩き出すと、

「───〝神かみ隠かくし〟だ！　また〝神隠し〟が出たぞッ!!」

「す、すぐに内外の憲兵隊へ連れん絡らくを！　大至急だッ！」

「外がい壁へきと二宮の壁かべを封ふう鎖さしろ！　今度こそ逃がすなッ！」

　ピクン、と十六夜の足が止まる。遅おくれて黒ウサギと飛鳥の足も止まった。

「………〝神隠し〟だと？」

「ＹＥＳ、そのようですね。まあ、悪あつ鬼き羅ら刹せつの住まう北側ではさほど珍めずらしくないのですが………あの慌あわて様は、少し珍しいですね」

「というと？」

「北側には対〝神隠し〟専門の機関が存在しますから。悪あく霊りようの憑ひよう依いや風の神格者の悪戯、鬼の人攫さらいや人身売買まで手広くカバーするエキスパート集団です。彼らの手にかかれば大たい抵ていの〝神隠し〟は二、三日で消息が摑つかめるのですが………」

　歯切れ悪く言葉を切る黒ウサギ。

　───〝神隠し〟と一口に言っても、神々の箱庭だとそのレパートリーは豊富で多た彩さいだ。人攫いや個人の蒸発は当然のこと、集団で個人の存在を隠いん蔽ぺいするような社会的抹まつ殺さつまで含ふくまれる。田舎いなかの農村コミュニティではこんなものでも十分〝神隠し〟で通用してしまうのだ。故ゆえにこの箱庭では、〝人が突とつ然ぜん姿を消す〟という事象は全すべて〝神隠し〟と言い換えられて使われていた。

　十六夜は黒ウサギの言葉を嚙かみ砕くだきながら、ニヤァと笑って、

「つまりこの騒さわぎは───エキスパートでも手に余る、そんな〝神隠し〟ってことか」

　実に興味深く楽しそうに呟く十六夜。その様はまさに、新しい玩具おもちやを見つけた悪童の瞳である。次の展開が読めてしまった黒ウサギは溜ため息いきを吐つきながら、

「まあ、止めはしないのです。でも夕方には帰ってきてくださいね？」

「心得た。もし夜になっても帰ってこなかったら───その時は、俺も〝神隠し〟に遭あったと思ってくれ」

　ヤハハと笑う十六夜は、小こ躍おどりでもするかのように現場へ向かうのだった。




　　　　＊




　ジンは黒ウサギの来訪に安あん堵どし、ホッと胸を撫なで下ろした。

「よかった。黒ウサギが来てくれたのなら百人力だ」

「………安心するのもいいけど。もう少し自分の力でどうにかすることを覚えた方がいいんじゃない？」

　帰ってきたペストが皮肉たっぷりに告げる。

　ジンは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだような素そ振ぶりを見せたが、次の瞬しゆん間かんには気合を入れ直す。

「確かに、その通りだ。何時いつまでも黒ウサギに任せていられない。僕ももっとしっかりしないと」

「………そうね。百年後ぐらいには一いつ矢し報むくいて死ねるんじゃない？」

　忌き憚たんのない意見に、力なく笑って肩を落とすジン。

「さ、それじゃ僕らも行こうか」

「何ど処こに？」

「挨あい拶さつ回まわりだよ。召集会に来られるコミュニティは支配者たちだけじゃないからね。今後の支配者たちの動向を知りたいコミュニティが沢たく山さん来ているから、少しでも名前を売っておかないと」

　ああ、なるほど。納なつ得とくしたペストは、ジンと共に〝サラマンドラ〟の本ほん拠きよである大だい宮きゆう殿でんへと足を向けた。




　───箱庭五四五四五外門・〝煌焰の都〟は三層の城じよう壁へきが囲んでおり、それぞれのエリアに異なる居住区画が与えられている。

　外壁には亜龍を中心とした精せい鋭えいが駐ちゆう屯とん。

　二の壁には一いつ般ぱんの居住区と舞ぶ台たい区画と工房街。

　三の壁には貴き賓ひんを招く宿舎や館やかた。

　内ない壁へきには本拠である宮きゆう殿でんが建てられ、都市の背後には遠方より連なる巨きよ峰ほうが聳そびえていた。〝サラマンドラ〟は特出した才能を持つ者は少ないが、亜龍の血族を広く維い持じすることでその組織力を高めてきた一族だ。

　制空権を支配する主力、翼よく龍りゆう型の亜龍は総勢で約四〇〇〇体。

　火蜥蜴とかげや人型の火龍は優にその十倍を超こえる。同じ〝階層支配者フロアマスター〟である〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟とは、その規模も人材の錬度も比べ物にならない。

　普ふ段だんは魔ま王おう対策のため各地に人材を割さいているが、今日は〝階層支配者〟の召集会ということもあり、内外を合わせて二四〇〇体の翼龍たちが参列していた。

　鋼鉄のように頑がん強きような朱しゆ色いろの鱗うろこを持ち、大型の幻げん獣じゆうにも見み劣おとりしない巨きよ軀くの戦列。

　少数精鋭を売り文句にする〝ノーネーム〟とは対極の組織力。

　ジンはそれらを横目で確かく認にんしながら、険しい視線を向ける。

（これだけの戦力を有しているのに、火龍誕生祭では極ごく一部しか連れてこなかった。白夜叉様を招いて油断していたとも考えられるけど………）

　それよりもやはり、〝サラマンドラ〟が魔王連盟と繫がっていると考えたほうが辻つじ褄つまは合う。

　しかしジンとしては、信じ難がたい事実でもあった。

（やっぱり一度、サンドラとペストを交えて話を───）

「ジン、真上」

　え？　とペストの声に振ふり返ると。

　宮殿の天てん井じようからドサドサドサ！　と、フード姿の人ひと影かげがジンの頭上に落ちてきた。

「って、ちょっと何でさ───!?」

　訳も分からず宮殿の廊ろう下かの中心で押し潰つぶされるジン。

　ゴキュン！　とか、鈍にぶく致ち命めい的てきな音が首の付け根から聞こえてきたかもしれない。ペストは悠ゆう々ゆうと歩み寄ってジンを見下ろし、

「………ちっ」

「舌打ち!?　何に対する舌打ち!?」

「ご主人様の無事を呪のろうメイド的舌打ち」

　当たり前じゃない、と泰たい然ぜんと言い返す。

　ジンも言い返そうとしたが、落下してきた人物がそれを遮さえぎる。

「………ジン!?　ご、ごめん！　怪け我がはない!?」

　ガバッ！　と全身フードの人物がジンに飛びついて来た。その衝しよう撃げきで後頭部を廊下の隅すみの角の一番鋭えい利りな部分にぶつけたが、今はそれどころではない。

　ジンは痛む後頭部を押さえながら叫さけんだ。

「サ、サンドラ!?　ど、どうしたのその格好!?」

「事件の捜そう査さをしに、お忍しのびで出かけるところ。ジンも来る？」

　美び麗れいな赤あか髪がみを揺ゆらし、無む垢くな瞳ひとみで小首を傾げるサンドラ。

　ジンは思わず頭を抱かかえた。

「あ、あのねサンドラ。君は北の〝階層支配者〟の一人なんだから、そう無む闇やみに外出するべきじゃない。ましてや今は支配者の召しよう集しゆう会が間近に迫せまってるんだよ？」

「うん。だから召集会が始まる前に解決してしまおうって、三人で決めた」

「いやだから、そういうことじゃなくて───」

　───三人？　と小首を傾かしげて言葉を切る。

　思い返せば、落下の音は三人分あった。ジンはサンドラから視線を移し、背後で沈ちん黙もくしている二人に声をかける。

「貴方あなたたちは、〝サラマンドラ〟の同士ですか？」

「……………、」

　黙だまり込む麻あさ布ぬののフード姿の二人組。背せ丈たけはジンと同じか少し高い程度だ。

（僕らと………同じぐらいの子供………？）

　訝いぶかしげに二人組を見み詰つめるジン。

　サンドラは慌てて庇かばうように立ち上がる。

「べ、別に怪あやしい二人じゃないっ！　一年くらい前に仲良くなった二人で………その、ジンにも紹しよう介かいしようと思ってて………！」

　両手を振ってしどろもどろに説明するサンドラ。

　そんな彼女を見かねたのだろう。フード姿の一人がため息交じりに一歩前へ出て、風ふう鈴りんのような声を上げた。

「慌てなくても大だい丈じよう夫ぶだよーサンドラちゃん。私たちの身分はそこのメイドさん───ペストちゃんが、保証してくれるから」

　刹せつ那な、ペストの表情が強こわ張ばった。

　麻布のフードを被かぶった二人───少年少女らしき背丈の二人は、示し合わせたように顔を露あらわにした。

「な………!?」

　その姿を見て、ペストの思考が凍こおる。フードの二人は幼い少年少女の二人組だった。

　華はなのように可か憐れんな笑え顔がおと腰こしまで伸のびる艶つややかな黒い髪。腰からぶら下げているベルトには鋭利なナイフが何本も収められており、可憐な華の棘とげを思わせる。可愛かわいらしいミニスカートと動きやすいノースリーブの服を着込む様は一見して普ふ通つうの少女だ。

「私はリン。こっちは殿でん下か。よろしくね、ジン君」

「………よろしく。訳あって名前は名乗れないが、好きに呼んで欲しい」

　風鈴のような声こわ音ねで涼すずやかな笑みを浮うかべるリン。

　その陰かげで小さくため息を吐く白はく髪はつ金眼の少年。彼も相当に整った身み形なりをしており、着き崩くずした礼服が逆に少年の大人びた風格を思わせている。

　外見から推察できる年ねん齢れいは共に十二歳といったところ。

　二人が自己紹介している間、背後に控ひかえていたペストは、背筋に走る悪お寒かんにゾッと体を震ふるわせた。

（リンと………殿下!?　噓うそ、なんで〝サラマンドラ〟の宮殿に………!?）

　焦あせりを気取られないように必死に嚙み殺す。

　互たがいを知っている、などという軽い間あいだ柄がらではない。二人はペストが〝グリムグリモワール・ハーメルン〟を率いていた時に行動を共にしていた者。

　仮か称しよう・魔王連盟と呼ばれる一派の主力である。

（最悪………！　せめてグライアかアウラならどうにかなったのに………よりにもよってこの二人が何故なぜ………!?）

　ペストは知っていた。リンの所持するギフトからは、何なん人ぴとも逃にげられないことを。

　そして隣となりに立つ、白髪金眼の少年の実力を。

　背筋に流れる冷や汗あせを感じながらも内心の動どう揺ようを隠かくして挨あい拶さつを交かわすが、リンはそんな焦りさえも見み透すかしたようにペストの手を握にぎり、満面の笑みを向けた。

「いややー会いたかったよペストちゃん！　まさかこんなところで出会うなんて思わなかったなー♪」

「え、ええ………久しぶりね、リン。そして殿下」

「ああ。そっちも元気にやってるみたいで安心した」

「本当だね。でもまさか、〝サラマンドラ〟の本拠で会うなんて思わなかったよ。それも、こんなタイミングで」

　僅わずかに棘を含ふくませた言葉に、きゅっと奥歯を嚙かみしめる。

　リンの言葉は軽い。だが瞳は笑っていない。今の視線には明らかに殺気が含まれていた。それは即すなわち、この二人が臨戦態勢に入っていることを示している。

（………本当に、最悪の再会）

　何故、この二人が〝サラマンドラ〟の宮殿に居るのか。

　何故、サンドラと共に宮殿を抜ぬけ出そうとしているのか。

　考えなければならないことは山ほどあるが、最優先しなければならないのは脱だつ出しゆつの方法だ。何か手はないかと必死に考える最中、宮殿内の警備兵の声が聞こえた。

「おい、大変だ！　サンドラ様が何処にも見当たらないぞ！」

「なんだと!?　また抜け出したのか!?」

「ま、まずい！　マンドラ様が外出中のうちに探し出せ!!」

　宮殿内の警備兵が一いつ斉せいにサンドラの捜そう索さくに乗り出す。お忍びの脱出がばれたサンドラは大おお慌あわてで全員の顔を一いち瞥べつし、

「と、とにかく！　こんなところに居たら宮内の見張りに見つかる！　みんな、とにかくついて来て！」

「え、えぇ!?」

　ジンの手を引っ張り、大急ぎで走るサンドラ。

　置いて行かれた三人はその背を見送った後、

「さ、私たちも行こうか。勿もち論ろん、ペストちゃんも」

「……………、」

「あ、逃げるとか無しだよ！　会いたかったのは本当なんだからっ！　もし此こ処こで逃げられたら………きっと、二度と話し合えなくなっちゃうもの」

　純じゆん粋すい無む垢くな言葉がペストを縛しばる。

　彼女の言葉には一つの比ひ喩ゆもない。

　もしこの場で逃げ出せば───二人は本当に、二度と話し合う機会はないだろう。

（………っ、）

　リンと殿下が何を目もく論ろんでいるにせよ、今は成り行きを見定めるしかない。

　ペストは静かに頷うなずき、宮殿を後にするのだった。







　第二章







　───〝煌こう焰えんの都みやこ〟錬れん成せい工こう房ぼう街・第八八番工こう房ぼう。

　煉れん瓦が屋根の煙えん突とつから黄色の排はい煙えんが立ち昇のぼる様子を、飛鳥あすかは小こ躍おどりしながら見つめていた。工業街の街かい道どうとは思えない華やかさを感じているのだろう。

　その工房街の中でも一ひと際きわ大きな倉庫に、神しん珍ちん鉄てつの巨兵・ディーンは搬はん入にゆうされていた。

〝アンダーウッド〟での戦いで巨きよ龍りゆうとぶつかり合い半はん壊かいした彼は、〝ウィル・オ・ウィスプ〟に引き渡わたされて修理を受けていたのだ。

　すっかり元通りに修理されたディーンを見て、飛鳥は歓かん喜きの声を上げた。

「ディーン………本当に直ったのね………!!」

「ＤｅＮ」

　主人の呼び声に応じて一つ目に光が灯ともる。伽が藍らん洞どうの体は固定されていたが、飛鳥が来たことでそれもすぐに取り払はらわれるだろう。

「あんなボロボロになっていたのに………十六夜いざよい君の言っていたプレゼントって、コレの事かしら？」

「ヤホホホホホホッ！　勿論そうですが、それだけじゃありませんヨ！」

　工房に吊つるされていたキャンドルランプから炎ほのおが奔る。

　陽気な声とともにカボチャの悪あく魔ま・ジャックが飛鳥の前に現れた。

「お久しぶりですねえ、飛鳥嬢じよう！　黒ウサギ殿どの！」

「ＹＥＳ！　ジャックさんも相変わらずで何よりなのですよ！」

「ええ。その陽気な笑い声が聞けて嬉うれしいわ」

　ウサ耳を伸ばして挨拶を交わす黒ウサギと飛鳥。

　工房を見回していた二人は、少し感心したように呟つぶやいた。

「でも、こんな大型の工房を貸してもらってだいじょうぶなの？　設備も一通り揃そろってるみたいだし、値段も張ったんじゃない？」

「ヤホホ！　それについてはサラ様が紹介してくれましたからね！　此処は彼女がまだ〝サラマンドラ〟に所属していた頃ころに使っていた工房らしいですヨ？」

　サラの元工房───飛鳥はそう聞いて、倉庫内をぐるりと見回す。

　手造りを思わせるキャンドルランプが至る所に設置され、工房とは思えない洒落しやれた雰囲気を醸かもし出している。散乱している小道具はよく使いこまれており、持ち主の愛着を自然と感じた。女性的な一面と戦士としての一面をもつサラらしい匂においのする工房である。

　一通り見て回った飛鳥は、ふっと足を止め、

「ジャック。それで、プレゼントって何かしら？」

　キラリと光る期待の眼まな差ざしをジャックへ向ける。

　ジャックも同様に、カボチャの頭ず蓋がいに火を灯して答えた。

「フフ……今日お呼びしたのは、同盟条件の一つ。〝金剛鉄アダマンテイウム〟の錬れん鉄てつと、恩恵付与ギフトエンチヤントの儀ぎ式しきが修しゆう了りようしたからです」

「本当ですか!?」

「ええ。発注を受けた新武装の他ほかに、飛鳥嬢に二つのギフトを用意しました。………とは言っても、〝金剛鉄〟は同盟締てい結けつまで採さい掘くつ許可が下りません。そこで、〝ノーネーム〟の宝物庫にあった微び量りようの鉄てつ塊かいを使わせてもらいました」

　カボチャ頭の瞳ひとみに、真しん剣けんな火が灯る。

　彼の言う鉄塊とは〝六本傷〟との会合で持ち寄った〝金剛鉄〟の塊かたまりのことだろう。

「ただし此方こちらの鉄塊は非常用らしく、量が少なかったのです。そこで十六夜殿どのと春日かすか部べ嬢に承しよう諾だくをいただき、飛鳥嬢を優先して作らせていただいたのですヨ」

「そ、それじゃあ………私に、ギフトを三つも？」

「凄すごいのです！　これで大おお幅はばに戦力アップなのですよ！」

　ブンブンと両手を振ふる黒ウサギ。

　想像以上の贈おくり物ものに面めん食くらって驚おどろく飛鳥。

　同時に不安がよぎった。もはや幾いく度どとなく言われてきたが、久く遠どう飛鳥の体は只ただの少女のものでしかない。どんな強力な武装を用意されたとしても、持て余してしまう可能性が高いのだ。ペストと手合わせした時も、それが原因で惨ざん敗ぱいを喫きつしたのだから。

　飛鳥は両手をモジらせ、珍めずらしく遠えん慮りよした声音で呟く。

「そんなに一度に用意されても………ディーンだけでも手に余ってるのに。十六夜君や春日部さんに作ってあげた方が、」

「ですが飛鳥嬢。このまま魔ま王おうと戦い続けたら、貴女あなたは本当に死にますよ」

　───なっ、と言葉を吞のむ飛鳥。

　紳しん士し的なジャックからこんな物言いを受けるとは思わなかったのだろう。取り繕つくろうつもりの無いストレートな言い方だが、それは飛鳥自身が十分に思い知っていることでもある。言い返す言葉もなく肩かたを落とす飛鳥に、ジャックはカボチャ頭を揺ゆらして笑いかけた。

「飛鳥嬢。貴方あなたたち三人は、それぞれ異なった才能を持っています。その中でも貴女の才能はとりわけ扱あつかいが難しい稀け有うな才───云いわば、遅おそ咲ざきの桜なのです」

「私が………遅咲きの桜？」

「そう。若い桜の蕾つぼみを開花させるため、貴女に贈おくる恩恵ギフト───〝ウィル・オ・ウィスプ〟渾こん身しんの大傑けつ作さく！　この恩恵を手にしたとき、飛鳥嬢が抱かかえていた苦く悩のうという霧きりは、夜明けと共に朝あさ露つゆとなって消えるでしょう！」

　───だからどうか、自分に自信を持って欲しい。

　そんな熱い意思が、言葉と共に伝わってきた。カボチャ頭の紳士は飛鳥の両手を握り、預かっていたワインレッドのギフトカードを手て渡わたす。

　飛鳥もジャックの陽気な笑え顔がおにつられて頰ほおを緩ゆるませた。

「ありがとう、ジャック。貴方が作ってくれたギフトは、全すべて大事に使わせてもらうわ」

「ヤホホ、是ぜ非ひともそうしてください！　さすればあの二人も喜んでくれるでしょう！」

　………ん？　と小首を傾かしげる飛鳥。

　一人はアーシャだとして、もう一人は一体誰だれだというのか。

　しかし問う間もなく、ジャックはノリノリで話を進める。

「ささ、それでは舞ぶ台たい会場に向かいましょうか！」

「ぶ、舞台会場？」

「その通り！　今まで飛鳥嬢の戦いを見てきましたが………貴女に必要なのは、ギフトを使い慣れること！　つまり実戦経験をドンドンガンガン積んでいくのです！　さすればガロロ殿から授さずかった戦術も役にたちましょう！」

　ヤホホホ！　とカボチャ頭を何回転もさせながら笑うジャック。

　嫌いやな予感に駆かられた飛鳥と黒ウサギは顔を見合わせて息を吞む。

「ま、まさか………ゲームに出場しろというの!?　本番ぶっつけで!?」

「その通ぉぉぉりです！　今は召しよう集しゆう会記念で参加チップが無料ですからね！　これを機に───〝造物主の決けつ闘とう〟で、サクッと優勝してきてください♪」

　なっ、と僅かに声を上げて絶句する。理由は言うまでもない。

　そのゲームには耀ようも登録していたはずなのだ。流石さすがに抗こう議ぎの声を上げようとした二人だったが、工房の奥から聞こえる剣けん吞のんな足音と、聞いたことのある声がそれを遮さえぎった。

「はあああぁぁぁ!!?　ディーンと〝城じよう塞さい〟を受け取るのが、あの〝名無し〟どもだと!?　一体どういうことだ!?　僕は何も聞いていないぞ!?」

「お、お待ちください！　此処はジャック殿がお任せ下さいと、」

「五月蠅うるさい！　あの二つを修理したのはこの僕だ!!　お前たちは黙だまってろ!!!」

「駄だ目めです、ルイオス様ッ！」

　はい？　と、飛鳥と黒ウサギは素すっ頓とん狂きような声を上げて顔を見合わせる。

「………幻げん聴ちようかしら、黒ウサギ。聞いたことのある下げ種すな響ひびきの名前が聞こえてきたわ」

「げ、下種な響きかどうかはともかくとして。しかしルイオスとは、まさか───!!」

　間かん髪はつ容いれず、奥の扉とびらが蹴けり破られた。

　埃ほこりを巻き上げて姿を見せたのは、〝ゴーゴンの首〟の旗印を胸に刻んだ男。

　数か月前に〝ノーネーム〟と戦い敗れた───〝ペルセウス〟のルイオスが、憤ふん怒ぬの表情で二人を睨にらみつけていた。




　　　　＊




　───箱庭五四五四五外門舞台区画・〝星海の石せき碑ひ〟前の闘とう技ぎ場。

　煌きらめくカットグラスで彩いろどられた〝煌焰の都〟でも一際華はなやかな場所の一つに、春日部耀は足を運んでいた。この展示回かい廊ろうを彩るのは鮮あざやかな硝子ガラスだけではない。星の輝かがやきにも似た様々な宝石が、回廊を彩っているのだ。

　歴代の術者たちが創造した数々のモニュメントが並ぶこの回廊は後の北側を支えた技術者たちの功績を残すために用意された区画だ。

　誕生祭のときに耀が参加した〝造物主の決闘〟などのゲームで優勝を飾かざると、この展示回廊にコミュニティの名と旗印を刻む権利を得る。その他にも美術部門・技術部門が開かい催さいされており、ゲームで優勝すると、石碑の展示回廊にその功績を残すことが出来る。

　耀は数々の珍ちん品ぴん名品をクルクルと見回りながら、バツが悪そうに小首を傾げた。

（………でもこのゲーム、私が出場していいのかな？）

　先述したとおり、北側では精鉄・結けつ晶しよう製造・錬れん金きん術じゆつなどの精密な技術を扱うギフトが流通している。そういった土と地ち柄がらのせいもあり、人類が非常に多いのだ。言うまでもないが、人類は種としての力は高くない。特とく殊しゆな出自でもない限り、最下層クラスといっても過言ではない。だがこの北側では、人造や霊れい造ぞうで恩恵を形にする術が重宝されている。

　その為ため、人類のもつ特有の独創性や技術力が高く評価され、比ひ較かく的人類が住みやすい土地となっていた。中でも〝星海の石碑〟に展示されたコミュニティは、〝サラマンドラ〟が太たい鼓こ判ばんを押したコミュニティとして高い評価を得られる。

　闘技場に集まっている者もまた、己おのれの功績を残したくて瞳を光らせている猛者もさたちばかりだ。数多あまたの作り手たちがひしめき合うこの集団の中に、自分みたいなのが混ざっていていいのかなー……と、ぼんやり考える。

（展示回廊を見て回るだけでも十分楽しめるし。これ以上不評を買うのはコミュニティの為にもならない………かな？）

　小首を傾げて考える。浮うき世よ離ばなれしている耀はそういう機き微びに疎うとい。少し前までなら、三み毛け猫ねこがそういうことを教えてくれたが、彼はもう耀の隣となりにはいない。巨龍との戦いで重傷を負った彼は、今後の余生を過ごす場所を〝アンダーウッド〟に決めて大樹に残ったのだ。

（……………、）

　ふっと遠い目で展示品を見つめる。これは二人で話し合って決めたことでもあった。

　三毛猫は耀と同じ日に生まれ、十四年の年月を重ねた老ろう猫びようである。もはや家族以上の家族と言ってもいい。

　しかしだからこそ三毛猫は、そんな耀の人間関係を誰よりも憂うれえていた。

『───お嬢はもう一人やない。これからは、人間の社会むれの中で生きていかなあかん』

　包帯姿でそう言う彼の言葉を、耀は否定しなかった。これは何時いつか来る互たがいの別れが少し早まっただけ。寂さびしく思う気持ちはあったが、この申し出を断るのは裏切りに等しい。

　耀は断腸の思いで〝六本傷〟のガロロに三毛猫を預け、傷の治ち療りようと今後の世話を願い出た。同盟相手でもある〝六本傷〟はこれを快かい諾だくし、同士として迎むかえ入れてくれた。

　大樹の環かん境きようは療りよう養ようにもいいと保証してもらい、一人と一匹ぴきは新たなスタートを切ったのだ。だからこれからは万ばん事じが常時、一人で結論を出していかねばならない。

　それができるようにならねば、三毛猫に顔向けができない。

（うん。ガロロさんも応おう援えんしてくれているし、頑がん張ばらないと）

　ムン、と両手の拳こぶしに力を込める。

　父・春日部孝こう明めいの友人を自じ称しようする彼は、本当にあれこれと〝ノーネーム〟に世話を焼いてくれた。しかし父の素す性じようについては一いつ切さい口にしようとせず、別れ際ぎわに一言、

「───今はまだ、何も話せない。それでもコウメイを知りたければ、アイツの軌き跡せきを追え。それだけで、アイツがどういう男か分かるはずだ」とだけ言っていた。

　以来この二か月間、父の軌跡を探してみたが、まだ何も摑つかめていない。

　レティシアも「今は待って欲しい」の一点張りである。そこで訪おとずれたのがこの〝星海の石碑〟という展示回廊なのだ。

（箱庭でも有数の展示回廊って聞いて、父さんの作品があるかもしれないと思ったけど………やっぱり、そう簡単には見つからないよね）

　腕うでを組んで悩なやむ。〝生命の目録〟でゲームに登録し、周囲の反応を見る手もある。

　しかし名立たる鍛冶かじ屋やや彫ちよう刻こく家が名めい誉よを競きそうゲームに出るのは、やはり迷めい惑わくがられるような気がしてならない。出場して自分一人が荒あらし屋として醜しゆう聞ぶんが広まるのは別にかまわないが、それが原因で〝ノーネーム〟のコミュニティにまで悪評が広がるのは避さけ




　ズガシュ！




　たい。痛い。ではどうするべきなのかと考えるが答えは中々でない。仕方がないので、耀は頭に当たった鋭するどい鈍どん器きのようなものを手に取った。

（………何これ）

　十字型で先せん端たんが丸い鈍器。有あり体ていに言うなら〝金かな槌づち〟に近い形状だろう。

　………いやむしろ、金槌そのものではないだろうか？

（危ない。私じゃなかったら大おお怪け我がしてたかも）

　周囲を見回すが、展示回廊の雑ざつ踏とうが邪じや魔まで犯人を特定するのは不可能だ。もしかしたら工芸の街である〝煌焰の都〟では普ふ通つうの事なのかもしれないと小首を傾げる。すると




　ズガシュ！




　もう一発飛んできた。

（……………、）

　ミシリ、と金槌を握にぎりしめる。一度なら偶ぐう然ぜんだが、二度も続けば故意である。しかも獣けもののように鋭い耀の五感に触ふれないほどの一投。並みの投とう擲てきではない。

（……………。）

　静かに臨戦態勢を取る。二度あったのなら三度目があってもおかしくはない。

　瞳ひとみを閉じて耳を澄すませ、三発目の襲しゆう撃げきに備える。

　身に覚えのない襲撃を受けて笑っていられるほど耀の心は広くない。二発殴なぐられたなら二〇発はやり返すのが相場だと、十六夜は言うだろう。なら二〇〇発は殴り返さねば。

　展示会場の雑踏に紛まぎれて飛んでくるであろう金槌を

「………大だい丈じよう夫ぶ？」

「!!?」

　今度こそびっくらこいて飛びのいた。

　突とつ然ぜん見知らぬ少女から声をかけられ、驚おどろきのあまりにこけそうになったほどである。

　だがそれもそうだろう。五感の感度を上げていた耀に気付かれないまま近づくなどまず不可能だ。にもかかわらず、少女は目の前に現れた。

　不自然なぐらい完かん璧ぺきな不意打ちである。

「え、えっと………？」

　半口開いたまま声の主───耀と同年ねん齢れいに見える少女を見る。

　そこで二度驚いた。

　華の蜜みつの様に甘いベビーフェイスと、薄うすいウェーブを引いたツインテール。幼さの際きわ立だつ容姿に見合わないほど蠱こ惑わく的なボディライン。身長は耀と大差ないにもかかわらず女性的な膨ふくらみのある乳ち房ぶさ。黒と蒼あおのレースで飾られたゴシックロリータの服は、際どいシースルーで胸むな元もとと美び脚きやくを惑まどわしている。

　男性を誘さそっているとしか思えない大だい胆たんな服を着ているにもかかわらず、その瞳は無む垢くであり、身体からだは無防備に開かれて晒さらされている。こんな少女に見つめられれば、男女に関係なく鼓こ動どうが高まるに違ちがいない。

　しかし魅み力りよく的すぎるその容姿が、逆に耀の警けい戒かい心しんを刺し激げきした。

（この子………人間じゃない？）

　偶像アイドル───小こ悪あく魔まがそのまま形を成した少女。そんな言葉が耀の脳のう裏りを過よぎる。

　しかし耀の警けい戒かいに気付いていない少女は、顔を覗のぞきこむように問いなおす。

「………頭、大丈夫？」

「あ、うん。大丈夫。でもこれ、貴方あなたが？」

　コクン、と頷うなずく少女。

　その仕草一つをとっても非常に愛らしい事この上ない。如何いかに耀であっても、こんなに愛らしい少女を殴りとばす訳にはいかなかった。その程度の常識は持ち合わせていた耀は、




　ズビシィ！




「!?」

　一発だけチョップし返した。割と強めに。丁度、岩が割れるくらいの強さで。

「これでおあいこ」

「……………………………………………………………………………………………うん」

　コクリ、と無表情なまま頷く謎なぞの少女。どうやらきちんと反省したらしい。

　気を取り直して自己紹しよう介かいをしようとした耀だが、少女がそれを遮さえぎった。

「貴方も、ゲーム出る？」

「………ゲーム？　〝造物主の決闘〟のこと？」

　コクリ、と首しゆ肯こう。無垢な瞳が覗き込むように見つめる。

　耀も口数が少ない方だが、この少女は輪をかけて無口である。今まで自分よりも無口な少女と話したことのない耀にとって初めての難敵だ。

　出場を決めかねていた耀は、その瞳に背を押されるように頷いて返す。

「………そう。出るんだ」

　少女はうっすらと微び笑しようを浮うかべ。

「よかった。これで、コウメイとの約束が果たせる」

　え───と言葉を失った瞬しゆん間かん。

　少女は前まえ触ぶれもなく、霞かすみの様に姿を消した。

「───噓うそ………!?」

　消えた。そう、消えたのだ。

　気配が消えたわけでもなく、俊しゆん足そくで離り脱だつしたのでもなく、空を駆かけたわけでもない。そんな物理的な騙だまし討うちで耀の五感を欺あざむくのは不可能である。

　突然現れた少女は痕こん跡せき一つ残さず、耀の目の前から跡あと形かたもなく消え去ったのだ。

（一体どうやって………ううん、そんなことより………！）

　コウメイ───父・春日部孝明の知人は、みんなその名で呼んでいた。ならばあの少女が口にしたコウメイという人物も、父のことかもしれない。

（まさか………本当に、父さんの手て掛がかりが？）

　サッと展示回かい廊ろうから闘とう技ぎ場を見上げる。その瞳に先ほどまでの迷いはない。

　どうやら出場する理由が出来てしまったらしい。

　耀は華はなの様に甘い少女の面おも影かげを探しながら、エントリー場へ足を向けた。




　　　　＊




　───〝紅玉の洞どう穴けつ〟地下浴場。

　北側では降雪量が多く、雨は中々降らない。

　ペンダントランプの加護が届く〝煌焰の都〟も例外ではなかった。箱庭の天候を預かるのはその地を管理する〝階層支配者〟の役目だが、常とこ春はるの東側と北側ではそもそもの気候が異なる。如何に支配者といえど限度があった。

　ペンダントランプの篝かがり火びのおかげで路上に積雪することはまずありえないが、水路はそうもいかない。降雪時にはそれなりに気温も下がるため凍こおりつくことも少なくない。

　それを解消するために造られたのが地下水動脈である。

〝煌焰の都〟は外がい壁へきの一面に巨きよ峰ほうを背負う天然の要よう塞さいだ。森の生おい茂しげる巨峰は天然の貯水池として機能し、この土地の生命線となっている。

　山に流れる水脈から地下道を通して管理しているのだ。

　ペストたちが訪れたこの浴場は、地下水路が凍らないようにするための放熱工こう房ぼうがあり、その副産物的に造られたものである。

（………。いいえ、そんなことより。なんだか状じよう況きようの流れがおかしい）

　ペストは年少専用の脱だつ衣い場で、放心しながら思った。

　共に脱衣場に逃にげ込んだリンとサンドラは、さも当然の様に和わ気き藹あい々あいと服を脱ぬぎ捨て、

「そっかー。子供専用の公共浴場なら大人は入れないもんね」

「うん。まだ営業時間外だけど、番台に頼たのんで入れてもらった」

「おお！　流石さすがはサンドラちゃん！　コミュニティの長おさっぽい権力の乱用だね！」

　全くである。これはペストにとっても都合が悪かった。年少用の浴場では万が一にも〝ノーネーム〟のメンバーと鉢はち合わせる可能性がないからだ。

（飛鳥たちと合流は不可能………せめてジンに事情が説明できれば………）

　ペストとジンは契けい約やくによって主従関係にある。ジンの右手に嵌はまっている〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の指輪はその証あかしだ。契約の指輪を通して秘ひ密みつ裏りに会話をすることが出来る。

　指輪を使えばリンと殿でん下かが敵だと伝えるのは簡単なのだが───

（………正体がばれた瞬間。二人は牙きばを剝むくに違いない）

　情報を伝えたところで、ジンが隠かくし通せるのか否いなか。それが問題である。

　コミュニティのリーダーとして駆け引きは覚え始めていても、根っこは少年である。咄とつ嗟さに内面を隠し通すような腹芸が出来るとは思えない。

　ペストは焦しよう燥そうに駆られながらも、今は沈ちん黙もくを守ることにした。

（どういうつもりか知らないけど、二人は今の状況を受け入れてる。舐なめられているのか分からないけど好都合かもしれない）

　何にせよ、出方を窺うかがうのが先決である。

　ペストは達観したようにメイド服のボタンを外して脱ぎ始める。湯ゆ殿どのは死ぬほど苦手だが二人から目を離はなすわけにもいかない。先に浴場へ入っていったリンとサンドラに続き、

「あ、ジン！　先に入ってたんだ！」

　ずっこけた。

「「───は………!?」」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるペストとジン。理由は言うまでもないだろう。

　此こ処こは天下の大浴場───即すなわち、全員素っ裸ぱだかであった。




　　　　＊




　───少し、時間を遡さかのぼる。

　手早く脱衣を済ませたジンは、かけ湯をする台座の隣となりで洗せん髪ぱつに取り掛かかっていた。

　ジンは手慣れた動作で洗髪液の入ったポンプを押して泡あわ立だてる。洗髪液の薫かおりは公共の大浴場にしてはかなり上質なものを用意してあった。

　花弁から蒸留器を使って取り出したものだろう。〝ノーネーム〟では十分に贅ぜい沢たく品ひんだ。

　白い泡を掌てのひらの上で馴な染じませながら───ジンは、少し困っていた。

　理由は言うまでもない。悩なやみの種は、無言で隣に座っている白はく髪はつ金眼の少年だ。

（き………気まずい………！）

　出会ってから約一刻。たったそれだけの付き合いで、本名すら知らない。そんな同年代の少年と素っ裸で隣となり合わせの状況。

　常じよう軌きを逸いつした───ある意味で、常軌を逸したこの雰ふん囲い気きを和なごませる手管を、ジンは持ち合わせていなかった。

「……………」

　チラリ、と横目で確かく認にん。

　殿でん下かと呼ばれている少年は無言のまま洗髪用の鏡の前に陣じん取どり、何をするわけでもなく背筋を伸のばしたまま洗髪用のポンプを眺ながめている。それが不思議だった。

　確かに、この洗髪液は高価な代しろ物ものだ。七桁けたと五桁では庶しよ民みんレベルで生活基準が違う。

　しかしこの少年の視線は、そういった俗ぞく物ぶつ的な視線というより───むしろ、今まで見たことのないものを見たような、好奇の色に染まっているように思えた。

「………え、えっと。殿下君？」

「何だ？」

　愛あい称しように違たがわぬ凛りんとした応答に、ますます戸と惑まどう。

　ジンとしては場を和ませるつもりで〝殿下君〟などと上下が矛む盾じゆんした呼び方をしたのに。この超ちよう然ぜんとした少年には冗じよう談だんが通用しないのか。

　ならばより分かりやすい冗談で攻せめるしかないと、覚かく悟ごを決めるジン。

「その………ずっと洗髪ポンプを見み詰つめてるけど、」

「そうか。これはポンプだったのか」

　うわお！

「ポ………ポンプ、だね。洗髪液の入った」

「なるほど、それで合が点てんがいった。この上部を押すことで内側に気圧を加え、中の液体を汲くみ上げてるのか。単純だが画期的な仕組みだ」

「そ、そう」

　うむ、と感心したように洗髪液の入ったポンプを手に取る殿下。

　此処に至ってジンは、嫌いやな予感に口元を引きつらせた。

「まさか………髪かみを洗ったことが無いなんてことは、」

「失礼なことを言うな。髪ぐらい毎日洗ってる」

「本当に？」

「ああ。自分で洗ったことは無いけどな」

　真しん剣けんな表情で言い返す殿下。

　………どうやら、本気のようだ。普ふ段だんは人に髪を洗わせているらしい。

　ジンは今度こそ天を仰あおいだ。

「………一応聞くけど。洗い方、分かる？」

「よく分からないが、理り屈くつは分かる。水と洗液に空気を馴染ませて化学反応を起こし、泡立たせればいいんだろう？」

「そ、そうだよ！　その泡で髪の油や汚よごれを落とすんだ」

「そうか。ジンは博識だな」

　よし、と意気込んでポンプを押す。心なしかその作業を楽しんでいるようにも窺える。手の中で大量の泡を作った殿下は、物もの珍めずらしげに髪を洗い始めた。

　ジンは苦笑いしながら疑問を口にする。

「普段は、付き人か誰だれかにやってもらってるの？」

「ああ。専属の従者を三人与あたえられている。グー爺じいはヘタクソだから、洗髪は主にアウラとリンだな」

「リンって………まさか、さっきの女の子!?　女の子に頭を洗ってもらってるの!?」

「そうだが？」

　白い頭を上げて不思議そうな顔をする殿下。そのはずみで片目に泡が入り、痛そうに瞼まぶたを閉じる。自分で洗ったことが無いというのは本当らしい。

　啞あ然ぜんと半口を開けたまま、ジンは当然の疑問のように口にした。

「殿下は………コミュニティの後こう継けい者しやか何かなの？」

「一応、そういう意味での愛称だな」

「本名は？」

「秘密。でも、ジンが当てられたら教えてやるよ」

　ニヤリ、と笑って顔を上げる。そのはずみでもう片方の目にも泡が入り、反射的に泡だらけの手で擦こする。初めての洗髪は、あっという間に大だい惨さん事じになった。

「………難しいな、自分の洗髪は」

　痛みを堪こらえながら呟つぶやく。かなり痛いはずなのにこの落ち着きようは、ある種の才能かもしれない。ジンはこっそり感心した。

　自分も髪を洗おうと泡を髪に付けた瞬しゆん間かん、

「あ、ジン！　先に入ってたんだ！」

　ずっこけた。

　それはもう勢いよく座ったまま座席ごとずるりと半回転した。

「「───は………!?」」

　此処は天下の大浴場───即ち、全員素っ裸であった。

「う、噓うそ………!?」

　噓ではない。比ひ喩ゆでもない。

　男女五人の少年少女は一糸まとわぬ姿で───否。正確には、タオルを巻いているリンを除いた計四人の少年少女が、浴場で素す肌はだを晒さらしあっていた。

　しかしサンドラはそんなことなど意に介さない様子で赤髪を揺ゆらして駆かけ寄り、

「ジンとお風ふ呂ろに入るのは三年ぶり！　昔はよく洗いっこしたねー！」

「なんだ、ジンも洗ってもらってたのか。もしかしたら俺が変なのかと思ったぞ」

「え、ちょ、違ちが………!?」

　しどろもどろになりながら慌あわてるジン。

　そんな彼を尻しり目めに、体にタオルを巻いたリンが殿下に駆け寄る。

「うわお！　殿下が自分で髪を洗ってる！　どういう心境の変化!?」

「違う。心境じゃなくて、状況の変化だ。洗う者が居なければ自分で洗うしかないだろ」

　おお、なるほど！　と感心したリンは、当然の様に殿下の白髪に触ふれて洗髪し始める。………どういう間あいだ柄がらなのか、ますます以もつて不思議な二人である。

　しかしそれを見たサンドラが面おも白しろそうな顔をしてジンの背後に立ち、

「じゃあジンは、私が洗うかな！」

「サ、サンドラ!?」

　嬉き々きとして指をワキワキさせるサンドラ。誤解がないように言っておくが、彼女は依い然ぜんとして素っ裸である。

　ジンは隠すべきところだけを隠し、顔を真っ赤にして浴場内を逃げ回る。それを楽しそうに追いかけるサンドラと、愉ゆ快かいそうに見つめるリン。




　ペストは只ただ一人───身体からだを隠しながら、天に問いただす様に呟いた。

（………。この状況を、私にどうしろというの？）
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　第三章







　───〝煌こう焰えんの都みやこ〟工こう房ぼう街・西区。

〝神かみ隠かくし〟の現場は人ひと混ごみが出来ていた。場所は工房街にある宿しゆく泊はく施し設せつの一室。借りた工房で寝ね泊とまりをする為ために作られた建物である。

　煉れん瓦が造りの街道を憲兵隊が封ふう鎖さしており、その先頭には〝サラマンドラ〟の参さん謀ぼうであるマンドラが指揮を執とっていた。

　彼は十六夜いざよいの姿を確認するや否いなや、眉み間けんに皺しわを寄せて溜ため息いきを吐つき、

「………何をしに来た。此処には娯ご楽らくなんぞありはしないぞ」

「娯楽ならあるさ。〝神隠し〟があったんだろ？」

　ヤハハと笑って隔かく離り用の柵さくを踏ふみ越こえる。

　憲兵隊の面々は壮そう絶ぜつに嫌な顔かおをしたが、止める声はない。

　この数日で彼らは嫌というほど十六夜の実力を経験させられていた。この場で取り押さえようとしても、返り討うちに遭あうのが関の山である。

「それで、犯人の目星は付いてるのか？」

「わからん。同一の術だとは思われるが、何者なのかは尻しつ尾ぽ一つ摑つかません」

「………同一？　というと、〝神隠し〟は連続して続いてるのか？」

「ああ。現場が見たいのなら見せてやるが、決して荒あらすなよ」

　十六夜の扱あつかいが徐じよ々じよに慣れてきたマンドラは、宿泊施設の扉とびらを開けて中に入れる。

　何かしらの事件があったという割に内装は乱れておらず、平時の平へい穏おんがそのまま保存されたような状態だ。

　施し設せつの三階にまで足を運ぶとマンドラは足を止め、

「この部屋が〝神隠し〟の現場だ」

　扉を開けて招き入れる。部屋はやはり生活感がそのまま残ったように保存されていた。荒れた様子などは一いつ切さいない。

　人攫さらいがあったとは思えないほど現場は平穏に包まれていた。

「……………」

　唯ただ一つ───入り口正面に書かれた〝混〟の文字と、謎なぞの矢文を除いては。

「〝遊ゆう手しゆ好こう閑かん〟………それと〝混〟の文字。中ちゆう華か系の言葉だな」

「ああ。術の名残なごりか、それともメッセージなのか。どちらにせよ、他ほかの二つの現場にも似た様な文字が残されていた。故ゆえに同一の術師だろうと我々は見ている」

「へえ。一応聞くが、他にはなんて？」

　好こう奇き心しんで瞳ひとみを光らせて問う。マンドラが言うには、この神隠しには中華系と思われる三つの文字が残されていたらしい。

　───遊ゆう手しゆ好こう閑かん。

　───虚きよ度ど光こう陰いん。

　───一いち事じ無む成せい。

　以上の三つを書き記した文が残されていたという。

　十六夜はそれらの言葉を吟ぎん味みし、むっと顔を顰しかめた。

「………他に手て掛がかりは？」

「攫われたのはこれで三人目となる」

「ふぅん。被ひ害がい者しやたちに共通点とかは？」

「さしてない。………いや、一つだけある。姿を消したものは何いずれも、年とし端はもいかぬ幼子だったということだ」

　何気ないマンドラの言葉に、十六夜は今度こそ不快そうに舌打ちした。

「………それは、気に食わないな」

「ほう。琴きん線せんにでも触れたか？」

「ああ、触れたね。それこそノコギリで弦げんを弾ひかれた気分だ」

　ふざけた口調だが、十六夜の声こわ音ねには明確な怒ど気きが含ふくまれていた。

　先ほどまでは〝神隠し〟に対する興味しかなかったというのに、今は犯人に対して敵意すら抱いだいている。

　それが意外だったマンドラは、意図せずして問うた。

「こう言ってはなんだが。お前はそういう事情に興味を抱かない人間だと思っていたぞ」

「間ま違ちがっちゃいねえよ。身内でもない相手に、同情や善悪を押し付けてもしょうがねえ。───だがな。俺にだって、大事に守ってるポリシーの一つぐらいある。コイツはその第一原則を真正面から破りやがった。捨てておくわけにはいかねえな」

　何を差し置いても、必ず己おのれの手で裁くと宣言する。

　ますますもってマンドラは驚おどろいた。

「………お前の言うポリシーとは、幼子に手を出さないことか？」

「違う。俺はただ───強い力は、強い奴にのみ振るっていい───そう思って、今日まで過ごしてきただけだ」

　瞳を鋭するどく光らせて、己の不文律を告げる。

　幼子とは肉体的にも精神的にも、無条件で社会的弱者だ。

　だからこそ、力を持つ者が彼らに牙きばを剝むくのが許せない。

　これは生来より絶対的な力を与えられた逆さか廻まき十六夜にとって、堅けん牢ろうのような法律だ。それを己の眼前で犯おかす者は何者もあってはならないと、燃えるような瞳が訴うつたえていた。

「〝神隠し〟の概がい要ようは分かった。犯人像は見えて来たし、適当に捕つかまえておいてやるよ。お前たちはそのまま、召しよう集しゆう会の警備でもしておけ」

「………フン。なら引き渡わたしの際は私の名前を出せ。それで憲兵隊には通じるはずだ」

　あいよ、と片手を上げる。

　階段を下りるのが面めん倒どうだった十六夜は、窓から出ていこうと縁ふちに足をかける。

　その時ふと、隣となりの工房の屋根に瞳が釘くぎ付づけになった。

　煙えん突とつから毒々しい色の煙けむりを噴ふん出しゆつする工房は、なにやら怪あやしげな儀ぎ式しきを行っているのだろう。雲一つない快晴の空に緑黄の煙をばら撒まいていた。

　が、そんなことはどうでもいい。

　十六夜の瞳を釘付けにしたのは───フード付きのローブに〝混〟の一字を縫ぬい付けた、見知らぬ人ひと影かげだった。

「………おい、マンドラ」

「どうした？　まさか今いま更さらになって我々にも協力しろとか言い出すのでは、」

「恥はずかしながらその通りだ。───今すぐ下を固めろ。〝神隠し〟のご登場だ」

　言うや否や、十六夜は弾だん丸がんのように窓から跳ちよう躍やくした。

　残像すら置き去りにして疾しつ走そうする十六夜は瞬またたく間に距きよ離りを詰つめて〝混〟一文字に肉にく薄はくする。しかしそれを待っていたかのように、刺し繡しゆうされた〝混〟一文字が空へ踊おどった。

　謎の人影は身を翻ひるがえして十六夜の突とつ進しんを回かい避ひしたのだ。

　その身軽さを見て、十六夜にスイッチが入る。

（コイツ………ただの〝神隠し〟じゃないってわけか）

　煉瓦造りの屋根の上で十六夜は臨戦態勢を取る。

　一方のマンドラは、窓の縁から身を乗り出して声を荒あらげた。

「おい、何ど処こだ!?　何処に〝神隠し〟の主犯がいる!?」

「はぁ？　何言ってんだオマエ。俺の目の前に、〝混〟一文字を着たやつが───」

　と、そこで言葉を止める。マンドラの様子がおかしいことに気が付いたのだろう。彼は目の前の〝混〟一文字には目もくれず、眼下を血ち眼まなこになって探し始めたのだ。

　その不自然な挙動に、十六夜は堪たまらず舌打ちを漏もらす。
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「コイツ………まさか、見えないのか？」

「おうさ、良い勘かんしてるじゃねえか。テメェが巷ちまたで噂うわさの新参者ニユービーかい？」

〝神隠し〟の影かげは突とつ然ぜん口を開き、麻あさ布ぬののフードの下でニタァと笑う。どうやら知性を持った化け生しようの類たぐいのようだ。

　十六夜は苛いら立だち混じりに視線を戻もどすが、同時に納なつ得とくもした。

　どういう恩恵ギフトかは知らないが、この〝混〟一文字を背負う犯人は己を認にん知ち出来ないようにしているらしい。対処法が無ければ犯人を見つけることは難しいだろう。

　十六夜は不敵に笑い、人差し指で手招きしながら挑ちよう発はつする。

「何処の巷で噂か知らねえが、気になるならテメェの腕うでで確認した方が確実だと思うね。───来いよ、〝神隠し〟。その狡こすい術を暴あばいてやる」

「ヒヒ、威い勢せいがいいなァ！　その不ふ遜そんさは評価するぜ新参者ッ！」

〝混〟一文字を靡なびかせ、麻布のローブから巻物と思おぼしき紙を取り出す。結びを解かれた巻物から〝虚度光陰〟の文字が顕けん現げんする。

　それが〝神隠し〟の正体なのか。巻物を開くや否や、色しき彩さい鮮あざやかな〝煌焰の都〟は白黒のモノクロームによって、色を奪うばわれたのだ。

　十六夜は突然の異変に警けい戒かいを最大にまで高める。

（これは………街から、色が消えた………!?）

　喩たとえるならば、大気に墨ぼく汁じゆうをぶち撒まけたかのよう。

　しかし景観の異常な変化はそれだけに留とどまらない。〝煌焰の都〟から奪われたのはその輝かがやきだけでなく、住人たちの動きまでもを全すべて制止させたのだ。

「ヒハハハァ!!　何だよ何だよ、呆あつ気けねえなァ新参者さんよォ!!!　あの蛟こう魔ま王おうを動かした野や郎ろうと聞いていたから警戒したってェのに、とんだ雑魚ざこじゃねェか!!　いやァ、良いカモを見つけられてラッキーだったぜ!!」

　ゲタゲタと腹を抱かかえて笑う〝混〟一文字。この様子を見ると、本来なら十六夜の行動も停止させる術なのだろう。十六夜は術を看破するため、あえて己の動きを止めた。

（───なるほど。このモノクロームが〝虚度光陰〟ってわけか）

〝虚度光陰〟とは中華系で『光の如ごとく虚むなしい日々が過ぎ、何を成す事もない』という意味の言葉である。日本の諺である〝光陰矢の如し〟を、より怠たい惰だ的な意味にしたものだ。

　そして〝混〟の文字も中華系の意味に変えた場合に限り、似通った意味が生まれてくる。

　日本では〝混ざる〟という意味合いで使われることが多い〝混〟の文字。これが実は、中華系の漢字に直すと〝無む為いに生きる、曖あい昧まいに暮らす〟といった意味に成り替かわるのだ。

　それらを加味した上で、十六夜は眼前に広がるモノクロームの風景を読み解く。

（色しき彩さい───光を奪うという現象から考えると、時間を操作して止めている様に思える。だがこの景観が示すものは、何かの比ひ喩ゆ表現だと考えるべきだ）

　静止したふりをしながら考察を進める。幸いなことに敵はまだ笑い転げている。

（〝光陰矢の如し〟は人間の体感時間の経過を示す諺。〝色を奪う〟というのが〝無為に過ごす〟という言葉の表れなら───〝虚度光陰〟とは、敵の体感時間を静止させる恩恵という事か。ハッ、〝神かみ隠かくし〟にはうってつけだな）

　これだけ強力な恩恵なら、他にも使用条件のようなものがあるに違ちがいない。子供しか攫えないというのが使用条件に該がい当とうするなら、一連の〝神隠し〟にも説明が付く。

　しかしこれだけ強力な恩恵を子供に限定して使用するという結論が、ますます十六夜の逆げき鱗りんを逆さか撫なでた。

　十六夜は呆あきれたように髪かみを搔かきあげ、

「───ハッ。〝神隠し〟にしちゃ芸が込んでるが………俺に限って言わせてもらうと、コレは下策だったぜ」

「………ヒハ？」

　ピタリと、下げ卑びた笑い声が止まる。

〝混〟一文字を背負う影は、そこでようやく術が十六夜に通用していないと気が付く。笑えみは一転して驚きよう嘆たんに変わり、後ろに三歩よろめいて叫さけび声を上げた。

「ちょ、ちょっと待て！　なんで動けてんだ!?　テメェ俺の姿が見えてんだろ!?　なのに何故、俺の術が効かない!?」

　へえ、と十六夜は意外な声を上げた。

　そしてより獰どう猛もうな笑みを浮うかべて瞳を光らせる。

「今、面おも白しろいことを言ったな」

「ッ………!!!」

「〝お前の姿が見える〟ことと、〝術が通用するか否いなか〟は、共通の恩恵ということか。………フン。お前の正体が見えて来たぜ、三流魔王」

「な………お、おま、!?」

「となると、後はお前の霊格そんざいだな。〝神隠し〟だけに猿神ハヌマンだと嬉うれしいんだが、流石さすがに失礼か。どんなに高く見積もっても猿えん鬼きが関の山みたいだし。訂てい正せいがあるなら聞いてやるぜ、

〝混こん世せい魔ま王おう〟様？」

　不敵な言葉とは裏腹に、つまらなそうな声音で吐はき捨すてる。しかし、ローブの影───〝混世魔王〟と呼ばれた彼にとっては、致ち命めい傷しようにも等しい情報だった。

（こ、この糞くそガキ………!!　どういう頭の回転してやがるッ！）

　混世魔王は驚きよう愕がくしたまま、僅わずかに重心を後ろにかける。

　たったこれだけのやり取りで正体を暴かれるなど、考えもしていなかったに違いない。（チィ………蛟魔王の奴と互ご角かくにやりあったのは噓うそじゃねェのかもな。切り札の術が破られた以上、一度身を隠かくすか………!?）

　煉れん瓦がの屋根をグッと踏ふみしめて跳とび下がろうとした瞬しゆん間かん、十六夜は獰猛に瞳ひとみを光らせ、




「覚かく悟ごしな。本当の〝神隠しゲーム〟が始まる前に、お前は俺が始末する───!!!」




　発破の様に、足場を爆ばく裂れつさせて駆かけ出した。

　圧あつ倒とう的な速度で距離を詰める突進を、命からがら避さける混世魔王。腐くさっても魔王というべきか、身のこなしだけは手て練だれている。

　しかし十六夜の強きよう襲しゆうで〝虚度光陰〟の術を維い持じしていられなくなったのか、〝煌焰の都〟は途と端たんに色彩を取り戻した。

「じょ、冗じよう談だんじゃねえ！　テメェ何者だ!?　人間のガキじゃねぇのかよ!?」

「失礼な奴やつだな！　俺は正しよう真しん正しよう銘めい純じゆん粋すい培ばい養ようの人間だぞ！」

「阿あ保ほぬかせ！　テメェみたいな人間が居てたまるかッ！」

　全くである。多くの同意が十六夜の耳に届いた気がした。

　一目散に逃にげ出す混世魔王は徐じよ々じよに市街地の方へと屋根を伝って疾走していく。

　あえて人ひと混ごみを目指して逃とう走そうしていくということは、逃走に乗じて他ほかの獲え物ものを求めているのかもしれない。もしそうならば一刻も早く捕とらえる必要がある。

　十六夜は唇くちびるの端はしに笑みを浮かべ、小さく笑った。

（面白い。〝神隠し〟相手に鬼おにごっこなんて、頓とん智ちが利いてるじゃねえかッ………！）

　興が乗ったとばかりに混世魔王を追走する十六夜。

〝虚度光陰〟の術が解けたマンドラはハッと我に返り、その背を啞あ然ぜんと見送るのだった。




　　　　＊




　───〝紅玉の洞どう穴けつ〟地下浴場。

　宿しゆく泊はく施し設せつで十六夜と混世魔王が鬼ごっこに興じている頃ころ。

　五人の少年少女は混浴をする上で〝隠すべきところは隠す〟というジンとペストの強い要望を受け、今は全員が体を隠しながら湯船に身を沈しずめていた。

　幼い所為せいか、それとも育った環かん境きようの所為か。

　羞しゆう恥ち心しんがそれなりに育ちつつあるジンと、素す肌はだを晒さらすほど心を許していないペストは、ここに来て初めて意見が合がつ致ちしたのである。

「………自分で言うのもなんだけど。複雑な主従関係だなあ」

「五月蠅うるさいわよ。文句があるなら出ていきなさい」

　湯船の縁ふちに腰こしを掛かけて足を組むペスト。際きわどい角度だが、隠すところはきちんと隠れている。白い素肌にきめ細やかな肢し体たいは、数年後の美び貌ぼうを思わせるには十分すぎるだろう。が、残念なことにそんな機き微びを持ち合わせるには、五人は誰だれもが若すぎた。

　ジンはわざとらしく咳せき払ばらいをして、サンドラに問う。

「それで、サンドラ。事件を追うっていうのは？　其そ処この二人と関係があるの？」

「うん。でもまず、二人の事をきちんと自己紹しよう介かいしてもらった方がいい」

　そう言って目配せするサンドラ。

　リンと殿でん下かは共に頷うなずき、

「私たちは行商コミュニティに所属しているリン、そして殿下です」

「こんな場合、所属するコミュニティも名乗り上げるべきなんだろうが………すまない。コミュニティの掟おきてで、自分からは教えられないことになっている」

「というと？」

「えーとね。実は此こ処こだけの話、結構ヤバイ品を扱あつかってるんだよね。だから私達は、コミュニティの名を知っている人しかお客さんとして扱わない習わしなんだ。だからジン君が私たちのことを知りたかったら、自力でコミュニティの名前を摑つかんで欲しいな」

　なるほど、と感心するジン。

　同時にペストも感心していた。

（なるほど。そういうことにしておけば、自分のコミュニティ名を無理に名乗らなくて済む。〝殿下〟という愛あい称しようも、名前を摑ませないカモフラージュだと誤認させられるわ）

　中々に上手うまい手段である。

　二人の目的はまだ見えないが、これもカモフラージュの一いつ環かんなのかもしれない。

「サンドラちゃんと出会ったのは二年前かな。多分、後こう継けい者しや争いで内ない紛ふんが起きていた頃。〝サラマンドラ〟が五桁けたに転落したのもその頃だったんじゃない？」

「そうだな。第一後継者のサラが出しゆつ奔ぽんしたせいで、一番荒あれていた時期だ。俺たちのコミュニティは傭よう兵へい稼か業ぎようもやっているからな。その時に駆り出されたのが俺たちだ」

　えっ、とジンが声を漏らす。それもそうだろう。

　目の前の二人はどう見ても十代前半だ。ジンと同じ年ねん齢れいだと仮定すると十一歳。そこから更さらに二年前の内紛に参加していたということは、当時九歳だった計算になる。

「二人とも、そんな年とし頃ごろからゲームに参加していたの？」

「そうだけど………別に珍めずらしくなくない？　箱庭ではギフトゲームに参加しないと生きていけないんだし」

「業ごう腹はらだが、戦わずに生きていくことのほうが難しいしな。そもそも、市街で行われるギフトゲームは代理戦争の色が強い。経済戦争であり、物流戦争であり、宗教戦争でもある。ギフトゲームの戦力として認められたものは、年齢に関係なく組織に貢こう献けんするべきだ」

　サラサラと己おのれの意見を告げる二人。ジンも二人の意見と境きよう遇ぐうを汲くみ取るように頷き、

「もしかして二人とも、それより以前からゲームに？」

「ううん。ゲームに参加したのは二年前が最初」

「………そっか。よかった」

「「？」」

　リンと殿下は顔を見合わせて小首を傾かしげる。

　しかしジンはその仕草を無視して、最初の話に戻もどす。

「それじゃあ二人が此処にいるのは、サンドラに雇やとわれて？」

「そういうこと。事件の概がい要ようは………サンドラちゃんから聞いた方が早いかな？」

「うん」

　リンの目配せを受けて、サンドラが頷く。

「〝煌焰の都〟では今、子供の失しつ踪そう事件が相次いで起こっている」

「失踪事件？」

　意外の意味を込めて、オウム返しに唱え直す。仮にも〝階層支配者フロアマスター〟であるサンドラが単身で動くには随ずい分ぶんと小さな事件だ。ましてや北側で失踪事件など珍しくもなんともない。

　そんなジンの意図を汲み取ったのだろう。

　サンドラは首を横に振ふって説明し続ける。

「言いたいことは分かる。これは十中八九、鬼種か悪あく魔まが起こしている事件………一種の〝神かみ隠かくし〟だと思う」

「なら、専門の機関に任せるべきだ。〝サラマンドラ〟にもあるはずだよね？」

「勿もち論ろん。彼らはエキスパート。並の事件なら易やす々やすと解決できる。………けど、今回のコレは別。〝神隠し〟のルールを、彼らは認にん知ちできていない」

　遠回しな表現にますます首を傾げる───が、ルールという言葉でハッと息を吞のむ。

〝ルール〟があるということは〝ゲーム〟があるということ。

〝階層支配者〟が動く必要のあるゲームと言えば一つしかない。

「まさか………魔王が絡からんでいる〝神隠し〟だと？」

「うん。確証は少ないけど、早くに対処しておくに越こしたことはないから」

　確かに、と頷く。魔王が関かかわっている可能性があるなら見過ごせない。取り分け魔王が関わる〝神隠し〟は強力な呪のろいや強制力を持つものが多い。

　以前ペストが開かい催さいした〝The PIED PIPER of HAMELIN〟も〝神隠し〟の伝承を模したゲームの一つだった。ジンはペストに視線を移して問いかける。

「ペスト。〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟も〝神隠し〟が題材のゲームだったけど、何か思い当たることはないかな？」

　むっとペストが顔を顰しかめる。

　少し考えた素そ振ぶりをみせ、サンドラに問いなおす。

「………〝契約書類ギアスロール〟は発見されていないの？」

「ない。代わりに文のようなものが現場に残されてた」

「文？　何が書かれていたの」

　問うとサンドラは、現場に残されていた例の三つの文字を空中に炎ほのおで書く。

　───遊ゆう手しゆ好こう閑かん。

　───虚きよ度ど光こう陰いん。

　───一いち事じ無む成せい。

　サッと読み通すペストだが、意味が分からないこともあり微び妙みような顔で首を傾げる。

「………ジン。どういう意味なの？」

「ええと、総そう括かつしたら───〝日々を怠たい惰だに過ごし、何を成す事もない〟って意味かな。三つとも。手て掛がかりはこれだけ？」

「ううん、もう一つ。現場の壁かべにでっかく〝混〟の文字が書かれてた」

　リンは思い出したように黒くろ髪かみを搔かき上げ、付け加える。

「この〝混〟の文字がネックなんだけどね。実は〝階層支配者〟の召しよう集しゆう会に、似た様なものが挑ちよう戦せん状として届いてるらしいの」

「挑戦状？」

「うん。随分と口くち汚ぎたない内容だったから要約するけど、〝階層支配者〟を襲おそうといった文面だったらしいよ」

　そっと眉まゆを顰ひそめるジン。

〝階層支配者〟を狙ねらうその不ふ遜そんさは、確かに魔ま王おうの存在を彷ほう彿ふつとさせる。

「なるほど………魔王からの襲しゆう撃げき予告かもしれない、という訳か」

「〝階層支配者〟をわざわざ襲うなんて考えるのは魔王ぐらいだものね」

　ジンは腕うでを組み、二人は情報を嚙かみ砕くだくように頷く。

「ええと、分っていることをまとめようか。

　一つ、子供が失踪する事件が相次いでいる。

　二つ、現場には〝遊手好閑〟〝虚度光陰〟〝一事無成〟と書かれた文が置いてあった。

　三つ、同じく現場の壁には〝混〟と書かれた謎なぞのメッセージ。

　四つ、〝階層支配者〟を襲撃する予告上にも、〝混〟の文字が書かれていた。

　───これで全部？」

　うん、と頷くサンドラ。

　隣となりに座っていたペストは此処に来て、嫌いやな予感に駆かられていた。理由は言うまでもない。前回の魔王襲しゆう撃げきを企くわだてた張本人が、彼女の眼前で悠ゆう々ゆうと湯船に浸つかっているからだ。

　この事件の仕し掛かけ人も十中八九、この二人が首しゆ謀ぼう者しやであるに違ちがいない。

（………本当、どういうつもりなんだか）

　横目でリンと殿下を見み詰つめる。二人は何をするわけでもなく湯船に浸かって成り行きを見定めていた。それが実力差から生まれる余よ裕ゆうなのは確かだ。

　問題は、余裕を見せていてもなお隙すきが一いつ瞬しゆんも生まれないことである。

　逃げるにせよ戦うにせよ、最初の一手が勝敗を別わかつだろう。しかしこの二人には付け込めるだけの隙が一いつ切さいないのだ。

（………ま、運が良ければ化け物ウサギやヘンテコ男と街で出くわすこともあるでしょ）

　ペストは湯船に身を沈め、状じよう況きようを達観する。

　つまり匙さじを投げた。

　両手で水みず鉄てつ砲ぽうを組み、ジンの顔面にお湯をかけながら、サンドラに横目で問う。

「そもそも、その襲撃予告は本当に魔王なの？　前回みたいな各個撃げき破はを狙うならともかく、〝階層支配者〟が一いつ斉せいに集つどう召集会よ？　本当は、他ほかに目的があるんじゃない？」

「他の目的？」

「そう。例えばこの〝煌焰の都〟には貴重な恩恵ギフトや工こう房ぼう、それらを展示する〝星海の石せき碑ひ〟があるわ。階層支配者を襲うと見せかけて、本当はそっちが目的なんじゃない？」

　ペストの提案も一理あると思ったのか、サンドラもしばし黙だまり込む。

「襲撃予告が囮おとりで、他に目的がある………？　でも、そこまでする貴重品なんて」

「あるよ、一つだけ」

　ふっと三人の視線がリンに集中する。

　ずっと沈ちん黙もくを守ってきたリンは、胸に手を当てて可か憐れんに笑い、

「〝煌焰の都〟には、二百年前に封ふう印いんされた魔王が眠ねむっている。それもただの魔王じゃない。〝箱庭の貴族〟の都を僅わずか一刻で滅ほろぼした、護法十二天にさえ匹ひつ敵てきする魔王が」

　可憐なその笑え顔がおには似付かない言葉に、ジンとペストは思わず息を吞んだ。

「〝箱庭の貴族〟を滅ぼしたってことは………まさか、黒ウサギの故郷を!?」

「それに護法十二天って、最強の武神衆でしょ？　それに匹敵する大魔王がこの都市に眠ってるなんて、にわかには信じがたいけど………」

　二人は告げながら、サンドラに視線を移す。

　サンドラは気まずい表情で小さく頷うなずいた。

「じ、実は私も、〝階層支配者〟に就任して初めて聞いた。でも、父上様が最高機密だから誰だれにも話すなって………なのにリンは、どうして知ってる？」

「業界の噂うわさ話ばなしだよ。人の口に戸は立てられぬっていうでしょ？　これはそういう噂。信しん憑ぴよう性せいも低いしね。十二天クラスの魔王なんて、それもう絶対に最強種だもの。そんなのが大都市に封印してあるなんて誰も信じないよ」

　そうでしょ？　と笑顔で受け流す。

　サンドラはそれでも不安そうな顔だったが、ふと真しん剣けんな顔で思考し、

「………確かに、問題ないかな。開かい封ふうの鍵かぎは、三年前に無くなっているし」

「鍵？」

「ううん、何でもない。───それより、今の話は他言無用で。その噂話には支配者の権限で箝かん口こう令れいを出す。決して口外しないこと。話したら相応の罰ばつ則そくがあるものと思って。特にジンと殿でん下かは、コミュニティの代表として気を付けておいて」

　二人は同時に頷く。殿下が魔王連盟の者だと知るペストは複雑な気分だったが、口に出すことも無く、無言でジンにバシャバシャと水鉄砲をかける。

　ずっと気にしなかったジンだったが、流石さすがにペストの手を押さえて止めた。

「ペスト。それ、楽しい？」

「ジンが困った顔をするのは楽しいわ」

「だと思ってた」

　はぁ、とため息を吐つく口に、ドピュッとぶっかけるペスト。

　………どうやら本気で楽しんでいるらしい。本人は気が付いていないが、水鉄砲をかける度たびに口元をニヤけさせている。

　ジンは咳せき込みながら立ち上がり、話を総括した。

「とにかく、事情は分かった。僕らだけで一度〝神隠し〟の捜そう索さくをして、それで何もわからなければ〝サラマンドラ〟の憲兵隊と協力する。それでいいね？」

「捜索って、当てはあるの？」

「うん。あ、でも、もしかしたら間ま違ちがっているかもしれないから、絶対的に正しいかといわれると困るけど………」

　何かに思い至るような素振りを見せながらも、自信がないように口を閉とざす。その素振りを見た殿下が、咎とがめるような声を上げた。

「ジン。その態度は感心できない。それでは余計に周囲が困こん惑わくする。コミュニティの長おさならはっきりと意思を口にするべきだ」

　金の瞳ひとみが、ジンの態度を糾きゆう弾だんするように光る。それは同じコミュニティの長である者だけが口にできるものだ。

　ジンは反省したように頰ほおを叩たたき、湯船から全員に退出を促うながす。

「一度外に出て、現場を確認して回ろう。それから明日、蛟こう劉りゆうさんに面会を願い出る」

「蛟劉………蛟魔王に？」

　ペストが不思議そうに問う。

　ジンはまだ確信には至らない様子で再度口を閉ざしかけたが、先ほどの殿下の言葉を思い出し、胸を張って言い切った。

「敵の狙いは〝階層支配者〟ではなく───支配者代行となった、蛟劉さんだと思う」

「………なっ、」

「遊手好閑、虚度光陰、一事無成。これらには中ちゆう華か系の言葉で、〝日々を怠惰に過ごし、何を成す事もない〟という意味がある。これが術に関係ない犯人からのメッセージだとすれば、該がい当とうする支配者は〝枯かれ木の流木〟と揶や揄ゆされた蛟劉さんしかいない。その彼が支配者代行を引き受けたことに物申すのが、このメッセージなんじゃないかな？」

「た、確かに。辻つじ褄つまが合うかも………！」

「おおー凄すごい凄い！　ジン君はゲームメイカーの素質があるね」

　サンドラとリンは表情を明るくして両手を叩く。

　しかし隣に座るペストは、怪け訝げんそうにリンの様子を窺うかがった。この一件が彼女たちの仕組んだことならば、ジンの推論は障害にしかならないはずなのだ。

（もしかして、何かミスリードに引っかかっているんじゃ………？）

　リンは魔王連盟のゲームメイカーを任されている一人だ。その彼女が己おのれの意にそぐわないゲームメイクをするとは思えない。何か裏があると考えるほうが正しい。

　しかしペストの不安も虚むなしく、ジンは湯船から上がって方針を決めた。

「蛟劉さんが〝煌焰の都〟を訪おとずれるのは早くても明日の朝。それまでに他の現場を回ってみよう。サンドラは何ど処こが現場か知ってる？」

　当然だとサンドラも立ち上がり、現場のある方角を指さす。

「最初の〝神隠し〟は〝星海の石碑〟───〝造物主の決けつ闘とう〟が開かれる地区だ」




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟錬れん成せい工こう房ぼう街・第八八番工房。

　ドアを蹴けり破って出てきた男───ルイオスは、鬼き気き迫せまる形相で飛鳥あすかと黒ウサギを睨にらみ、

「〝名無し〟共め………！　よくも僕の前に顔を出」




「裏口の扉とびらを蹴り破ってんじゃねええええええええええええ───!!!」




　激げき怒どしたジャックに殴なぐり飛ばされた。頭ず蓋がい骨こつの二倍超ちようはありそうな拳こぶしが側頭部にクリティカルヒットし、ルイオスは三回転半しながら壁に捻ねじ込まれたのだ。

　ジャックはカボチャ頭を真っ赤に紅潮させ、空くう洞どうの瞳を尖とがらせて怒ど鳴なる。

「全く、君という人は………此こ処こが借家だと何度言えば分かるんですかッ！　壊こわした扉や壁の穴の修理代は我々が払はらうのですよッ！」

「お、お待ちくださいジャック殿どの！　壁に穴を開けたのは貴方あなたですぞ！」

　必死に止めにかかる〝ペルセウス〟の同士たち。黒ウサギと飛鳥もそっと同意した。

〝ペルセウス〟の首領───ルイオスは工房の壁から引き抜ぬかれ、唇くちびると鼻から血を流して怒鳴り返す。

「痛つうぅッ………ふッざけんなよ、このドテカボチャ頭………!!!　いい加減にしないとその空っぽの頭ず蓋がいをぶち砕くぞッ!!!」

「そう言って幾いく度ど返り討うちにあったのか覚えてますか？　両手の指では足りませんよ？　───あと、私はドテカボチャではありません。もう一度そう呼んだら、その頭蓋を柘榴ざくろの如ごとくブッコロリーするぞと忠告しましたよね？」

「上等だ、この腐ふ乱らん式ドテカボチャッ!!!」

「誰が発はつ酵こうカボチャだゴラァッ!!!」

「お、おやめくださいルイオス様！　ジャック殿どの！」

　二人の仲ちゆう裁さいに入る〝ペルセウス〟の同士たち。その彼らも今は騎き士し甲かつ冑ちゆうを着ておらず、手て拭ぬぐいに厚手の手て袋ぶくろを装着している。まるで精鉄を行う鍛冶かじ師のような姿だ。

　黒ウサギと飛鳥は首を傾かしげあい、そっと挙手をして問う。

「ま、まあまあ。お二人とも落ち着いてください」

「そうよジャック。程度の低い人間に付き合って、貴方まで口くち汚ぎたなくなる必要はないわ」

「オイ、外野がサックリと僕を貶おとしめてんじゃねえよ！　そもそもどうして、名無し風ふ情ぜいが神しん珍ちん鉄てつや金剛鉄アダマンテイウムなんて霊れい格かくの高い金属を所持している!?　どう考えても宝の持ち腐ぐされじゃないかッ!!　ディーンもどうせ、使いこなせずに壊してしまったんだろ!?」

「なッ………なんですって………!!!」

　飛鳥の闘とう志しに火が付く。自分でも自覚していることを、まさかこんな男に言われるとは思ってもみなかったのだろう。蟀谷こめかみに青筋を立てた飛鳥は腰こしに手を当て、

「い、いいでしょうッ！　この喧けん嘩か、私が買ったわ!!」

「ちょ、ちょっと飛鳥さん!?」

「よし、飛鳥嬢じように売った!!!　頭蓋骨ごと柘榴の様にブッコロリーですヨッ!!!」

「ジャ、ジャックさんまで!?」

「はぁあああああああ!??　名無しごときが僕の喧嘩を買うだと!!?　頭ずが高いよ高すぎるよ調子乗って落下して自じ滅めつするくらい惨みじめで陳ちん腐ぷで愚おろかで馬ば鹿か馬ば鹿かしいよこの糞くそ女がッ!!!───だが買ったッ!!!　まとめて相手をしてやるから表に出やがれこの三下共───!!!




「って、とにかく全員落ち着くのですよおおおおおおお───!!!」




　轟ごうと鳴り響ひびく、落らく雷らいと黒ウサギの叫さけび。

　借家である第八八番工房の窓は激しい稲いな光びかりと共に砕くだけ散り、その衝しよう撃げきでキャンドルランプの硝子ガラスも二次、三次災害の如く砕け散るのだった。




　　　　＊




「うう………半はん壊かいしていた〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟が、本格的にご臨終なのですよ」

　シクシクとウサ耳を萎しおれさせて項うな垂だれる黒ウサギ。

〝アンダーウッド〟での戦いが終わった時に回収した〝疑似神格・金剛杵〟だが、本体の放つ熱量と雷らい撃げきに耐たえられずに半壊状態で発見された。

　帝たい釈しやく天てんより授さずかった神格を解放し〝軍神槍・金剛杵ヴアジユラ〟として使ったため、その出力に武具が耐えられずに崩ほう壊かいしてしまったのだ。

　ジャックは大人げなかったと少し恥はじ入り、黒ウサギの肩かたをそっと叩く。

「も、申し訳ありません。元気を出してください、黒ウサギ殿。お時間さえいただければ、私が修理しておきますから」

「ほ、本当ですか!?」

「ええ。同盟お友達価格でお引き受けしますヨ♪」

　パァッと表情を明るくし、ウサ耳をパタパタと揺ゆらす黒ウサギ。

　しかしその背後では剣けん吞のんな空気に包まれた二人が仇かたきを見るかのような視線をぶつけ合っていた。黒ウサギの力ずくの仲裁もあって今は大人しくしているが、共に態度を硬こう化かさせて引かない様子だ。同盟の話をする雰ふん囲い気きではない。

　飛鳥は溜ため息いき交じりに後うしろ髪がみを搔かきあげ、吐き捨てるように告げた。

「………信じられない。まさか〝ペルセウス〟が最後の同盟相手だなんて」

「それはこっちのセリフだ。よりにもよって〝名無し〟風情と同盟だって？　ハッ、冗じよう談だんじゃないよ。野や盗とうやゴロツキと手を組んだほうがまだ建設的だね」

「あらあらあら、そんな〝ノーネーム〟ごときに完かん膚ぷなきまでに敗北し、その挙句に〝サウザンドアイズ〟を追放されて、遂ついには六桁けたまで落ち延びた〝ペルセウス〟ごとき様は、一体どんな御ご身み分ぶんなのかしら？」

「ッ、いい加減にしろよお前………!!」

　火花を散らして敵意をぶつけ合う二人。しかし流石に不毛だと思ったのだろう。意外にも、先に口論を諦あきらめたのは飛鳥のほうだった。

　小さくため息を吐いた飛鳥はふっと黒ウサギに視線を送り、

「黒ウサギ。貴女あなたは構わないの？」
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「へ？」

「この同盟についてよ。この男の無礼の数々や、レティシアを売り飛ばそうとしたこと。その事について憤いきどおりはないの？」

　飛鳥の言げん及きゆうに一いつ瞬しゆん、言葉を詰つまらせる黒ウサギ。かつて受けた屈くつ辱じよく的な暴言の数々を指したものだろう。それらを顧かえりみれば、この同盟は絶対にありえない。

　しかし黒ウサギは一考した後、ルイオスに視線を戻もどして問う。

「黒ウサギとしても、この同盟には思うところがあるのですが………先ほど、気になることを言っていましたので。そう易やす々やすと無下にすることもないかなと思うのです」

　むっと眉まゆを寄せる飛鳥。それについては彼女も気になっていた。

　ルイオスは先ほど〝ディーンを修理したのは自分だ〟と叫んでいたのだ。それが本当なら………同盟は認められずとも、話を聞くぐらいは礼れい儀ぎかもしれない。

「まあ、他ほかならぬ黒ウサギがそう言うのなら構わないけど。そこの所はどうなのかしら？　本当に貴方がディーンを直したの？」

「………フン。それぐらい楽勝だ。〝ペルセウス〟には〝オリュンポス十二神〟が一柱、〝鍛冶神・へパイストス〟の神格が授けられているからね。恩恵付与ギフトエンチヤントや霊石類の錬れん成せいは、僕らの十八番おはこってわけさ」

　ニヤニヤと軽けい薄はくな笑えみを浮うかべて自じ慢まんするルイオス。その態度は無む性しように鼻に付くが、聞き流すことが出来ないくらいには重要だった。

　黒ウサギはしばし腕うでを組んで考え、納なつ得とくしたように溜息を吐ついた。

「………翼つばさを持つ商業神ヘルメスの具足に、不可視になる冥界神ハデスの兜かぶと、そしてゴーゴンの首を付ふ与よした女神アテナの楯たてに、神しん霊れい殺しの鎌かま───いえ、今は星霊殺しの鎌でしたか。前のゲームで〝楯〟だけ使わなかったのは、鍛冶神ヘパイストスに捧ささげたからだったのですね」

　───〝鍛冶神・ヘパイストス〟とは、ギリシャ神群における数々の武具を創造した、灼しやく熱ねつと錬れん鉄てつの神霊である。

〝ゼウスの雷らい霆てい〟や〝自立式三脚器オートトライパード〟といった数々の神器をその手で造り出した功績を持つというギリシャ神話群の伝承を陰かげから支える神霊である。

　しかし同席している飛鳥は全く意味が分からず、小首を傾げて問い直した。

「ええと、つまりどういうことなの？」

「伝承では〝ペルセウス〟がゴーゴン退治に授かった武具は〝兜〟〝具足〟〝楯〟〝鎌〟の四つの武具でした。しかし〝楯〟は女神に返上して失われており………伝承ではその際、ゴーゴンの首と〝楯〟を融ゆう合ごうさせて返上したのです。これが〝ペルセウス座〟の楯の位置───〝アルゴールの魔ま王おう〟の正体です。ゴーゴンの首を楯に付与エンチヤントした術式を組んだのがきっと、鍛冶神ヘパイストスだったのでしょう」

　流りゆう暢ちように〝ペルセウス〟の伝承を告げる黒ウサギ。

　その隣となりで自慢げに笑うルイオス。

　しかし飛鳥は全く理解できないまま小首を傾げ、

「───……???　え、えっと？　つまり、ボンボン坊ぼつちゃんの先祖は偉い人じんということ？」

「ＹＥＳ！　ご先祖様は凄すごいです！」

「ヤホホ！　ご先祖様は本当に凄いですよ！」

「よおおおおし、表に出ろッ!!!　そして裏音声ココロノコエをハッキリ言ってみろッ!!!　今度こそ僕とアルゴールが、」




「「「ボンボンマジ下げ種す坊ちゃん」」」




「アルゴオオオオオオオオオォォォォォッル!!!」

「ルイオス様、おやめください!!!　街中で星せい霊れい召しよう喚かんなんて洒落しやれになりませんから!!」

　作業服姿の騎き士したちが数人がかりでルイオスを押さえつける。

　飛鳥はその隙すきにペルセウスの伝承をかみ砕いて吞のみ込む。

「端たん的てきに言うと、ゴーゴン退治の褒ほう美びの一つに鍛冶神の神格があったということね？」

「ＹＥＳ！　恐おそらくは神格そのものではなく、恩恵付与に特化した神格具でも与あたえられたのでしょう。それがあれば、神珍鉄や金剛鉄の精鉄も可能かも知れません」

「───フフン、当然だね！　この僕の手にかかればあの程度のことなんて造作も、」

「ルイオス様、見み栄えを張らないでください。ジャック殿が居なければ、何ど処こから手を付ければいいか分からなかったではないですか」

　諌いさめるように側近の男が告げる。

　ルイオスは怒ど気きを込めて睨にらんだが、手は出さずに舌打ちするだけにとどまった。前ぜん途と多難な同盟相手に溜息を漏もらす黒ウサギだったが、ふと気になったようにジャックへ問う。

「一つ気になったのですが………〝ウィル・オ・ウィスプ〟と〝ペルセウス〟は、どのようなご関係なのですか？　失礼ですけど、友好的には見えないのですよ」

「ヤホホ………まあ、ちょっとした貸し借りのある間あいだ柄がらというやつですよ。以前にお話ししたかもしれませんが、我々〝ウィル・オ・ウィスプ〟は〝マクスウェルの魔王〟に幾度か襲しゆう撃げきを受けていまして」

「ＹＥＳ、それは聞きました。五桁でも最上位の魔王と───」

「いえ、それはもう以前までの話です」

　へ？　と間の抜ぬけた声を上げてウサ耳を傾かしげる。

　ジャックは緊きん張ちようを帯びた声で告げた。

「彼奴きやつはもう、五桁ではありません。我々が〝アンダーウッド〟に行っている間に───〝マクスウェルの魔王〟は、四桁にまで上のぼり詰めたという噂うわさです」

「よ、四桁ですか!?」

　声を荒あらげて驚おどろく黒ウサギ。隣の飛鳥もスっと瞳ひとみを細めて真しん剣けんな色を瞳に浮かべる。

　箱庭では一いつ般ぱん的に、七桁・六桁を下層、五桁を中層、四桁・三桁・二桁・一桁を上層と呼ぶ。五桁は中層と位置付けられているが、上層との力の差は天と地ほどの隔かく絶ぜつがあるのが通説だ。五桁最上位の魔王とはいえ易々と四桁に昇しよう格かく出来るはずなどない。

〝階層支配者フロアマスター〟の様に最強種の後ろ盾だてがあるならまだしも、単身昇格は稀け有うな例なのだ。

　黒ウサギはウサ耳を傾かたむけながら、

「しかし四桁、ですか。単身でそのクラスにもなると最強種にも引けを取らないのですが………〝階層支配者〟でもないものが四桁に昇格するとなると、よほど大きな功績を上げたのでしょうか。それともあるいは───」

　───〝歴史の転換期パラダイムシフト〟を引き起こすほど重要な霊格そんざいとなったのか。そう口にしようとして、黒ウサギは口を噤つぐんだ。流石さすがにそれは現実離ばなれしすぎている。

　これは推測にすぎないが、〝マクスウェルの魔王〟とは恐らく物理学・熱力学の思考実験で生み出された悪あく魔ま───〝マクスウェルの悪魔〟が正式名めい称しようのはずだ。

　この架か空くうの悪魔が生み出されたのは一八六〇年代。一九世紀のことである。

　しかし上層に食い込むほど大きな〝歴史の転換期〟が起きるのは一七世紀前後までが最盛期だというのが箱庭内での通説だ。

　以降の歴史、特に一九世紀以後は様々な可能性が多た岐きにわたって分ぶん割かつし、可能性が収束されにくくなる。二〇〇〇年代にもなれば、神霊や悪魔が生まれる収束点はほぼ皆かい無むといっていい。あっても都市伝説の規模だろう。数多あまたの恩恵ギフトと霊格が与えられる〝歴史の転換期〟は、既すでに強力な神群が信しん仰こうという根を張って独どく占せんしているのが今の世情である。

　───此こ処こに、一例を挙げよう。

〝ペルセウス〟は、紀元前に記されたギリシャ神話群に記述された騎士だ。その〝ペルセウス〟の霊格そんざいが劣れつ化かした場合、ギリシャ神話群が後の年代記に与える影えい響きようが激減する可能性がある。最悪の場合は消しよう滅めつもあり得るだろう。

　しかしギリシャ神話群が後の世に与える影響は哲てつ学がく・宗派・国政といった規模の大きい〝歴史の転換期〟の楔くさびとなっている為ため、彼らは実話・寓ぐう話わの有う無むを問わずに何らかの形であらゆる時間軸じく線上に浮ふ上じようしてくる。

　故ゆえに、信仰で神霊となった者は生半可な方法で命を奪うばうことが出来ない。神霊が星の年代記である以上、その霊格は年代記を保持しようとする強制力で復活するからだ。

　神霊を殺すには年代記に沿った倒し方を用意するか───或あるいは、人類史を一いち撃げきで破は壊かいし尽つくす大規模な超ちよう破壊能力かの二通りしかない。




　星霊が質量・空間の霊格を司つかさどる最強種ならば。

　神霊は時代・概がい念ねんの霊格を支配する最強種なのだ。




（まあ、中には西遊記のように箱庭の外に流出した文ぶん献けんもありますが。〝歴史の転換期〟を利用して巨きよ大だいな霊格を手に入れようとするなら、神群の座を奪い取るぐらいしか方法がありません。黒死病ペストのようなイレギュラーがそう幾いくつも転がっているはずもなく───）

「黒ウサギ殿どの。貴女が何を想像されているかは分かりますが、彼奴は常識の物差しでは測れない悪魔ですヨ」

「と言いますと？」

　思考を止めてウサ耳を傾ける。

　ジャックは空くう洞どうの瞳に沈ちん鬱うつな色を浮かべ、

「これは信じがたい事実ですが………〝マクスウェルの魔王〟は、二一二〇年代以後に〝歴史の転換期〟を引き起こしたらしいのです」

「に、二一二〇年代でございますか!?」

　今度こそ黒ウサギはウサ耳を跳はねさせて驚いた。

「ちょ、ちょっとお待ちを！　そんな収束点は聞いたことが無いのですよ!?　それほど長ちよう寿じゆな年代記なら、文明レベルは神代に匹ひつ敵てきしているはず！　そんな時代に平行世界が収束するような事象、あるはずがありません！　あるとしても人類の次の世代しか、」

「いえ、あるのですよそれが。私自身、彼奴の揮ふるう力を見るまで半信半疑でしたが………見てしまえば納得するしかない。あれは最も早はや、最強種と比べても遜そん色しよくない魔王です」

　カボチャの空洞に焦しよう燥そうの色を浮かべるジャック。そこに偽いつわりは感じられない。

　彼の実力を知る飛鳥も、緊張を帯びた表情で溜ため息いきを吐いた。

「………そう。それで〝ペルセウス〟と行動を共にしているわけね。彼は未熟なボンボン坊ちゃんだけど、星霊を従える力は持っているから」

「おい、誰だれが未熟者だ」

「その通りです」

「否定しろよ！　同盟関係だよね僕ら!?」

　飛鳥とジャックは共に頷うなずき合う。ルイオスが叫さけんでいた気がしたが、あえて無視した。

　───〝ペルセウス〟は星霊・アルゴールを使し役えきさせている。

　一度は十六夜が打ち破ったものの、その力は絶大の一言に尽きる存在だ。その力を借りることが出来るのなら、多少の不満を吞み込むのも吝やぶさかではない。

「………そうね。そういう事情があるなら同盟を考えてあげてもいいわ」

「本当ですか飛鳥嬢じよう？」

「ええ。───但ただし、」

　瞬しゆん間かん、飛鳥は燃えるような怒いかりを瞳に宿し。

「〝ペルセウス〟の首領が、〝ノーネーム〟に対する過去の非礼を詫わびるのなら、ね」

「は、はぁ!?　何で僕がそんなことをする必要があるのさ!?」

「ならこの話は此処でおしまい。私たちは他ほかの同盟コミュニティを探すわ」

　さようならー、と手を振ふる飛鳥。ルイオスは途と端たんに押し黙だまる。

　その様子を見て、飛鳥は確信したように内心でほくそ笑んだ。

（やっぱり。何か裏があるようね）

　ルイオスという男の性格から考えて、無む償しようの同盟というのはまずありえない。

〝マクスウェルの魔ま王おう〟が四桁けたの魔王だというのならなおさらだ。そのリスクに見合うだけの報ほう酬しゆうが無ければ引き受けるはずがない。

　それに飛鳥から見た両コミュニティの関係は、ジャックのほうがルイオスの手た綱づなを握にぎっているように窺うかがえる。〝ペルセウス〟にはよほど大きな見返りがあるのだろう。

　飛鳥はそこに付け込み、より高圧的に告げる。

「さ、どうするのかしら？　〝ノーネーム〟に対する非礼………まずはそうね。黒ウサギとレティシアに頭を下げるところからお願いしようかしら」

　優ゆう雅がな仕草で髪かみを搔かきあげ、ルイオスを挑ちよう発はつする。彼女の知るルイオスならとっくに激げき怒どして席を立っていただろう。

　しかし意外にもルイオスは己おのれの怒りを抑おさえ、声を震ふるわせながら、

「………い、いいさ。吞んでやるよその条件」

「あら意外。コミュニティが没ぼつ落らくして少しは殊しゆ勝しようになったみたいね。なら早さつ速そく───」

「だが、僕からも条件を出させてもらおうか！」

　挑いどむようなルイオスの勢いに、飛鳥も姿勢を正して構える。

「随ずい分ぶんと強気ね。そう言える立場なの？」

「ああ、こればっかりは言わせてもらうね！　同盟は利害が一いつ致ちしないとする意味がない！　〝名無し〟なんかと同盟を組む実力があるのか試ためさせてもらわないと、話にならないだろう!?」

　ルイオスは怒りをそのまま吐はき出すように捲まくし立てて席を立ち、ディーンを指さす。

「───ディーンを含ふくめた三つの兵装。それを使って、〝造物主の決けつ闘とう〟で優勝して来い。もしもそれが出来なければ───その三つは、全すべて僕が貰もらい受けるッ!!!」







　幕間







　───箱庭二一〇五三八〇外門・〝境界門アストラルゲート〟前の広場。

　琥こ珀はく色いろの起動光を放ち〝境界門〟が開門する。

　外門に与あたえられたこの恩恵ギフトは、広大な土地を持つ箱庭の都市で唯ゆい一いつ無二の移動手段だ。それ故に〝地域支配者レギオンマスター〟と〝階層支配者フロアマスター〟がそれぞれ守護に付いている。

　東の〝階層支配者〟代行である蛟こう劉りゆうも、その日は〝境界門〟の起動が安全に行われているかを確かく認にんしに来ていた。

　蛟劉は御お供ともの女性店員を連れながら、疲つかれた様に肩かたを落とす。

「よ、ようやくこの外門で最後かい。一週間で五〇〇〇か所も見回るとか、ハード過ぎるんとちゃう？」

「何を仰おつしやいます蛟劉様！　白しろ夜や叉しや様が退いたことで、今まで息を潜ひそめていた悪あつ鬼き羅ら刹せつが一いつ斉せいに活動を活発化させているのです！　現にこの一週間だけでも、どれだけの悪漢や悪鬼どもを打だ倒とうして回ったことか───」

　蛟劉の愚ぐ痴ちに、クドクドと説教をする女性店員。確かに彼女が言うとおり、蛟劉が支配者に就任してからすぐに数々の事件が起きた。

　疫神に堕おちた〝韋駄天スカンダ〟の片かた腕うでを所持する盗とう賊ぞく団とか。

　地方の農村コミュニティに出しゆつ没ぼつした〝天てん然ねん痘とうの悪霊ヌグオ〟とか。

　果ては〝疱ほう瘡そうのカムイ〟が神格を得て襲おそいかかってくるとか。

　………何の因果かは知らないが、彼らは全て〝疫やく病びよう神がみ〟と呼ばれる神しん霊れいの一部である。神霊といっても〝韋駄天〟を除けば、民間神話クラスのさして力の無い神霊だ。その霊格は悪霊が神格を得た自然神といったところ。白しら雪ゆき姫ひめと同程度だろう。

〝覆海大聖海を覆いし者〟蛟こう魔ま王おうと恐おそれられた彼にとっては、なんということはない烏う合ごうの衆しゆうである。しかしこれだけ何度も襲しゆう撃げきが続くと、流石さすがに心的な疲れも溜たまってくる。

　蛟劉は髪を搔きあげながら、胡う散さん臭くさそうな笑えみでにっこりと笑い、

「とりあえず、今日の見回りは終わりってことで。僕はゆっくりお茶でも、」

「まだです。この後は〝境界門〟の使用料金の分配の資料を確認してもらい、問題が無ければ許可を出してください。それが終われば次は神しん殿でん建設の一件と、六桁けた昇しよう格かく申しん請せいの認可を出してもらいます。それが終われば次は昇格試練ゲームの製作に取り掛かかりますので」

「ちょ、ちょい待ち！　僕は明日から火か龍りゆうのところで召しよう集しゆう会やで!?　そんな激務をこなす時間なんか、」

「大だい丈じよう夫ぶです。今からノンストップワーキングです。自由時間と睡すい眠みん時間と食事時間を削けずれば、明日の朝にはゴール出来る予定です」

「うおおおい!?　そんな状態で召集会に出られるはずないやろ!!」

「御ご冗じよう談だんを。出られるか出られないかなど議論の余地はありません。嫌いやでも出ていただきます」

　キッと厳しい視線を向ける女性店員。彼女にとって蛟劉は主人の代行者だ。その彼が仕事を怠おこたれば、白夜叉の名めい誉よに傷がつくと思っているのだろう。

「それに、白夜叉様はこの程度の職務など毎日のように果たされておいででした。新しい支配者に替わったからといって職務を怠られては、〝サウザンドアイズ〟の名折れです」

　ぐぬ、と黙り込む蛟劉。それが彼の最大の誤算だった。

　遊び呆ほうけていると思われがちの白夜叉だが、彼女は〝階層支配者〟として任された仕事を全て完かん璧ぺきにこなしていたのだ。それでも時間が余ったから遊んでいただけなのである。

　蛟劉はますます以もつて言い返すことができず、くたびれた様に天を仰あおいだ。

「………どんだけ働き者やったんや、白夜王の奴やつ」

「少なくとも、貴方あなたよりは。まあ三か月もあれば仕事にも慣れるでしょう。なので三か月ペースで仕事量を増やしていきます」

「い、今より増やすんかい!?」

「ええ。今よりも増やします」

　笑みすら見せずに宣言する女性店員。蛟劉は肩を落としてドッと脱だつ力りよくした。

　───その後、二人は噴ふん水すい広場を通過して自由区画の街かい道どうに出た。数か月前の閑かん散さんとした空気は既すでになく、今では活気が満ち始めている。

　台頭してくる新コミュニティが現れるとその外門は噂うわさになる。〝ノーネーム〟が二体の魔王を倒たおしたことが近きん隣りんの地域にもいい影えい響きようとして現れ始めているのだろう。外門前の噴水広場は今や、様々な種族が行商に来て興業ゲームを行う場となっていた。

　二人は活気あふれる街並みを闊かつ歩ぽして眺ながめる。

　すると、向かいの街道に見慣れた金きん髪ぱつメイド───レティシアの姿が見えた。

　向こうも蛟劉の姿を確認したのか、静かに目礼して挨あい拶さつを交かわす。

「これはこれは、東の支配者代行殿どの。御ご無ぶ沙さ汰たしております」

「おいおい、何を他た人にん行ぎよう儀ぎな。古い知人にそんなこと言われたら堪たまらんで。普ふ段だん通りにしてええよ、レティシアちゃん」

「ふふ。ではそのように。───久しいな、蛟劉殿。挨拶に向かわねばならんと思っていたのだが、ずいぶん遅おくれてしまった」

「かまへんよ。それよりどうや、僕の〝瞳ひとみ〟は。今も台座に飾かざられてるのか？」

　何気なく、胡散臭い笑みで問いかける。

　レティシアの表情が途端に曇くもった。

「………すまない。蛟劉殿から頂いた〝瞳〟は───〝水すい珠じゆ〟は、もう我々の手に無い。三年前、魔王に奪うばわれてしまった」

　沈ちん鬱うつそうに謝るレティシア。

　───十六夜いざよいたちが箱庭に召しよう喚かんされる以前。水源の台座には〝龍の瞳〟を加工した水珠が納められていた。その水源に使われたのが、蛟劉の瞳だったのだ。

　事情を察した蛟劉は特に怒おこる素そ振ぶりも見せずに軽く肩を竦すくめ、

「うーん、やっぱりそうか。まあ奪われてしまったものは仕方ないな。もうコウメイ君と金糸雀カナリアちゃんにあげた物やし、気にせんでええよ」

「そう言っていただけると助かる。市場に流されてしまっている可能性もあるし、見つけ次し第だいすぐ御おん身みに返すつもりだ」

「いや、別にいらんよ？　返してもらったところで、今は別の瞳を使っとるしな」

　眼帯を親指で押さえ、肩を竦める。

　レティシアは虚きよを突つかれたように驚おどろき、そして納なつ得とくした。

「では………隻せき眼がんの痕あとに、新たな義眼を？」

「いや、コイツはちょっと訳ありでな。実は───」

「蛟劉様。そろそろ向かわないとお時間が」

　遮さえぎるように声を上げる女性店員。蛟劉は慌あわてて会話を区切り、最後にもう一つ問う。

「そ、そうや！　例の少年───十六夜君やお嬢じようちゃんたちは元気か？」

「ああ、今日も元気で過ごしているだろう。先に召集会に旅立っているから、今いま頃ごろは〝煌こう焰えんの都みやこ〟で遊びまわっているだろうさ」

　そう言って〝境界門〟のある方角へと去っていくレティシア。

　蛟劉はその背中を見送りながら、ふと剣けん吞のんな色を瞳に浮うかべる。

（そうか………あの子らも召集会に向かったのか）

　小さく呟つぶやき、晴天を仰ぐ。

　───〝アンダーウッド〟で採血した十六夜の血液を、蛟劉は〝ラプラスの悪あく魔ま〟に預けてその構成要素を確認するように依い頼らいしていた。
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　彼らは支配者としての活動は停止しているものの、それ以外の活動は今も行っている。全知の悪魔と呼び称しようされる彼らなら、十六夜の体液から何者かを推測することが出来ると見込んで依頼したのだ。その鑑かん定てい結果は、この召集会の時に渡わたすと伝達を受けている。

　もしも十六夜が〝斉天大聖天に斉しき者〟孫そん悟ご空くうと同じ、半星霊だというなら───

「………これは、早めに向かった方がよさそうかな？」

「は？」

「すまんけど、スケジュール調整してくれや。何とか今日中に召集会に出たい」

　はあ？　と素すっ頓とん狂きような声を上げる女性店員。

　しかし蛟劉が本気だと分かると、スケジュール帳と激しく睨にらみ合い、

「………のっぴきならぬ事情だというのなら、いいでしょう。奥の手を使えば可能です」

「ほんとか!?」

「ええ。ただし───」

　女性店員は口の端はしをヒクつかせ、

「───血を見る覚かく悟ごがおありでしたら、ですが」

「……………、」

　ホロリ、と瞳を潤うるませる隻眼の支配者。

　激務の予感をヒシヒシと感じながら、〝サウザンドアイズ〟の支店へ帰るのだった。







　第四章







　───箱庭五四五四五外門舞ぶ台たい区画・〝星海の石せき碑ひ〟展示回かい廊ろう入場口。

「───それで。本当はどういうつもりなの、リン」

「ふぇ？」

　カフェテラスの端はしっこで、小さい両頰ほおに黄こ金がね芋いものタルトを詰つめ込んでいたリンは、突とつ然ぜんの質問に手を止めた。真しん剣けんな話をしようとしたペストは、毒気を抜ぬかれた様に溜ため息いきを吐つく。

　ペストとリンの二人は今、ジンたちと二手に分かれていた。

　ジン、サンドラ、殿でん下かの三人は展示回廊の中の現場を確かく認にんしに行き、ペストとリンの二人は入り口で待機。

　しかしそれでは暇ひまだからと、〝サラマンドラ〟名物の黄金芋のタルトを食べていたのだ。何ど処こまでが本気なのか定さだかではないが、ペストはもう一度だけ気合を入れて問い直す。

「貴女あなたたちがこの街にきた目的は分かっているわ。なのにいつまでこの茶番を続けるの、と聞いているのよ」

「おお、それは面おも白しろい発言だね。ペストちゃんは私たちの目的が分かってるんだ？」

　驚いたなー意外だなー！　と微笑ほほえむリン。

　ワンテンポもツーテンポもずらしたようなしゃべり方だが、これはこの少女の会話術だ。はぐらかされない様にペストはもう一歩踏ふみ込んで問う。

「言っておくけど、この展示回廊には〝ノーネーム〟のメンバーが全員向かって来ているわ。その中の一人でも合流できれば、逃にげ切ることも不可能じゃない。そうなれば〝階層支配者〟の奇き襲しゆうも失敗。また追い返されるのがオチよ」

　悠ゆう々ゆうとした余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるペスト。

　───当然だが、彼女が口にしたのは偽情報ブラフだ。少しでもリンに揺ゆさぶりをかけようとしたものである。それが噓うそから出た真になっていることを、ペストはまだ知らない。

　リンはしばらく考えた素振りを見せてから、悪戯いたずらっぽく笑った。

「そうだね。そうなったら計画はここで終わりだ」

「そうでしょう？　なら今のうちに、」

「うん。ペストちゃんを殺すしかない」

　───ヒュゥ、と首筋を鋭するどいナイフが撫なでた。

　頸けい動どう脈みやくの薄うす皮かわをそっとなぞるような絶ぜつ妙みような力加減。

　警けい戒かいしていたペストが反応する事すら出来ない、刹せつ那なの抜ばつ刀とう。首筋を撫でたのがリンのナイフだと気が付いたのは、チクリとした痛みをペストが感じてからだった。

　その絶技に、ペストは蒼そう白はくになって表情を強こわ張ばらせる。

　リンは一いつ瞬しゆんだけ見せた殺気をケロリと消して、やはり悪戯っぽく笑った。

「なんて、冗じよう談だんだよ？　少し意地悪したくなっただけ。ペストちゃんは交こう渉しようとかに向いてないんだから無理しちゃ駄だ目めじゃない。ましてや情報的な切り札は見せびらかすものじゃなくて、最善の状じよう況きようを整えて切らないと。今みたいに見せびらかしても効果は薄うすいよ。………ま、偽情報なんだろうけどね」

「ッ………!!」

　此こ処こに来て、ペストの焦しよう燥そうは臨界点を迎むかえた。

　最悪の場合は周囲を巻き込んでの乱戦も覚悟していたが、とんでもない。それは下策のさらに下だ。誰だれよりも評価しているつもりが、この無む垢くな少女は更さらにその上にいる。

（………遥はるかに格上だわ。白兵戦も、舌ぜつ戦せんも………!!）

　袋ふくろ小こう路じだ。正に打つ手がない。殿でん下かが居ない今が唯ゆい一いつのチャンスのはずなのに、ペストは活路を見いだせずにいる。

　そんな緊きん張ちようしきっているペストに、リンは無防備に笑って首を横に振ふった。

「もう、少しは安心してよ。少なくとも今の私は、ペストちゃんやサンドラちゃん、それにジン君を殺すつもりはないし。むしろその逆だよ」

「………逆？」

　瞳を細め、不可解そうに小首を傾かしげる。

　リンは少しだけ真剣な色を瞳に浮かばせてニッコリと笑い、




「私はね。三人とも、コミュニティの人材として欲しいんだよ」




「は………はあ!?」

　素っ頓狂な声を上げて驚くペスト。いくらなんでも流石さすがにその発想はなかった。まさか敵の大将と側近がヘッドハンティングに動いていたなど、考え付くはずがない。

　しかしその反応を脈アリと誤解したリンは、ズイ！　と体を前に乗り出して鼻先三寸の距きよ離りまでペストに顔を近づける。

「待たい遇ぐうはもちろん応相談！　ペストちゃんの失敗は水に流すし、〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟とはまた別のギフトを渡すし！　ペストちゃんなら魔ま女じよ狩がりの年代記にも合わせられるから、アウラさんとも相あい性しようばっちりだと思うんだよねー。もしくは〝バロールの死眼〟の片割れを返してくれるなら、同じ黒死病の魔ま王おうとして顕けん現げんすることも───」

「ちょ、ちょっと！　往来の場でそんなこと口にするなんて何を考えてるの!?」

　カフェテラスとの雑ざつ踏とうを交こう互ごに見て、大おお慌あわてで口を塞ふさぐ。こんなことを本気で口にするのだからこの少女は性質たちが悪い。だがリンはやはりケロリとした顔で、

「問題ないよ。だって私たちの声は、周囲に届かないようにしてあるもの」

「………なんですって？」

「試ためしに叫さけんでみる？　誰にも聞こえないし届かないよ」

　楽観的な声こわ音ねでとんでもないことを宣言する。だがしかし、もっと早くに気が付くべきだった。考えてみれば、彼女の力なら容易たやすいことでもある。

　リンが所有する恩恵ギフト───〝アキレス・ハイ〟と呼ばれている謎なぞの恩恵は、概がい念ねん的な〝距離〟を支配する空間操作系だとペストは聞いていた。

　しかしそれ以外は使用条件、効果範はん囲い、正式名めい称しようすら不明。

　唯ただ一つ分かっている情報が、正しよう真しん正しよう銘めい〝無敵〟の恩恵ギフトであるということ。ペストの知る限りでこの恩恵を打ち破ることが出来るのは、たった二つしか存在しない。

　この恩恵で周囲と〝距離の壁かべ〟を構築してしまえば、声をシャットアウトするぐらい訳もない。いやそれどころか、逃げ出すことも助け出してもらうことも不可能だろう。

（………つまり初めから、周囲を巻き込んで乱戦なんてできなかったわけね）

　その周しゆう到とうさもこの少女の恐おそろしいところである。

　加えて現状の〝ノーネーム〟では、リンを追い詰めることさえ出来ないだろう。可能性があるとすれば、十六夜いざよいの出で鱈たら目めっぷりに賭かけるぐらいだ。

　全く以もつて厄やつ介かいなことになったと、心底頭を抱かかえた。

「………とにかく。悪いけど、貴女たちと徒党を組む気はもうないの。そもそも私の所有者はジンなんだから、まず先にそっちを口説きなさい」

「あ、そっか。ジン君を手に入れたらペストちゃんもセットで付いてくるのか。それは確かにお買い得かも」

　お菓か子しのおまけのように呟つぶやくリン。

　流石にむっとしたが、無意味な応おう酬しゆうを避さける為ためにあえて黙だまり込む。

「でもそれはそれとして、ペストちゃんの意思も確認しておきたいなあ。ペストちゃんは今の主従関係に不満は無いの？」

「別に………無いわけじゃないけど、一方的に手を切るほどじゃないわ」

　偽いつわりなく答える。これは紛まぎれもないペストの本心だった。

〝ノーネーム〟は下層の中にあっても可能性を感じさせるコミュニティだ。それぞれが異なった才を持ち、魔王と戦うだけの力を持つ少数精せい鋭えい。

　連盟旗さえ手に入れれば、遠からず五桁けたに昇しよう格かくするのも夢ではないだろう。

　しかしリンはスッと瞳ひとみを細め、

「………本当に？　でも彼は、ペストちゃんの目的を遂とげるには力不足だと思うけど」

「っ、それは………！」

　心の隙すき間まを縫ぬうように核心を突つく。先ほどの子供っぽさに油断したが、リンはその隙を見み逃のがさない。この少女は舌ぜつ戦せんにおいて必殺必中の鋭さをもつ。

　まるでこの一言を突き刺さす為だけに此処まで雑談を交かわしてきたのではないかと錯さつ覚かくするほど、リンの言葉は深々とペストの胸むな元もとに突き刺さった。

「……………、」

　───ペストの願いを叶かなえるには、ジン＝ラッセルという少年は力不足だ。

　それは他ほかならぬ彼女自身が自覚していた。

　如何いかに〝ノーネーム〟の同士たちが優すぐれていたとしても、肝かん心じんのマスターであるジンの器うつわが未熟だとリンは糾きゆう弾だんする。凡ぼん百ぴやくの野望ならばいざ知らず、ペストが抱いだいている願いは───生きつ粋すいの神仏すら敵に回しかねないほどの大願なのだ。

　もしもこの胸の内を明かせば………ジン＝ラッセルは契けい約やくを破は棄きし、ペストを封ふう印いんするかもしれない。そんな不安から、ペストは〝ノーネーム〟に目的を明かせずにいた。

　そんな不安な本心を、リンは些いささかの狂くるいなく見み抜ぬく。

　華はなが咲さいたような可か憐れんな笑顔で彼女は両手を前に組み、

「でも、私たちは違ちがう。前回はジン君たちのコミュニティにしてやられたけど、今回の作戦はもっと大きなゲームだよ。これが上手うまくいけば………本当に、箱庭の世界そのものが覆るかもしれない」

　胸に手を当て、自信に満ちた瞳でペストを見る。

　その強い意志と眼まな差ざしが、自分には眩まぶしい。組織の上に立つ者として明確な目的を持ち、同士の手を力強く引いていくその姿に、思わず心が揺れる。

「でも………私の所有権はジンが、」

「そんなの、ジン君ごと搔かっ攫さらったらいいじゃない」

「なっ………!?」

「よくアウラさんやグーおじ様と相談するんだけど、うちの殿下にも同じ位の年ねん齢れいの、男の子の友達が必要なんじゃないかなーって思うの。ジン君なら頭もそこそこ回るし、殿下に欠けてる一いつ般ぱん常識もカバーしてくれそうだと思うんだよね。何より私たちなら───〝精霊使役者ジーニアー〟に見合う魔王コマも、多く用意できるし。あの力は本来、私たちの側でこそ真価を発揮される恩恵なんだもの」

　楽しそうに話すリン。

　確かにあの力は、魔王の使役・封印に特化した恩恵だ。レアリティもその知名度も高い。修しゆ羅ら神仏が跋ばつ扈こするこの箱庭でも、最も特異な恩恵の一つと言っていい。

〝精霊使役者〟は箱庭の四桁に鎮ちん座ざする〝ソロモンの霊れい王おう〟が七十二もの魔王を封印し、その功績で授さずかったと伝えられている。

　七十二体という記録は、単独で魔王を倒たおしたものだと第二位の偉い業ぎようだ。

　ジン＝ラッセルの一族は〝ソロモンの霊王〟が恩恵を分け与あたえる為に用意した試練ゲームの一つ───〝アラビアンナイト〟の試練をクリアした血族なのだ。

　それを知るリンは、未熟なジン＝ラッセルの価値を正当に見み出いだしている。

「〝ソロモンの霊王〟が用意した試練は、もう全すべてクリアされて残ってないんだよね。となると後は、他の誰かが魔王を七十二人倒すしかない。だからジン君の恩恵は是ぜが非ひでも手に入れたい。───多少、強ごう引いんな手を使ってでも」

「………っ」

　幼い瞳に鋭えい利りな光が宿る。が、そんな雰ふん囲い気きも一瞬のこと。

　リンは突とつ然ぜんカフェテラスから立ち上がり、席を離はなれる。

「兎とにも角にも、今日の勧かん誘ゆう活動はここまでかな。ペストちゃんにも時間が必要だろうし。私はお暇いとまするから、今日だけ殿下をよろしくね」

「ま、待ちなさい！」

「待ちません♪　でも、また勧誘には来るよ。お互たがいに利のある話ではあると思うから。あ、でも、殿下の正体だけは秘密にしておいてね。───お互いの為にもさ」

　クルリとスカートを靡なびかせて輪舞ロンドを踏ふんだリンは、雑踏の中に消える。カフェテラスの席の向かい側には、飲みかけのティーカップだけがポツンと残されていた。

　嵐あらしのように現れた少女は、荒あらすだけ荒らして身勝手に姿を消していったのだ。

（………魔王連盟に戻もどれ、か）

　不安を握にぎりしめ、そっと胸に手を当てる。

　ペストは黒死病の死者の霊群………八〇〇〇万の怨えん嗟さを束ねる代表だ。

　無念の死を遂げた彼らの大願を叶えるためにこの身はある。

　ならば、自分はどう決断するべきなのか。

　その答えが見えない少女は、孤こ独どくに立ち尽つくすしかなかった。

（私は………どうするべきなんだろう───？）




　　　　＊




　───〝煌こう焰えんの都みやこ〟北区の商業街・大通り。

〝混〟一文字を追って、十六夜は民家の屋根を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる。

　十六夜の残像は雑踏の頭上を一駆けで飛び越こし、裏の街かい道どうを瞬またたく間に疾しつ走そうし、先回りした憲兵隊をあっさりと追い越していく。

　商業街を訪おとずれていた者たちも、突然の追走劇に驚おどろきの声を上げた。

「うおお!?　何だ今の!?」

「人ひと影かげっぽいのが頭上を通ったぞ!?」

「憲兵団が追ってるってことは、噂うわさの〝神かみ隠かくし〟か!?」

　商業街を吹ふき抜ぬける突とつ風ぷうが雑踏を賑にぎわせる。しかし彼らが認にん識しきしているのは十六夜だけだ。〝混〟一文字は見えていない。

　憲兵隊も追っては来るが、見えない相手では包ほう囲い網もうを作ることもできず、十六夜の背中を見つけては其方そちらに走ってくるばかりだ。

（せめてマンドラの奴やつが包囲網を張れたら楽なんだけどな………）

　姿が見えない相手ではそれも難しい。しかも十六夜と駆け比べられる俊しゆん足そくの持ち主だ。三流とはいえ流石さすがは魔王というところである。

　しかしそれでも、十六夜が全力を出して走れば追い付くことは可能だろう。

　だが足場が不安定な場所で十六夜が全力で踏み込むと、民家が反動で吹き飛びかねない。高層ビルを足場に全力で跳ちよう躍やくしたことがあったが、その時も容易く倒とう壊かいしてしまった。

　箱庭の建築物はそのほとんどが自衛のための恩恵を受けているので基本的に頑がん丈じような造りだが、それでも全力を出すとなると勝手が違う。

（とは言っても、このまま何ど処こまでも追っていくわけにはいかないしなあ）

　初めこそ興の乗った十六夜だったが、それも既すでに醒さめてしまった。

〝虚きよ度ど光こう陰いん〟のような恩恵ギフトを駆く使ししての追走劇になると思っていたのに、面おも白しろかったのはその一度きりだ。あとは全力を出せない鬼おにごっこだけである。

　飽あきを嫌きらう十六夜の性格からして、この状じよう況きようは退たい屈くつ以外の何物でもない。

　建造物を蹴けり飛ばして散さん弾だんさせるというのも考えたが………それは以前、黒ウサギに使っている。二に番ばん煎せんじは芸がない。となると残る選せん択たく肢しは───

（仕方ない。マンドラには後で謝るか）

　先に手を合わせて謝罪する十六夜。そのまま前進し続ける両足に、力を込める。

　全力で駆けては、足場にした建造物か街路が崩ほう壊かいする。それは避けようがない。

　しかし全力の跳躍ならば───最悪でも、一か所が吹っ飛ぶだけで済む。

　それでも十分な被ひ害がいだが、それで〝神隠し〟を捕とらえられるというのなら安い犠ぎ牲せいである。被ひ害がい者しやも納なつ得とくしてくれるに違いない。

　一方の混こん世せい魔ま王おうは、そんな物ぶつ騒そう極きわまりない覚かく悟ごなどいざ知らず、滝たきのような汗あせを流ながしてしゃにむに逃にげ回っている。裏路地の壁や街路樹を飛び回り、キャンドルランプを吊つる配線などさえも足場にする。その身軽さは軽かる業わざ師も顔負けの芸当だ。

　しかし芸達者な彼だからこそ、追走者の出で鱈たら目めっぷりを誰だれよりも正確に把は握あくしていた。

（ありえねえ、ありえねえ、あの糞くそガキマジありえねェ！　このままじゃ蛟こう劉りゆうの野や郎ろうと戦うとか言ってる場合じゃねえぞッ！）

　憎にくき仇きゆう敵てきよりも己おのれの命。〝混〟一文字を翻ひるがえし混世魔王は逃げ走る。

〝覆海大聖海を覆いし者〟蛟こう魔ま王おうを襲おそう為に〝煌焰の都〟を訪れた彼だが、其そ処こには語るも涙なみだの事情があってのこと。

　───果たして誰が知ろう。この混世魔王こそ、数多あまたの魔王を記述する西遊記の一いち番ばん槍やり。数々の武ぶ勲くんを立てた〝斉天大聖天に斉しき者〟孫そん悟ご空くうの快かい進しん撃げきの銅鑼ドラを鳴らす、最初の被害者である。

（畜ちく生しよう………！　蛟劉の野郎が支配者に収まったっていうから人里に来たものの………とんだ厄やく日びじゃねェかよォ！）

　キャンドルランプの配線にぶら下がりその反動で一気に跳躍する。

　空中で身を翻した混世魔王は、視界の隅すみに十六夜を捉とらえる。

（………仕方ねェ。蛟劉の野郎が来る前ってのが癪しやくだが───）

　突とつ如じよ、混世魔王の雰囲気が劇的に変わる。

　十六夜もそれに気が付き、己おのれの失態にイラだって舌打ちした。

〝混〟一文字の下に隠かくされた霊格が膨ぼう張ちようし、商店街の大通りに不ふ吉きつな風が吹雪ふぶく。

（〝主催者権限ホストマスター〟………!!）

　力を持つ修羅神仏にのみ許された、試練ゲームの強制主しゆ催さい。

　普ふ段だんならば意い気き揚よう々ようと挑いどむ十六夜だが、今日は都合が悪い。

　今いま頃ごろ〝ウィル・オ・ウィスプ〟が飛鳥あすかに新しいギフトを渡わたしているはずだ。公式のギフトゲームならいざ知らず、ぶっつけ本番で魔王と戦わせるのは避さけたい。

　煉れん瓦が畳だたみの街道を踏みしめ、ミシリと軋きしませる。

「させるかッ！」

　音すらも追い越し、空気を振しん動どうさせて跳躍した。

　その踏み込みは煉瓦畳を崩壊させて瓦が礫れきをまき散らす。

〝混〟一文字の背中に手を伸のばし、指先が触ふれそうになったその刹せつ那な───背後で、マンドラが叫さけんだ。

「後ろだ、避けろッ!!!」

　ハッと背後の脅きよう威いを察する。しかしその反応は致ち命めい的てきに遅おそかった。

　十六夜が振ふり向くや否いなや────炎えん熱ねつの街に、極寒の風が吹雪いたのだ。

（何───ッ!?）

　キャンドルランプの篝かがり火びさえ凍こおらせる極ごつ寒かんの風は、商業街を巻き込んで吹き荒れた。十六夜は跳躍の際に巻き上げた瓦礫を足場にし、背後から迫せまる脅威を回かい避ひする。

　しかし僅わずかに遅い。

　まるで十六夜が跳躍するタイミングを見計らっていたかのような襲しゆう撃げきは、コンマ数秒の狂いもない絶ぜつ妙みような一いち撃げきとして放たれたのだ。

「っ………!!」

　極寒の風が嵐を吹雪かせて十六夜を襲う。

　建造物の破は片へんは冷気によって鋭利に研とぎ澄すまされ、氷の棘とげとなって飛来する。刃やいばとなった氷の破片を両手で叩たたき落とすが、大気を凍いてつかせる程ほどの冷気は防げない。

　素す肌はだに極寒の冷気を浴びた十六夜の表皮は、僅かにひび割れている。

　極寒の風に当てられて落下した十六夜は空中で体勢を整えて売店の天幕に落ち、その衝しよう撃げきを和やわらげる。唯ゆい一いつ誤算があったとすれば、その売店が果物屋だったことだろう。

　全身を果か汁じゆうで濡ぬらした十六夜は不ふ機き嫌げんそうな顔で立ち上がり、舌打ちを漏らした。

「………くそ。水で濡れるのは慣れっこだが、果汁で濡れるのは不ふ愉ゆ快かいだ」

　ガリッ、と砕くだけた林檎りんごを丸かじりする。

　よく冷えて美味おいしかったのが、余計に癪で気分が悪い。

　売店の店主が崩壊した店と十六夜を呆ぼう然ぜんとした顔で見ていると、ようやく追いついたマンドラが声を荒あらげて駆け付けた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ああ。それより悪かったな。独断で動いて取り逃がしちまった。流石に言葉もねえ」

「それならば気にするな。どうせ私達には姿が見えないのだから、結果は同じだ。………それより、奴はどの方角に行った？　すぐに注意勧かん告こくを出さねば」

「それも悪い。完全に見失った」

　バツが悪そうに告げる。マンドラも責めるようなことはせず、無言で苦く汁じゆうを嚙かみしめた。

「………そうか。だがこうなった以上、お前には否いや応おうなしに付き合ってもらうぞ」

「そりゃ構わねえよ。俺もやられっぱなしは性に合わない。だがそれより───」

　キッと上空を睨にらみつける。

　十六夜が気になっていたのは混世魔王よりもむしろ、あの極寒の風だ。

　これ以上ないタイミングで放たれた一撃は、並の使い手のものではない。一いつ瞬しゆんの虚を突ついた見事なものだった。

　無防備な背後を取られた十六夜は屈くつ辱じよくに表情を歪ゆがませる。

　しかしそれ以上に、脳のう裏りには様々な疑問が浮ふ上じようしていた。

（初めから複数犯だったのか………？　だがそんな雰囲気はまるでなかったぞ。そもそも複数犯なら、焦あせって〝主催者権限〟を行使しようとは思わなかったはずだ）

　では、あの使い手は何者なのか。

　憲兵団でもなく、混世魔王の同士でもない。

　それこそ未知の第三勢力が突然現れて十六夜を襲ったとでもいうのか。それともあるいは、混世魔王を救う為ための行動だったのか。

　そして何より最大の疑問が、消えた混世魔王である。

（俺の錯さつ覚かくでなければ。あの冷気と一いつ緒しよに、混世魔王の姿が消えたように見えた───）

　───そう。消えたのだ。

　強きよう襲しゆうを受けながらも逃のがすまいと視覚に入れていた混世魔王は、霞かすみの如ごとく突如として姿を消した。

　それこそ正に、〝神隠し〟にでも遭あったように。

「〝神隠し〟が〝神隠し〟に遭う………か。コイツは一波乱ありそうだ」

「何？」

「何でもある。すぐサンドラに伝えろ。敵は〝神隠し〟の魔王だ。それも恐おそらく、子供にしか姿が見えない」

　十六夜がそう告げると、マンドラは何故なぜか蒼そう白はくになって息を吞のんだ。

「こ………子供にしか見えない、だと？」

「ああ。名は混世魔王。正体は恐らく、子供の放ほう蕩とう心に宿る鬼か悪あく魔ま───いや、詳くわしい説明はとにかく後だ。この魔王の適任はお前の妹以外にはいない。すぐ連れん絡らくしろ」

「わ、分かった」

　歯切れ悪く返答するマンドラ。

　十六夜はそれを意外に思い、怪け訝げんな眼まな差ざしで問う。

「………どうした？　何か都合が悪いのか？」

「いや、そうではない。ただ己を恥はじていただけだ」

　自じ嘲ちようめいた表情でそう呟つぶやく。その表情が気になった十六夜だが、憲兵隊の一人が慌ただしく報告に来たため疑問を吞み込む。

「マ、マンドラ様！　大変です！　サンドラ様が宮きゆう殿でんを抜ぬけ出したとの報告が………！」

「なんだと!?」

「幸いなことに都市内で目もく撃げき者が多数おり、現在は〝星海の石せき碑ひ〟の展示回かい廊ろうに居おられるとのこと！」

「ええい、こんな時にアイツは何を───」

　恫どう喝かつしようとしたマンドラだったが、突とつ然ぜん言葉を吞み込む。

　そして先ほどのように苦い表情を浮うかべ、十六夜を振り返った。

「悪いが〝星海の石碑〟まで付き合ってもらうぞ」

「あいよ。まあ、あの展示回廊は見ていて飽きないからな。タダで入場できるなら喜んで付いていくさ」

　共に頷うなずき合い、展示回廊へ駈かけ出そうと踏ふみ出す。

　しかしそんな十六夜に摑つかみかかる者がいた。一体何者かと十六夜が振り向くと───果汁で全身を濡らした店主が、青筋を立てて笑っていた。

「………お客さん。修理費と弁べん償しよう代、お願いします」

「………。だってさ、マンドラ参さん謀ぼう様」

　商売人の瞳ひとみが十六夜を睨み、十六夜の悪戯いたずらっぽい笑えみがマンドラを見つめる。

　憲兵隊の隊長にして参謀のマンドラは、十六夜の次の一言を聞く前に覚悟を決め、無言で己の財さい布ふを置いた。

　その後のマンドラは、普段以上に不機嫌な顔でその場を立ち去るのだった。




　　　　＊




　───〝紅玉の洞どう穴けつ〟地下水路。

　ドサッ、と混世魔王は熱風とともに虚こ空くうから転げ落ちた。

「いってェ………!!?」

　頭を抱かかえて転げ回る。突然のことに対処しきれず脳天から地面に落ちたのだ。

　石造りの地下水路は多少の衝撃にも揺ゆるがない様に数々の恩恵ギフトが張り巡めぐらされている。場所によっては侵しん入にゆう者を滅めつするような罠わなも仕し掛かけられている。

　頭が痛い程度で済んだのはむしろ幸いだろう。

「しっかし、地下水路だとォ？　誰が俺をこんな場所に連れ込んだんだ？」

　頭を押さえたまま周囲を窺うかがう混世魔王。

　迷めい路ろのように複雑な地下水路は出入り口が限定されており、何ど処こからでも入れるわけではない。少なくとも商業街の街路から直接入るような道はなかった。

　ではどうやって、この地下水路に彼を引きずり込んだのか。その解答にあと数秒早く行き着いたのなら───混世魔ま王おうの命運は、多少なりとも変わっていた。

「───動くな」

「ッ!?」

　甲かん高だかく、高圧的で、耳にするだけで斬きれそうな鋭するどい声。

　地下内で声が反はん響きようして詳しい位置は摑めないが、死角に居ることは間ま違ちがいない。

　薄うす暗ぐらい明かりの中で、混世魔王は瞬しゆん時じに動くことを止めた。それは何も敵の位置が分からないからではない。彼の生存本能が、警報を最大音量で鳴らし始めたからだ。

（………やっべェ、マジやっべェ。俺様ッてば幾いくらなんでも勘かんが鈍にぶりすぎだろ）

　長らく隠いん居きよしていた魔王は、今日一日の己おのれの不ふ甲が斐いなさを恥じた。

　そもそもこの状じよう況きようになった時点で気が付くべきだったのだ。

　入り口のない街路から地下に入る恩恵は限定されている。〝透とう過か〟のギフトかあるいは───〝境界門アストラルゲート〟を操作できる超ちよう大物だけである。

（単独での瞬間移動テレポートか。噂うわさには聞いていたが、体感するのは初めてだぜ）

　背中に流れる冷や汗あせを感じながら、徐じよ々じよに焦りを沈ちん下かさせていく。

〝虚きよ度ど光こう陰いん〟の恩恵を発動させれば逃にげられる可能性がある。しかしそれには、敵の意表を突くような瞬間を狙ねらわねばならない。

〝動くな〟と命じられた以上、不ふ審しんな動きを見せた瞬間にこの敵は牙きばを剝むくだろう。

　混世魔王は不動のまま敵の呼吸を聞き取り、鼓こ動どうとタイミングを合わせる。

　いざ行動に移そうとしたその途と端たん───暗がりの向こうから、明るい声が響ひびいた。

「もう、マクスウェルさんったら！　脅おどしたりしたら誤解されちゃうじゃない！　私たちは交こう渉しように来ただけなんだから、怖こわがらせちゃ駄だ目めだよ！」

　場ば違ちがいな幼い声に、思わずズッコケそうになる混世魔王。

　だが仕方あるまい。今から命がけのギフトを発動させようとしていたのに、まるで子供に喧けん嘩かをあやされる様な口調で止めに入られたのだ。

　脱だつ力りよくした混世魔王は命令を無視して声の主───リンが現れた方向へ歩を進める。

「おいおい。交渉にしちゃ随ずい分ぶんと荒っぽいじゃねェかよ、ええ？　依頼人クライアントの要望は守ろうや、熱力学のインテリ悪魔さんよォ？」

「………フフ。子供を攫さらうぐらいしか能の無い三流には、このような扱あつかいが分相応というものだろう？」

　鼻に付く高圧的で自意識過か剰じような声こわ音ね。混世魔王も負けじと百倍ぐらい言い返そうとしたが、両者の間をリンが慌あわてて遮さえぎる。

「と・に・か・く！　マクスウェルさんはもう帰ってて！　本当にいつもいつも話をこじらせるんだから！」

「不本意ながら了りよう解かいした。そう怒おこらずとも、ゲームメイカーの方針には逆らわんよ」

　ウガッー！　と薄暗い水路の向こうに叫さけぶリン。すると地下水路の中から男の………〝マクスウェルの悪魔〟の気配が消えた。

　リンは小さくため息を吐つき、疲つかれた様に混世魔王に向き直る。

「ごめんね。あの人って実力者なんだけど、かなり性格に難ありで」

「へへ、そりゃ難なん儀ぎだな。………それでお嬢じようちゃん。俺様が混世魔王と知って会いに来たわけかい？」

「はい。〝北の災わざわい〟と名高い混世魔王様に拝はい謁えつするため、私はこの地に来ました。さっきの無礼は許していただけたら嬉うれしいなあ、と思います」

　………ほぅ、と混世魔王は感心したように吐と息いきを漏もらした。

　彼の王号を知っている者は多くいても、〝北の災い〟という二つ名を知る者は少ない。その二つ名は彼の主しゆ催さいする試練ゲームを経験した者しか口にしないからだ。

「驚おどろいたねェ。俺の二つ名を知って生きてる奴やつはそんなにいないはずだが………まあいい。それで、俺に何をさせようってんだい？　さっきの借りもあるし、多少の無理難題は引き受けるぜ？」

　ニヒャァとローブの奥で笑う混世魔王。

　彼は既すでにリンが所属する組織に見当がついていた。白しろ夜や叉しやが〝階層支配者フロアマスター〟を退く際に発した警けい戒かい令は余りにも有名だ。隠居していた彼でさえそれは耳にしている。

　───〝マクスウェルの魔王〟は、魔王連盟に与くみしている。

　その彼が〝軍師メイカー〟と呼ぶのならば彼女の素す性じようは一つしかない。

　混世魔王は挑ちよう発はつと挑ちよう戦せんと期待感を込めて問う。

「それで、お嬢ちゃんは誰だれを〝神かみ隠かくし〟に遭わせたいんだ？　欲しい人材を奪うばう為に俺を探していたんだろう？」

　混世魔王は両手を広げて己の存在を誇こ示じする。

　先ほどの追走劇は彼の実力の全すべてではない。人じん智ちを凌りよう駕がする試練を開かい催さいすることこそ、魔王の真価。そういう意味では、彼はまだ実力の十分の一も見せていない。

　故ゆえに混世魔王は、己の真価を示すようにリンを挑発する。

　リンも応こたえるように唇くちびるに指を当て、これ以上ないくらい極ごく上じようの笑みを浮かべて告げた。

「───全てです」

「は？」

「全て奪う、と言いました」

　───一いつ瞬しゆん。

　聞き間ま違ちがえたかと、混世魔王は問い直した。

　しかしリンは意に介かいさず、美び麗れいな黒くろ髪かみを揺らし両手を広げ、クルリクルリとステップターン。可か憐れんな少女の仕草と愛らしい瞳で彼女は続ける。

「そう、比ひ喩ゆではありません。この〝煌焰の都〟に集められた人材を、資材を、領土を、地位を、旗を、名を、この土地に与あたえられたありとあらゆる恩恵の全てを奪います。一いつ切さい合がつ財さい、欠片かけらも残さないほど、徹てつ底てい的に。───その為ために、混世魔王の〝神隠し〟が必要なんです」

　鈴すずの音のような凛りんとした声音で、彼女は宣言する。

　比喩ではなく───そう、全てを奪い尽くすと。

　東南北の支配者が魔王連盟に対たい抗こうするため集つどうこの地で、彼女たちはそれを嘲あざ笑わらうように悪逆の限りを尽くす。その冒ぼう瀆とく的な行こう為いを口にしておきながら───リンという少女の瞳には、憂うれいも負い目もない。白しら百合ゆりのように可憐な笑顔を浮かべるこの少女は、これから開催される略奪ゲームに対する愉たのしみしかない。

　故に混世魔王は直観する。

　この少女は、己が出会った何者よりも〝魔王〟として相応ふさわしい器うつわだと。

「……ハッ、ハハ………ヒヒヒヒャァハハハハ!!!　いやいやいやいや、コイツは魂たま消げた!!　力のある魔王でさえ保身に走って姿を隠かくす時代に、よもやこんな狂くるった餓が鬼きが現世を彷徨さまよっていたなんてなァ!!!　千年経たっても、世は罪ざい業ごうに満ちてるってことかねェ………!!!」

　腹を抱えて笑い、思わず瞳を潤うるませて涙なみだぐむ。

　それが笑いによるものなのか歓かん喜きによるものなのかは定さだかではない。

　ひとしきり笑い転げた混世魔王は息切れしながら立ち上がり、その瞳に熱の籠こもった闘とう志しを宿らせる。

「───いいぜ。お嬢ちゃんに踊おどらされてやる。加盟書をだしな。混世魔王は今日この時より、魔王連盟と旗本を共にする」

　ニヒャァ、とローブの下で紅あかい口を開いて笑う。醜しゆう悪あくさと愉ゆ快かいさを兼かね備そなえた笑みにリンは満足しつつ、加盟書と一枚の旗───連盟旗を大きく靡なびかせて宣言する。

　この旗こそ、絶大な力を持つ魔王を集わせた連盟旗。布地に刻まれた〝尾おを喰くらう三頭の龍りゆう〟はその瞳ひとみを怪あやしく光らせ、王冠クラウンのように輝かがやいていた。

「ようこそ、混世魔王様。我々〝ウロボロス〟は、貴方あなたを歓かん迎げいいたします」






　第五章







　───〝星海の石せき碑ひ〟展示回かい廊ろう。

　夕日が緩ゆるやかに沈しずみ始める刻限。

　黄昏たそがれ色に染まり始めた〝煌こう焰えんの都みやこ〟は徐々にその装いを変えて行く。色しき彩さい鮮あざやかなキャンドルランプの篝かがり火びが照らすこの街の景観は、夜の帳とばりが降りてからが本当の姿だ。

　夜行種も多いこの街は、この黄昏時が最も活気に満ちている。

　昼夜で全く違ちがう煌めきを放つ都市。それが〝サラマンドラ〟の本ほん拠きよだ。

〝星海の石碑〟も夜の彩いろどりに変わり始めた頃ころ、展示回廊は大おお騒さわぎになっていた。

　サンドラのお忍しのびを知った憲兵隊が、大挙してやってきたのだ。憲兵隊は客の迷めい惑わくも顧かえりみずに走り回って彼らを追いかけている。

「お待ちください、サンドラ様!!」

「やだ!!　〝神隠し〟を解決するまで絶対に帰らないっ！」

　あっかんべ、と舌を出して走るサンドラ。

　部下の前でこんなに子供っぽさを見せる彼女は非常に珍めずらしい。

　すっかり騒そう動どうに巻き込まれたジンは、サンドラと殿でん下かに首根っこを摑つかまれたまま引きずり回されて瀕ひん死しである。

　何とか首元に隙すき間まを空けて悲鳴のように叫んだ。

「し、死ぬ………！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。窒ちつ息そく死しぐらいなら後で何とかしてやる」

　素すの表情であっけらかんと言い捨てる殿下様。常に落ち着いているせいか、どうもこの少年は本気なのか冗じよう談だんなのか分からない。

　………いや、もしかしたら常に本気なのかもしれないが。

「と、とにかく！　一度どこかに隠れないと！」

「うん。この先に展示物を搬はん入にゆうする裏口があるから、そこに飛び込もう」

「わかった」

　殿下とサンドラはジンを引きずり回したまま回廊を右に曲がり、人ひと混ごみの頭上を飛び越こえていく。しかしこの展開を読んでいた憲兵隊は裏口前で待ち伏ぶせし、サンドラが見えると同時に号令をだした。

「今だ！　翼よく龍りゆう隊を放て！」

「え………よ、翼龍隊!?　展示回廊の中心で!?」

　サンドラは驚きよう愕がくの声を上げて足を止める。すると体長十尺ほどの翼つばさを持つ火龍が三体、三人の前に立ちふさがった。

　三体の龍は前門と後門に挟はさみかかり、上空をも押さえて取り囲む。前後に加えて空まで押さえられてしまえば、何者も展示回廊からは逃げられない。

　炎ほのおの吐息を漏らして挟み込んだ三体の龍は、鋭するどい双そう眸ぼうを光らせてサンドラを睨にらむ。

『サンドラ様。どうか本拠にお戻もどりください』

『我々は頭首と争いたいわけではありません』

『御おん身みは召しよう集しゆう会を控ひかえております。此こ処こで何か問題が起きては、他ほかの支配者たちに付け入る隙すきを作ることとなるでしょう。〝サラマンドラ〟の為にも宮きゆう殿でんでお控えください』

　丁てい寧ねいな口調だが、言葉の端はし々ばしには別の意図が汲くみ取れるような声音。

　恐おそらくこの三体は、幼いサンドラが頭首に付いていることをよく思っていない派は閥ばつなのだろう。そうでなければ観光名所である〝星海の石碑〟に亜あ龍りゆうが下り立つはずがない。サンドラが暴れて抵てい抗こうした場合、展示物の破は損そんなどを理由に問題を起こすつもりなのだ。

　ジンはサンドラを背後に庇かばいながら、囁ささやくような声で提案する。

「………ねえ、サンドラ。どうしてマンドラさんに協力を申し出ないの？　魔ま王おうが相手なら〝サラマンドラ〟の総力を挙げて立ち向かうべきじゃない？」

「………無理。だってマンドラ兄様は、私の言葉を信じなかった」

　え？　と首を傾かしげるジン。あの生き真面まじ目めなマンドラが頭首の意見をないがしろにするとは考えにくい。何かの間ま違ちがいではないのか。

　しかしサンドラは何ど処こか思いつめた様子で拳こぶしを握にぎり、

「実は………前回の〝神隠し〟の現場で私、犯人を見かけたんだ」

「〝神隠し〟の犯人を？」

「うん。〝混〟一文字を背負ったフードの人。でも、私しか〝神隠し〟が見えなくて………サンドラ兄様も、同士たちも、誰も私の言葉を信用してくれなかった。以来兄様は、私がこの事件に関かかわらないように遠ざけたんだ」

　瞳ひとみを伏ふせ、悲しそうに告げるサンドラ。

　しかしすぐに頭かぶりを振ふって己おのれを奮い立たせる。

「マンドラ兄様は何時いつもそうだ。私の言葉を心の底では信じていない。頭首と参さん謀ぼうがこれじゃコミュニティ全体に示しがつかないのに。だから私は今回の一件で、兄様や皆みなの信しん頼らいを勝ち取らなきゃいけない」

　ムンっ、と両手を握り合わせて闘志を燃やすサンドラ。

　この話を聞いて、ようやくジンはこのお忍びの意味を理解した。

　快活だがお転てん婆ばではないサンドラがここまで思い切った行動に出たのは、兄に対する反発というより、自立心によるものが大きいのだろう。

　コミュニティの長おさとして、同士の信頼を得られるか否いなかは死活問題だ。ましてや〝サラマンドラ〟ほどの大組織になると僅わずかな疑心で統とう率そつに影えい響きようが出る。世せ襲しゆう制のコミュニティの長にとって、この問題は絶対に越えねばならない関門の一つなのだ。

「わかった。そこまで言うなら無む理り強じいはしない。でもこの状じよう況きようをどうクリアする？」

「力ずく………と言いたいけど、展示物が壊こわれたらちょっとまずい。上の搬入口には隣となりの闘とう技ぎ場に続く直通の通路があるから、そこまでいけば何とかなる」

「そういえばもうすぐ〝造物主の決けつ闘とう〟が始まる時刻だ。見物客もいっぱい入ってるはず」

　ゲームが開催されれば、闘技場の観客席は展示回廊よりも格段に込み入るはず。姿を隠すにはうってつけである。ではどうやってそこまで逃にげるか。

　ジリジリと詰つめ寄ってくる三体の火龍を睨みながら思考を奔らせる。

　と、唐とう突とつに殿下が言った。

「ジン。サンドラ。条件はそれだけか？」

「え？」

「突とつ破ぱする条件だ。一応雇やとわれているわけだし、それぐらいなら力を貸してもいい」

「そ、それぐらいって………戦えば展示場も憲兵隊も唯ただじゃすまないよ。無傷で取り押さえる術があるならともかく、それ以外だと大問題に」

「そうか。つまり憲兵隊を、無傷で蹴散らせばいいんだな？」

　それぐらい訳もないと、誇ほこる仕草もないまま言ってのける殿下。

　その泰たい然ぜんとした態度にジンとサンドラはしばし啞あ然ぜんと顔を見合わせる。誤解がないように言うと、翼龍と憲兵隊を倒たおすだけならサンドラでも可能だ。

　しかし展示回廊と憲兵隊を傷つけずに倒すとなると、難易度は倍では収まらない。

「え、えーっと。一応確かく認にんするけど。展示回廊を破は壊かいせずに火龍と憲兵隊を蹴散らして、闘技場の観客席に人知れず紛まぎれ込んで、その後も襲おそってくるだろう憲兵隊さえも蹴散らしながら、〝神かみ隠かくし〟を探さなきゃいけないよね、それ」

「ああ、そうだな。展示回廊を破壊せずに火龍と憲兵隊を蹴散らして、闘技場の観客席に人知れず紛れ込んで、その後も襲ってくるだろう憲兵隊さえも蹴散らしながら、〝神隠し〟を探せばいいんだな。………で、他に要望はないんだな？」

　ゴキッ、と手首を鳴らす殿下。三体の火龍はすぐそこにまでにじり寄っている。

　殿下が言うまでもなく三人には他に打つ手がなかった。

　ならばと、サンドラも腹を括くくって頷うなずく。

「じゃ、それでお願い。上空の翼龍は私が捕とらえる。他の翼龍には加減しなくていいから、憲兵隊はなるべく無傷で───」

　お願い───とは、続かなかった。

　後方の翼龍はサンドラが話している最中を狙ねらい、気き炎えんを上げて突とつ進しんを仕し掛かけてきたのだ。

『サンドラ様、失礼!!』

　十尺もの巨きよ軀くが高速で飛ひ翔しようし、サンドラの背後に迫せまる。殿下に作戦を伝えていたサンドラは反応が僅かに遅おくれ、翼龍の前足に鷲わし摑づかまれた。

「きゃ………!?」

「サンドラ!!」

『サンドラ様は保護した！　他の二人は多少痛めつけても構わん!!　全員、かかれ!!』

　雄お々おと鬨ときの声を上げる憲兵隊と二体の翼龍。

　殿下はジンの首根っこを摑んで、耳元で小さく告げた。

「すぐに終わらせる。五秒だけ伏せてろ」

「ご、───」

　刹せつ那な、殿下は足場を強きよう烈れつに爆ばく破はさせて憲兵隊に飛び込んだ。

　憲兵隊もまさか捕らえる対象が己から飛び込んでくるとは思わず、僅かに二にの足あしを踏ふむ。しかし殿下はその隙を見み逃のがさない。

　フッと両手を軽く振って周囲の七人に当て身を入れる。的確に人体急所を突ついた殿下の拳は憲兵隊の意識を容易たやすく刈かり取っていく。

　後方にいる憲兵隊の数は総勢で五十五人。小こ娘むすめ一人に大層なことだと内心で嘆たん息そくしつつ、殿下は見る見るうちに憲兵隊を打ち据すえた。

　鳩尾みぞおちを、首元を、脳天を、これ以上ない速度と驚きよう異いの的確さで次々と悠ゆう々ゆうと決める殿下。ジンが彼の動きを悟さとったのは、最後の一人が気を失ってからのことだった。

「───秒………どころか、殿下………君は………!?」

『おのれ、小こ童わつぱが舐なめた真似まねを!!』

『我らの同士を傷つけた罪!!　容易く償つぐなえると思うな!!』

　一いつ喝かつ、二体の翼龍は逆げき鱗りんに触ふれられたかのように気炎を上げて突進する。

　灼しやく熱ねつの吐と息いきを漏もらす翼龍は巨軀からは考えられない速度で飛行し、その口内から巨きよ大だいな火球を吐はき出した。

　優に殿下の三倍はあろうかという大火球。しかし殿下はそれを、右みぎ腕うでを無造作に振るだけで苦も無く搔かき消した。

『ば、馬ば鹿かな!?』

「お前たちには加減しなくていいと言われたからな。それなりの対応をさせてもらうぞ。………逃げるなら、今のうちだぜ？」

　その警告は彼なりの優やさしさだったのだろう。しかし翼龍二体は挑ちよう発はつ行こう為いだと誤解し、ますます怒ど声せいを上げて吼ほえた。

『ハッ、来るなら来いッ！　巨きよ峰ほうの溶よう岩がんで鍛きたえた我らの鱗うろこ、小童如ごときに敗れはせんッ!!!』

　翼を大きく広げ、真正面から受け止めると宣言する翼龍。

　先ほどまで淡たん々たんと敵を打ち据えていた殿下は驚おどろいたように瞳を丸くし───次の瞬しゆん間かん、嗜し虐ぎやく心に染まったような凄すさまじい笑えみを浮うかべた。

「………そうかよ。そういうことなら、加減しすぎるのは失礼ってものだな………!!!」

「っ！　殿下、止やめて!!」

　上空の翼龍に摑つかまったサンドラが同士の身を案じて叫さけぶ。

　しかし遅おそかった。その制止の声は遥はるかに遅かった。

　悠々と構えてはいても、真正面から挑いどまれた勝負から引けるほど殿下は大人しくはない。普ふ段だんから落ち着いて見せてはいるが、その魂たましいはむしろ闘とう争そう心の塊かたまりである。

　矮わい軀くのはずの少年は、僅かに解放した霊れい格かくの比重で何十倍にも膨ふくらんだのではないかと錯さつ覚かくさせる。白はく髪はつ金眼から放射したその威い圧あつ感かんたるや、魔王と比べても遜そん色しよくはない。

　ミシリと回かい廊ろうの地じ盤ばんに亀き裂れつを走らせて踏み込んだ殿下は、大気を焼き尽つくすほど加速し───第三宇宙速度で、翼よく龍りゆうたちの懐ふところに飛び込んだ。

『なっ………!!?』

「気張って受け止めな。何、運が良ければ死にはしないさ───!!!」

　翼龍に突き刺ささる少年の拳。

　矮軀で脆ぜい弱じやくなはずの少年の拳は、翼龍が想像していた衝しよう撃げきを遥かに凌りよう駕がする。鋼の鎧よろいを上回る屈くつ強きような鱗は見事に粉ふん砕さいされ、巨軀は後方に吹ふき飛ばされる。背後で成り行きを見守っていたもう一体の翼龍はその五体を盾たてにして同士を受け止めた。

『グ、ォオオオオオオオオオ!!!』

　雄お叫たけびを上げて同士を受け止めるもう一体の翼龍。

　しかし殿下に殴なぐられた翼龍はますます加速して後方へと吹き飛び、二体は展示回廊の外側にある広場まで絡からみ合って吹き飛ばされた。

　一連の出来事を啞然と見守っていたジンとサンドラ、そして最後の翼龍。

　呆ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた一同の意識を引き戻もどしたのは、何気ない殿下の掛かけ声だった。

「おい、そこのサンドラを捕つかまえている奴やつ。いい加減に離はなしてやれよ」

『な………貴様、何様のつもりで………！』

「いいから降ろせよ。サンドラは〝サラマンドラ〟の信用を勝ち取ろうと必死なだけだ。お前も主力の一頭なら、もう少し新しい頭首を信じてやれよ」

　ムッと眉まゆを顰ひそめて翼龍を糾きゆう弾だんする殿下。

　殿下のような少年に言い諭さとされては翼龍も格好が付かない。翼龍は複雑な表情でサンドラとジンと殿下、そして倒れ伏している〝サラマンドラ〟の同士たちを見下ろす。

　苦く汁じゆうを吞のむような表情でそれらを見回した翼龍は、そっとサンドラを手放した。

　展示回廊にサンドラを下ろした翼龍は跪ひざまずき、頭こうべを垂れて恭うやうやしく告げる。

『………ご無礼をお許しください。しかし我らも〝サラマンドラ〟の未来を思ってのこと。決して無む茶ちやはなさらず、危険を感じたら戻ってきてください』

「はい。このような手て荒あらな説得になってしまい、己の未熟を恥はじるばかりです。この埋うめ合わせは火龍の旗印に栄光をもたらすことで許してほしい」

　翼龍と幼い頭首は視線を交かわして頷き合う。

　翼つばさを広げて飛び立った翼龍はその最後、殿下を一いち瞥べつして去っていった。

　ジンはようやく一段落したことにホッと溜ため息いきを吐いて安心したように笑った。

「これで闘技場まで逃げれば、どうにかなるかもしれないね」

「うん。………でも、本当に驚いた。殿下ってあんなに強かったんだ」

「そうか？　俺はむしろ翼龍隊の連中に感心させられたぐらいだけど。手加減していたとはいえ、世界の果てまで吹き飛ばすつもりで殴ったんだがな。あれだけ踏み止とどまられるとはちょっと意外だ」

「そ、そう？」

「ああ。あのレベルの翼龍が四〇〇〇体もいるとなると、流石さすがに手て強ごわい」

「───。まるで、〝サラマンドラ〟と戦うことを想定したような口ぶりだね」

　そう言ってジンが笑いかけると、殿下も哄こう笑しようを上げて応じた。

「馬鹿を言うなよ。うちは商業コミュニティだって言ったろ？　〝階層支配者〟と揉もめたら商売が続けにくくなるだけだ。………それより、闘技場へ急ごう。そこの裏口だろ？」

　三人は静かに頷き合い、展示物の搬はん入にゆう用に造られた裏口の階段を上って、闘技場に続く連れん絡らく通路を目指す。憲兵隊は外の人員が全すべてだったらしく、もう気配は感じられない。

　しばらく連絡通路を進むと、闘技場からは会場の熱気と歓かん声せいが聞こえてきている。

　すぐ向こうから司会進行の元気な少女の声がした。

　ジンは周囲に気を払はらい、ドアノブに手をかけて闘とう技ぎ場に飛び込むと───




『───それでは、第一試合！

〝ノーネーム〟所属　久く遠どう飛鳥あすか!!

〝ノーネーム〟所属　春日かすか部べ耀よう!!

　そして、我らがアイドル！　優勝候補筆頭！　難なん攻こう不ふ落らくのスーパーレディー！

〝ウィル・オ・ウィスプ〟所属　ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス───!!!』
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　───〝造物主の決けつ闘とう〟闘技場の舞ぶ台たい上。







『ギフトゲーム名　〝造物主達の決闘〟





・参加コミュニティ




＊全二十四名　※別紙参照。







・ゲーム概がい要よう　一、予選は一試合で三人が一いつ斉せいにぶつかり合う。




二、最後まで失格しなかった一人が予選通過。







・勝利条件　　一、対戦者がリングから落ちた場合。




二、対戦者のギフトを破は壊かいした場合。

三、対戦者が勝利条件を満たせなくなった場合（降参含ふくむ）。







・敗北条件　　一、参加者がリングから落ちた場合。




二、参加者のギフトが破壊された場合。

三、上記の勝利条件を満たせなくなった場合。






宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、コミュニティはギフトゲームを開催します。


〝サラマンドラ〟印』






　沈しずみ始めた陽ひの光とペンダントランプの篝かがり火びが闘技場に差し込む。

　支配者たちの召しよう集しゆう会が開かれるということもあって、月例祭である〝造物主達の決闘〟も普段以上の盛り上がりを見せていた。正に大だい盛せい況きようというところだろう。

　三人の参加者はそれぞれ闘技場の隅すみに立ち、開幕の銅ど鑼らが鳴るのを待っている。

　北側に立つ久く遠どう飛鳥あすかは、苦虫を嚙かみ殺したような顔で対戦者を睨にらみつけていた。

（春日かすか部べさんとギフトゲームで競きそい合う日が来るなんて………それにウィラ＝ザ＝イグニファトゥスって、まさか………？）

〝ウィル・オ・ウィスプ〟のリーダーというこの少女。

　艶えん美びさと可か憐れんさを両立させる無防備な魔ま性しようを、飛鳥は感じていた。男性の視線を釘くぎ付づけにする性的で背徳的な見かけだというのに、この少女はそれを自覚していない節がある。上質な甘菓が子しのようにふわりとしたツインテールは幼さを際きわ立だたせているのに、起き伏ふくのある乳ち房ぶさと肢し体たいには否いやが応でも性的な視線を送ってしまう。

　飛鳥も視線を向けていると、ウィラもそれに気づいたようにこちらを向く。

「……………？」

　ふわりと、甘い薫かおりが漂ただよう仕草で小首を傾かしげる。どうして見られているのか気付いていないのだろう。その一挙一動が可憐で愛らしく、同時に艶美で色っぽい。

　───しかし、飛鳥は知っている。

　この艶美な少女こそ、ジャック・オー・ランタンを使し役えきする悪あく魔ま。

　北側でも屈くつ指しの参加者プレイヤーだという事実を。

「……………」

　共に睨み合う。と、突とつ然ぜんウィラは十字型の鈍どん器きを取り出して




　ズガシュ！




「っ!!?」

　飛鳥の脳天に強きよう烈れつな鈍どん痛つうが奔った。瞳ひとみに星を散らして何事かと周囲を確かく認にんしたら、ウィラの手に握にぎられていたはずの十字型の鈍器───というか、ハンマーが転がっていた。

　ゲーム開始前の先制攻こう撃げきに怒いかり心しん頭とうとなって立ち上がる飛鳥だったが、それを大おお慌あわてでアーシャが遮さえぎる。

「わ、悪い、ちょっと待った！　アレはウィラ姐ねえの癖くせみたいなもので、」

「癖!?　人の頭の上に鈍器を落とすのが!?」

「お、おう！　興味のある人間には鈍器をぶつけて反応を見たがる悪あく癖へきなんだよ！　私から厳重注意しておくから、頼たのむから見み逃のがしてあげてくれ！」

　アーシャは取り乱しながら飛鳥の肩かたを押さえる。それでも怒りが収まらなかったが、今はあえて我が慢まんした。

　此こ処こが舞台の上ならば、借りはゲームで返すべきである。

（上等よ……！　北側最強のプレイヤーなんて、返り討うちにしてやるわ……!!）

　今の一発で竦すくんでいた心に喝かつが入る。これで腹は決まった。

　飛鳥はギフトカードに収納した新たな恩恵ギフトと同士を見つめ、己おのれを奮い立たせた。

「貴方あなたたちを信じてるわよ、ディーン。そして───アルマテイア」

『お任せください、マイマスター』




　　　　＊




　───〝造物主の決闘〟闘技場・南側入場口。

　春日部耀ようは南側で、静かに精神を集中させていた。

　どうして飛鳥がゲームに参加したのかは知らない。

　だが彼女には〝造物主達の決闘〟を勝ち抜ぬくだけの理由がある。

　耀は横目で東側のウィラ＝ザ＝イグニファトゥスを確認し、先ほどの言葉を思い出す。

〝これで、コウメイとの約束が───〟

　あの少女が何を知っているのかは定さだかではない。しかしあの口ぶりから父の情報を知っているのは間ま違ちがいないだろう。ならば相手が誰だれであろうと勝ち抜かねばならない。

　何より久遠飛鳥の友人として、恥はずかしい戦いは許されない。

（観客席には黒ウサギとジャックが居た。なら飛鳥は新しいギフトを手に入れているはず。それを使われる前に、一いつ瞬しゆんで決着をつける）

　闘とう志しと気き迫はく、そして同士に対する期待感を胸に秘ひめて微笑ほほえむ。もしも初撃を凌しのがれるようなことがあれば、それは飛鳥が弱点を克こく服ふくしたということだ。

　それは友達として嬉うれしくもあり、頼もしくもあり、脅きよう威いでもあり、愉たのしみでもある。

（それに、さっきの彼女………ウィラさんのギフトも、予測は出来た。対応策もある。………大だい丈じよう夫ぶ。私は負けない）

　絶対の自信と策をその手に握りしめる。

　集中力が極限にまで高まると同時に、闘技場には開幕の銅鑼が鳴り響ひびいた。




　　　　＊




　黒ウサギ、ジャック、ルイオスの三人は盛大に賑にぎわう観客席に座りながら、ゲームが開始されるのを待っていた。

「うう………た、大変な事になってきたのですよ！　まさか飛鳥さんと耀さん、そしてウィラさんまで一いつ緒しよの予選になるなんて！」

「ヤホホ………全く、あの放ほう蕩とう娘むすめは。真っ直すぐ工こう房ぼうに来なさいとアレほど言っておいたのに。しかしまあ、飛鳥嬢じようなら大丈夫ですよ！」

「で、でも、耀さんの身体能力は飛鳥さんにとって最悪の相あい性しようです。リング外に押し出されたら敗北のこのゲーム………もしかしたら、一瞬で決着がつくかも」

「ありえませんね」

　即そく断だんするジャック。黒ウサギは思わず口を閉とざしてしまった。

　彼も〝アンダーウッド〟で耀の成長を確認していたというのに、その声こわ音ねは自信と確信に満ちている。

「ヤホホ………春日部嬢は強敵ですが、決して飛鳥嬢が勝てない相手ではありませんヨ。飛鳥嬢はただ己の才能を理解していなかっただけです。………まあ、かく言う私もガロロ殿どのの話を聞くまで理解していませんでしたがね。しかし聞けばなるほど、確かに彼女の力は授さずかった恩恵ではなく、与あたえる側の力───〝疑似神格〟の付ふ与よに酷こく似じしている」

　ＹＥＳ、と頷うなずいて返す。それは黒ウサギも薄うす々うす感じていた。

　───箱庭における〝神格〟とはその種族・物質の霊れい格かくを最高位にまで引き上げる恩恵を指す。飛鳥が恩恵を極大化させる現象は〝神格〟の付与に限りなく近い現象だ。

　その中でも、恩恵ギフトの出力を引き上げることに特化した〝疑似神格〟というものがある。

　これは顕けん現げんした恩恵の霊格を引き上げる力をもち、限定的に神格級の力を解放することも可能という恩恵だ。

　ただし、出力を上じよう昇しようさせるだけのものなので、最大出力で使うと対象となった恩恵は霊格そんざいの比重に耐たえられなくなって自じ壊かいしてしまう可能性もある。

「恐おそろしい力です。そして扱あつかいが難しい。何より付与の方法が〝神託ことば〟というのも悪い。言葉というのはすぐに霊格が霧む散さんしてしまいますからね。対象に届くまでに劣れつ化かしてしまい、相手の霊格しだいでは跳はねのけられてしまう。黒ウサギ殿が彼女の力を〝支配する〟と勘かん違ちがいしたのはとても良くわかります」

「ＹＥＳ………というか、普ふ通つうは疑似神格の付与なんて誰も思いつきませんもんっ」

　ウサ耳を跳ねさせて抗こう議ぎする。

　ジャックは苦笑いを嚙み殺しながら人差し指を立て、

「そこで久遠飛鳥に見合う武具を………破格の才を生かす恩恵を、我々が用意しました。───故ゆえに断言しましょう。今の飛鳥嬢はフェイス・レスとさえ互ご角かくに戦えると」

　自信満々に告げるジャック。

　流石さすがの黒ウサギも、そこまで言い切られては期待せざるを得ない。

　円形の闘とう技ぎ場を見つめ、ゴクリと息を吞のむ。

「あのフェイス・レス様と、互角に………？」

「ヤホホ！　ですから飛鳥嬢が優勝する可能性も十分───」

「それこそありえないね。優勝はウィラの一択たくだよ」

　二人の歓かん談だんを横からぶった切る冷れい淡たんな声。

　ジャックの隣となりに座るルイオスは、冷ややかに二人の期待を踏ふみにじった。

「ウィラは北側最強だ。名無し風ふ情ぜいが太刀たち打ちできる相手じゃないね。ま、僕が造った〝城じよう塞さい〟があるから、最初の五分くらいは耐えられるんじゃない？」

　和わ気き藹あい々あいと話す二人に割って入るルイオス。

　ジャックは気勢を削そがれた様に溜ため息いきを吐ついた。

「やれやれ………よっぽど飛鳥嬢に優勝して欲しくないようですねえ。でもあの武具は飛鳥嬢以外には使いこなせませんヨ？　それはルイオス君が一番よくわかっているはず」

「ふん、だからどうしたのさ。僕はそんなことどうでもいいんだよ。あの女が赤っ恥ぱじを搔けばそれでね。それに〝城塞〟の素材は金剛鉄アダマンテイウムと例の毛皮だ。鉄てつ塊かいと毛皮に解体バラして売ればかなりの値段が付くよねえ？」

　ニヤリと軽けい薄はくで嫌いやらしい笑えみを浮うかべる。

　ムッと眉まゆを顰ひそめる黒ウサギだが、彼女の関心は他ほかにあった。

（〝城塞〟とは、新しいギフトでしょうか？　でも、金剛鉄に毛皮………？）

「あのねえ、ルイオス君。あの毛皮は〝ノーネーム〟からお借りしたものですよ。勝手に売ってはいけません。そもそも売ったところで他に使い道なんか、」

「ハハッ、ドテカボチャは物を知らなくて困る。あの山羊やぎの毛皮は、農協コミュニティなら喉のどから手が出るほど欲しい一品だっていうのに」

「の、農協？　山羊の毛皮？」

　そして〝城塞〟と呼ばれるギフト。まるで接点が見えないと首を傾げる黒ウサギ。

　確かに〝ノーネーム〟の宝物庫から製作に使えそうなギフトを幾いくつか貸したが、それをどういう風に使ったのかは聞いてない。

　しかし農協が欲しがるということは、農園造りにも役立つのだろう。

　リリや子供たちもきっと喜んでくれるに違ちがいない。もしかしたらジャックはそこまで見込んで作ってくれたのだろうか。

「………あ！　始まりますよ！」

　黒ウサギが闘技場の中心を指さす。

　開幕の銅鑼が鳴り響き、観衆の視線が一いつ斉せいに円形のリングに集約される。

　ザワザワと観客席からも試合開始を期待する声が上がる。

　開幕の銅鑼が三度鳴ると、リングの中心に審しん判ぱん役を任された少女───青あお髪がみのツインテールを揺ゆらす、アーシャ＝イグニファトゥスが現れた。

「ア………アーシャさん!?　どうして彼女が審判を!?」

「ヤホホ！　我々〝ウィル・オ・ウィスプ〟はこのゲームの定連客でして！　懇こん意いにさせていただいているサンドラ様から、直々にご指名頂いたのですヨ！」

　ヤホホ！　とカボチャ頭を揺らして自じ慢まんげに笑うジャック。

　彼のコミュニティは既すでに〝星海の石せき碑ひ〟に殿でん堂どう入りを果たしている。

　ウィラが北側で最強のプレイヤーだと呼ばれるようになったのは、幾度もの優勝記録、不敗の伝説を築き上げたからだ。

　火か龍りゆう誕生祭で十分な功績を打ち立てた〝ウィル・オ・ウィスプ〟から審判役を選出するのは、さほど不思議な話でもないだろう。

（いよいよですね、耀さん………飛鳥さん………！）

　祈いのるように両手を重ねる。

　舞ぶ台たい上に上がったアーシャが、闘技場の隅すみにいる三人の名を連ねていく。




『───それでは、第一試合！

〝ノーネーム〟所属　久遠飛鳥!!

〝ノーネーム〟所属　春日部耀!!

　そして、我らがアイドル！　優勝候補筆頭！　難なん攻こう不ふ落らくのスーパーレディー！

〝ウィル・オ・ウィスプ〟所属　ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス───!!!』




　雄々オオオオオオオオオッ!!!　と、ウィラの紹しよう介かいを受けて立ち昇のぼる大だい歓かん声せい。

　黒ウサギほどの愛あい嬌きようはないようだが、ウィラも相当の人気者なのだろう。当の本人は、何を盛り上がっているのか分からないまま舞台上で小首を傾かしげている。

　アーシャは会場の盛り上がりを見て満足したように頷き、右手を掲かかげて宣言する。




『それでは此こ処こに───〝造物主達の決けつ闘とう〟の開幕を宣言します!!!』




　　　　＊




　───瞬しゆん間かん。

　大地から、蒼あおい風が吹ふき荒あれた。

　最も速く臨戦態勢に移った春日部耀は、それがウィラの仕し掛かけた風だと瞬しゆん時じに気が付く。

〝蒼そう炎えんの悪あく魔ま〟と称しようされた彼女の霊格は、大地から吹き出す発火性のガスや燐りんが原因のものだ。それならば旋せん風ぷう一つで回かい避ひできる。

　しかし北側最強と冠かんされる彼女の炎が、たかが自然現象のはずがない。

「───召喚summon、〝愚者の劫火Ignis fatuus〟」

「っ………!?」

　蒼い風が、熱を帯びる。知覚できない規模の灼しやく熱ねつが大気を炙あぶる。

　放つ炎の色こそ違うが、この脅威を耀は既に知っている。〝アンダーウッド〟でジャックが見せた灼熱の篝かがり火びと同じ気配を、耀は感じ取っていた。

　地じ獄ごくから召喚したという業火ゲヘナの嵐あらし。

　七つのランプで街一つを焼き払はらう規模の恩恵ギフト。

（な………なんて人！　まさか、闘技場内で業火を召喚するの………!?）

　開幕直下、最大級の火力を放出するウィラ。初手で最も大規模な一いち撃げきを行使するその大だい胆たんさは、外見の愛らしさからは考えられない。

　ウィラは初めから、一撃で二人を同時に倒たおすつもりだったのだ。

（作戦変へん更こう………！　地獄の業火なんて使われたら、飛鳥が危ない!!）

　僅わずか一秒にも満たないうちに、耀は戦う対象をウィラに切り替かえる。もはや作戦がどうのと言っていられる状じよう況きようではない。

〝生命の目録〟を握にぎりしめた耀は、光る〝光翼馬ペガサス〟の具足を顕現させ、輝かがやく風を巻き上げてウィラに突とつ進しんする。風の上を滑かつ走そうするように蹴けりを入れた瞬間

　フッと、ウィラの姿が消えた。

「っ、しまった───!?」

　瞬間移動───境界を操作出来るものだけが行使出来る〝境界門アストラルゲート〟の開門。

　その特異さはジャックが炎の中から現れる現象とは違う異質さだ。

　ジャックは炎と炎、点と点の間に線を引いて移動しているだけの代しろ物ものなのに対し、彼女の瞬間移動には前兆行動も無ければ障害物の有う無むも関係ない。

　今の攻こう防ぼうも、発動する一いつ瞬しゆんを耀はまるで摑つかめなかった。

　───話には聞いていたが、なんて常識外な恩恵ギフトだろう。

　速度や五感で如何どうこう出来る力ではない。これに対たい抗こうするには全く異なったベクトルの恩恵が必要だ。しかし今はそれを練っている時間はない。

（蒼い風が止まらない………このままじゃ………!!）

　耀は振ふり向きざま、はち切れんばかりの声を上げて叫さけんだ。

「飛鳥ッ!!　リング外に逃にげて!!」

　え───と呆ほうけた様な顔をする飛鳥。やはり彼女はこの蒼い風の脅きよう威いを理解していない。

　だが助けに行くには明らかに時間が足りていなかった。

　開幕より僅か二秒の出来事。

　ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスが召喚した〝愚者の劫火〟によって、闘技場に蒼炎の嵐が吹き荒れた。審判役を買って出ていたアーシャは顔面蒼そう白はくになりながらリングの外に逃げていたが、背後から押し寄せる熱風によって観客席まで吹き飛ばされる。

「ちょ、ウィラ姐ねえタンマッキャアアアア!?」

　ツインテールを焼け焦こげさせて観客席に落下。

　観客席は防護の恩恵で守られている為ためにこの程度で済んだが、闘技場の中心は大だい惨さん事じになっていた。

　ジャックが以前に召喚した業火を遥はるかに上回る劫火は、物質界に存在するあらゆる物を焼しよう却きやくしていく。闘技場の中心から燃え上がった蒼炎は瞬またたく間にリングを融ゆう解かいさせた。

　蒼炎の柱は箱庭の天幕まで届き。

　灼熱の嵐は雲海すら蹴け散ちらしていく。

　生と死の狭はざ間まに生きる悪魔───万ばん象しようの壁かべを崩ほう壊かいさせるウィラの力を目まの当たりにし、観客席は一転して静せい寂じやくに包まれていた。

「な………なんてこと………!?」

　黒ウサギは両手を震ふるわせながら呻うめくように呟つぶやく。

　ウィラの実力は、前評判を遥かに上回っていた。

　黒ウサギはウィラが何をしたのか全すべて理解したが故ゆえに、眼前の猛もう威いに唇くちびると手を震わせている。もし黒ウサギの想像が正しければ、とても飛鳥や耀が敵かなう相手ではない。

　地獄の業火を召喚した、などという生易しいものではない。

　ウィラはあの瞬間、比ひ喩ゆではなく───地獄そのものに繫げたのだ。

　白しろ夜や叉しやがゲーム盤ばんと称して白びやく夜やの高原を召喚したように。ウィラは己おのれの霊れい格かくを解放して地獄の窯かまと現世の境界を崩壊せしめ、闘とう技ぎ場を炙り焼いたのだ。

「よくも………よくも御お二人を………黒ウサギの同士を───!!!」

　怒いかりに我を忘れ、髪を緋ひ色いろに燃え上がらせる黒ウサギ。

　紅あかい稲いな妻ずまを迸ほとばしらせて今にも乱入しかねない彼女を、ジャックは陽気に諌いさめた。

「御安心ください黒ウサギ殿どの。ほら、二人とも無傷ですヨ！」

　───へ？　と間ま抜ぬけな声を上げる黒ウサギ。

　その声が反はん撃げきの合図だったのか。或あるいは偶ぐう然ぜんだったのか。

　轟ごう々ごうと燃え盛る蒼い炎は───紗欄シヤラン、と雅みやびな鈴すずと笛の音によって打ち砕くだけた。




　　　　＊




　独りになって闘技場にまで足を延ばしていたペストは、眼前の奇き跡せきに呆ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた。彼女がそうなるほど闘技場の変化は劇的だったのだ。

　───そう。これは比喩ではない。

　天地を焼き尽つくす蒼炎の嵐は───巨きよ大だいな氷柱つららとなって、粉々に打ち砕けたのだ。

「炎を凍らせた………!?　まさか飛鳥が、」

　そう言って、闘技場に視線を落とす。そこで二度驚おどろいた。

　闘技場に飛鳥の姿はなかった。中心に佇たたずむウィラと空中に逃げた耀の二人しかいない。代わりに闘技場のリングの上には───先ほどまで存在しなかった鋼の球体が聳えて立っていたのだ。

（あの球………ディーンと変わらないぐらい大きい）

　劫火が吹き荒れたリングの上で、謎なぞの球体は無傷だった。鋼の球体は微び弱じやくな雷らい光こうを放ち、何者も寄せ付けない堅けん牢ろうのような存在感を漂ただよわせている。

　会場が静まり返る中、闘技場の中心───凍いてついた嵐の中から飛鳥の声が響ひびく。

「もういいわ。防護を解いて、アルマ」

『了りよう解かいしました、マイマスター』

　───ドクンッ、と球体が脈打つ。

　ペストはそこでようやく、球体に意思があることに気が付く。

　冷たい鋼の檻おりは脈動するように波打ち、稲いな光びかりを伴ともなってその姿を変えていく。

　雄お々おしく伸のびた角に、力強い四し肢しと蹄ひづめ。白銀の体毛から光る稲妻を迸らせ、威い風ふう堂どう々どうとした山羊やぎの神しん獣じゆうが、飛鳥を守るように立ち塞ふさがっていた。

（山羊の………神獣!?　それも稲妻を放つなんて、並なみ大たい抵ていの神獣じゃない………!?）

　古来、神しん霊れいの格の高さの象しよう徴ちようとして伝えられるのが〝雷かみなり〟の恩恵だ。〝雷〟は人類を調ちよう伏ぶくさせる最後の自然エネルギーとして、古く永く尊い信しん仰こうを維い持じできる。

〝神鳴りカミナリ〟と読んで字の如ごとく、大おお嵐あらしや雷らい鳴めいは人類のみならず、数多あまたの種族の畏い怖ふを収集する最古の信仰の一つ。

　主神級の神霊かその神族に近しくなければ、稲妻を携たずさえることは難しいはずなのだ。
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（おかしい………あの山羊の神獣は、明らかに飛鳥の実力を上回っている。飛鳥はどうやって、あんな怪かい物ぶつを調伏したの………？）

「ペスト！　どうしたの、そんな所で！」

　ハッと振り返る。彼女を呼んだのは展示回かい廊ろうで別れたジンたちだった。

　三人は偶然出くわしたペストに駆かけ寄るが、リンの姿が見えないことに小首を傾げる。

「………？　リンは何ど処こに？」

「さ、さあ。用事があると言って途と中ちゆうで別れたわ。事情なら殿でん下かのほうが詳くわしく知ってるんじゃない？」

「ん？　ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。把は握あくしてる。リンの事だから今いま頃ごろ、〝神かみ隠かくし〟の犯人を突つき止めてるんじゃないか？」

「ホントに!?」

「手て掛がかりを見つけたと言っていたからな。───それより闘技場を見ろよ。なんだか面おも白しろいゲームになってるじゃないか」

　黄金の瞳ひとみを細めて愉たのしそうに笑う殿下。

　彼は手すりに凭もたれ掛かかり、値ね踏ぶみするように飛鳥と山羊の神獣を見下ろす。

「自動人形オートマータに似てるが、人形とは違ちがう。意思もあるし一見して生きてるように見えるな。一体誰だれの作品だ？」

「えっと………〝ウィル・オ・ウィスプ〟のジャックとウィラさんじゃないかな？」

　ジンが素す早ばやく答える。すると殿下は納なつ得とくいったと頷うなずいた。

「〝蒼炎の悪魔〟………生死の境界を司つかさどる悪魔か。なるほど、合が点てんがいった。あの女なら生命付与アウラエンチヤントも難しくない。あれは恐おそらく、神獣の転生体だ」

　転生体？　と小首を傾かしげるジンとペスト。

　殿下は小さく笑い、観客席で気絶しているアーシャを指さした。

「例えば、あの地精。あれは死後の人間に地精が着ちやく床しようし、新たな生命体として生まれた姿だ。生命体っていうのは基本的に、死ねばそこで霊格を失われるが、死を超ちよう過かして次の生命として生まれ変わることが可能だ」

「………生き返るってこと？」

「まさか。新しい命は新しい人格の財産だぞ。何よりも、完全な死者の蘇そ生せいには独立した宇宙観コスモロジーの運営が必ひつ須すだ。〝蒼炎の悪魔〟にそれほどの力はない。多少は記き憶おくを引き継つがせられるだろうけど、持ち越こせるのは容姿ぐらいのものだろ。あんな形で転生すれば、きっと霊格も劣れつ化か───」

　ふっと、そこで殿下は言葉を切る。

　先ほどまでの笑えみを消した彼は、訝いぶかしげな視線で山羊の神獣を睨にらんだ。

（………転生をすれば、霊格も劣化する。それは転生した憑より代しろの霊格に存在が依い存ぞんするからだ。普ふ通つうなら生前の神格も返上されるはず………なのに何故なぜ、あの山羊は神獣のまま顕けん現げんしているんだ？）

　疑問を抱いだいたまま、鋭えい利りな瞳で飛鳥を見つめる。

〝アンダーウッド〟での戦いで久遠飛鳥のギフトは聞いている。

　出生は不明だが、〝バロールの死眼〟を無力化させる炎ほのおを使ったと、対たい峙じしたアウラは報告していた。

　故に殿下は、大たい鵬ほう金こん翅じ鳥ちようと同系統の強力な対神を持つ恩恵ギフトだと推測していた。

（だがアレはそういう類たぐいじゃない。霊格を引き上げるのは神格の付与か、似像イデアの規模を拡大させる類の力が必要だ。───どちらにせよ、人間の力の範はん疇ちゆうを超こえている）

　飛鳥と謎の神獣を注視する殿下。

　すると彼の視界が、空へと逃のがれていた春日部耀を捉とらえた。耀は〝生命の目録〟から火ひ蜥蜴とかげと鼠ねずみのギフトを融ゆう合ごうさせ、〝火鼠〟の革かわで出来た半はつ被ぴを編み劫ごう火かの嵐あらしから逃れたのだ。

（へえ。アッチは〝生命の目録〟を使って難を逃れたのか。煉れん獄ごくの劫火も、炎の胎たい盤ばんで生まれた鼠は殺せないらしい）

　しかし火蜥蜴と鼠の掛かけ合わせで〝火鼠〟とは、頓とん智ちも何も利いていない。あれでは己の力がどのようなものか教えているのと変わりない。系統樹を操あやつっていることを悟さとられないためには、あんな安易な創作は避さけるべきだ。

（まだまだ荒あら削けずりだし未熟な雰ふん囲い気きだけど………やっぱりこの〝ノーネーム〟は、人材の宝庫だ。出来れば丸ごとウチに欲しいくらいだなー）

　殿下は口角を吊つり上げて微笑ほほえむ。その笑みは新しい玩がん具ぐを得た子供のようであり、同時に略りやく奪だつする物品を値踏みするような不気味さがあった。

　ジンはそんな殿下を横目で見ながら、ふっとすぐ下の観客席に視線を向ける。

「………あ、黒ウサギ！　それにジャックも！」

　呼ばれて、ピョン！　とウサ耳が立つ。

　黒ウサギはキョロキョロと周囲を見回した後、上の観客席にいるジンに気が付く。

「ジン坊ぼつちゃん！　どうしたのですかこんなところに!?」

「ヤホッ!?　それにサンドラ様まで!?」

「私はジンに街を案内していました。〝箱庭の貴族〟様とはお久しぶりですね」

　余所よそ行ゆき用の少し大人びた口調と笑顔で、サラリと噓うそを吐つくサンドラ。支配者に慣れて来たのか、意外と腹芸も得意なのかもしれない。

　ルイオスは鬱うつ陶とうし気な雰囲気だったが、支配者のサンドラを見つけると突とつ然ぜん立ち上がり、見せたこともないような愛あい嬌きようと笑顔で隣となりの席を空けた。

「これはこれは、〝サラマンドラ〟のサンドラ様！　こんな一いつ般ぱん席で出会えるとは思ってもみませんでした！　ささ、此方こちらの席にどうぞ！」

「ありがとうございます、ルイオス様。貴方あなたも北側に来ていらしたのですね」

「ええ。東の田舎いなかくさい雰囲気に耐たえられず、北の文明の薫かおりに誘さそわれて。今は此方のジャック・オー・ランタンのコミュニティと懇こん意いにさせていただいております」

「それは素す晴ばらしいですね。伸び盛りの〝ウィル・オ・ウィスプ〟が〝ペルセウス〟の恩恵付与ギフトエンチヤントを得れば、昇しよう竜りゆうの如く箱庭を駆けあがっていくでしょう。貴方たちの持つ高い技術を、是ぜ非ひとも彼らに教えて差し上げてください」

「え………ええ、まあ。善処しますよ」

　ヒクついた笑顔で応じるルイオス。

　遠回しに、〝貴重な技術をジャックたちに渡わたせ〟と言われたのだ。流石さすがのルイオスもおべっかは続けられず言葉を濁にごすぐらいしか出来ない。

　軽くサンドラにあしらわれたルイオスは不ふ機き嫌げんそうに後ろのジンたちを見る。

　そこでふっと、殿下で視線を止めた。

「………？　おい、そこの白はく髪はつのチビ」

「なんだ？」

　無礼な物言いに、泰たい然ぜんと対応する殿下。

　普ふ段だんのルイオスならこの態度だけで怒いかり心しん頭とうとなっていただろう。プライドが高い彼が十二歳ほどの少年にこんな口の利き方を許すはずがない。

　しかしこの場合に限っては違った。

　白髪金眼の殿下を上から下まで注視したルイオスは、僅わずかに腰こしを上げて問いかけた。

「お前………僕と、何処かで会ってないか？」




　　　　＊




　氷の嵐の中で、カランカランカラン！　と三つの蒼あおい宝ほう珠じゆが転がって砕けた。

　劫火の炎を凍らせた恩恵の核かくが、飛鳥の手から零こぼれ落ちたのだ。

（くぅっ………炎の宝珠より、凍らせる宝珠のほうがずっと高価なのにっ………！）

　大散財だと内心で悔くやしがる飛鳥。

　しかし仮にも財ざい閥ばつの令れい嬢じようである彼女はそれを表に出さない。

　───ちなみに、これは余談だが。

　凍らせる宝珠のほうが高価なのは、実用性云うん々ぬんの差ではない。

　物体の運動エネルギーをマイナスに移動させるこの恩恵は熱力学第二法則に反する現象であり、人類が未み踏とうの恩恵の一つであることが原因である。これが可能であれば人類は容易たやすく永久機関を作り上げることが出来ることになってしまう。故ゆえに箱庭広しといえども、この法則を物理的に覆くつがえした存在は、たった一人の悪あく魔ましかいない。

　この高価な恩恵は、たった一つで金貨一枚にも相当するというボッタクリ価格………!!!

　───と、そんな余談はともかくとして。

　飛鳥が極大化させた冷気は〝現象を凍こおらせる〟という規模で顕現した。

　万ばん象しようを燃やし尽つくす劫火とは対極に位置する恩恵だ。この規模の冷気を操る者となれば、北ほく欧おう神群に一人いる程度だろう。

　両者のぶつかり合いでリングと地表は融ゆう解かいして見る影かげもないが、辛かろうじて跡あとらしいものは見え隠かくれしている。その枠わくから出れば敗北と同じ扱あつかいだ。

　慎しん重ちように場外の範はん囲いを見み極きわめる飛鳥。すると上空から耀が下りてきた。

〝火鼠〟の半被を来た耀は飛鳥に近寄り、冷ひや汗あせを拭ぬぐって笑いかける。

「飛鳥、よかった！　でもあの炎をどうやって、」

「ふふ、それは秘密………と言いたいけど、そんな余よ裕ゆうがある相手じゃなさそうね」

　キッと鋭するどい視線をウィラに向ける。

　飛鳥は敵意を隠すこともなく問いかけた。

「初めまして、ウィラさん。貴女あなたの御ご高名は東側にも伝わっていましてよ」

「……………」

「でもまさか、同盟相手にいきなり殺されそうになるとは思わなかったわ。どういうつもりなのか、〝ウィル・オ・ウィスプ〟の長おさとして教えてくださる？」

　腰に手を当てて高圧的に問いかける飛鳥。

　その問いは耀にとっても同じものだった。支配者が主しゆ催さいするこの〝造物主達の決けつ闘とう〟は原則として殺しがご法はつ度ととなっている。〝契約書類ギアスロール〟に載のせるまでもない大前提だ。

　致ち死しの一いち撃げきを放ったウィラは、ゲームのルール以前の常識が抜ぬけ落ちているとしか思えなかった。

「答えてもらうわよ。どうして貴女は、あんな危ない炎を召しよう喚かんしたの？　その回答如何いかんでは、同盟の一件も考え直させてもらうわ」

「……………？」

　キョトン、と呆ほうけるウィラ。

　砂糖菓が子しより甘く愛らしい表情で小首を傾げ、困ったように告げる。

「………危なかった？」

「はい？」




「あの程度の炎が、どうして危なかった？」




　───ガチン、と二人は同時に硬こう直ちよくした。

　不覚にも、思考も体も金かな縛しばりにあったように停止してしまった。

　ウィラの回答は有う無むを言わさず二人のプライドを真っ二つに引き裂さいた。その無情さはむしろ八やつ裂ざきという言葉がよく似合う。

　まさか地じ獄ごくの窯かまを開かい封ふうしながら、あの程度と言い捨てられるなどとは思いもよらなかった。彼女にとってはアレでも十二分に手加減していたとでも言うらしい。

　飛鳥は内心の憤ふん怒ぬをグッッッと堪こらえ、渾こん身しんの笑顔をウィラに向けた。

「そ、そう。そうね。あの程度の炎ならなんてことないわっ」

「と、当然だし。あの程度の炎なんて問題ないしっ」

　声を震ふるわせながら答える飛鳥と耀。………どこかぎこちないのは気のせいではない。

　ウィラはそんな二人をどう思ったのか。小動物のように小首とツインテールを左右に振ふり、何かに思い至ったかのように顔を上げ、

「───貴女たちは、強い」

「え？」

「二人とも自分を過小評価しすぎている。私が言ったのは嫌いや味みじゃない。貴女たちにとって、地獄の劫火なんて、もの凄すごく格下。貴女たちが恐おそれるような代しろ物ものじゃない」

「……………」

　ふっと。飛鳥は無意識のうちに剣けん吞のんな雰囲気を解いた。

　劫火の嵐は恐ろしいものだった。少なくとも飛鳥と耀の印象からはそう思えた。しかしいざ乗り越こえてみれば、二人の体には傷一つない。

　耀は数々の死線を乗り越え、その度たびに強くなっていった。

　飛鳥は才能に苦く悩のうしながらも、ようやく己おのれに見合う恩恵を手に入れた。

　箱庭の日々の軌き跡せきが、積み重ねてきた功績が、築き上げた絆きずなが、二人の才能を己の思う以上に開花させ始めているのだとウィラは告げているのだ。

「特に、飛鳥。貴女のことはフェイス・レスからも話を聞いている」

「彼女から？」

「うん。彼女から話を聞いて、私は貴女の恩恵───〝アルマテイアの城じよう塞さい〟を造った」

　スッと指を指す。

　彼女の指の先には、雄お々おしい姿を誇こ示じする山羊やぎの神しん獣じゆうがいる。

「〝アルマテイアの城塞〟は私とジャック………そしてルイルイが造った、」

「ルイルイ!!?　何それ、まさかあのボンボンのこと!?」

「こほん。今の無し」

　言い直して、テイクツー。

「〝アルマテイアの城塞〟は私とジャック………そしてルイオスが造った、最高傑けつ作さく。今の貴女たち二人なら、フェイフェ………こほん。フェイス・レスとだって、互ご角かくに戦える。だからもっと自信を持つべきだ」

　キリッ、とした顔で締しめるウィラ。

　二人を導こうと頑がん張ばったらしいが、最後でドジを踏ふんだらしい。

　しかし本人はそれでもカッコよく締めたつもりらしく、両手を広げて二人を迎むかえ撃うつように構える。

「………私は、戦うのが好きじゃない。ゲームに参加するのも。でも、二人が自分の実力を見直すために───北側最強として、戦おうと思う。それが私に出来るお礼」

「お礼？」

「二人は二度も、魔ま王おうからジャックとアーシャを助けてくれた」

　そのお礼だと微笑む、北側最強の少女。

　飛鳥と耀は共に顔を見合わせ、少し困ったように肩かたを竦すくめた。

「………どちらかというと、助けてもらったのは私たちのような気がするわ」

「うん。私たちもいつかお礼をしないとね」

　頷うなずき合い、共に臨戦態勢を取る。

　二人はようやく〝造物主達の決闘〟を心から楽しめる気がした。

　北側最強が、大手を広げて挑ちよう戦せんを受けてくれるのだ。これほど胸が躍おどることもない。東の問題児が挑いどまずにいられようか。

「ウィラさんには悪いけど、二対一で行かせてもらうわよ」

「問題ない。此こ処こからは私も本気を出す。多分、二人で来ないと危ない」

　言うや否いなや、両手から蒼い風を放出し始めるウィラ。

　小規模とはいえ〝愚ぐ者しやの劫ごう火か〟は触ふれるだけでも致ち命めい傷しようだ。

　まずはあの蒼い風を突とつ破ぱできねば話にならない。〝火ひ鼠ねずみ〟の半はつ被ぴを着れば耐えられるが、それでは攻せめが疎おろそかになる。何より彼女の瞬間移動に対策が打てねば意味がない。

　どう攻めるべきか悩なやむ耀に、飛鳥が身を寄せて囁ささやく。

「春日部さん。一つ、名案があるのだけど………どうする？」

「………リスクは？」

「ハイリスクハイリターンってところかしら」

　悪戯いたずらっぽく笑う飛鳥。彼女が余裕を持って話を持ちかける時は、勝算を既すでに見積もっている時だ。それを知る耀は小さく頷いて承しよう諾だくする。

「わかった。聞かせて、その作戦」

　コクリと飛鳥が頷いた瞬間───







　事態は急変した。







　第七章







　───〝星海の石せき碑ひ〟・星海龍りゆう王おうの彫ちよう像ぞう前。

　闘とう技ぎ場が極大の火柱を上げた頃ころ。十六夜いざよいとマンドラの二人は展示回かい廊ろうの最奥、殿でん堂どう入りを果たした展示物の閲えつ覧らん場に足を運んでいた。

　一いつ般ぱん客きやくが入れないこの場所には巧こう緻ちな細工を施ほどこした彫像や装そう飾しよく品が列挙して保管されている。火か龍りゆう誕生祭の時にも飾かざられていた星海龍王の彫像───サラが造ったという、翠みどり色のテクタイト結けつ晶しようも此処に収納されていた。

「しっかしこのテクタイト結晶………一体どこで掘ほり出したんだ？」

「掘り出したわけではない。姉上が星海龍王の龍角を使い、宮きゆう殿でんの背後に聳そびえる巨きよ峰ほうで造り上げたのだ」

「へえ。じゃあ裏手の巨峰は活火山だったわけだ」

「今は休火山だがな。………それより、本当にこんなところにサンドラが居るのか？」

「うん？　いないんじゃね？　俺はこの機会に貴重な展示品を見たかっただけだぞ」

　………なっ、と絶句するマンドラ。

　また怒ど鳴なり散らすかと思われたが、いい加減に無意味だと悟さとったのだろう。肩を落として外に出ようと踵きびすを返す。

　すると突とつ然ぜん、十六夜がマンドラを呼び止めた。

「おい、マンドラ」

「五月蠅うるさい。私は魔王とサンドラを探さねばならんのだから、案内をしている時間は」

「そう言わずに。この彫像の銘めい………コウメイって知ってるか？」

　ピタリと、マンドラは足を止めた。先ほどまでは青筋を立てて怒おこっていたというのに、コウメイという名を口にした途と端たん、その表情は呆あつ気けにとられていた。

　二度三度と瞬まばたきを繰くり返すマンドラは、心底意外そうに問いかえす。

「………何故なぜ、それを私に問う？」

「そりゃお前、ここの保管庫にあったんだから」

「違ちがう。コウメイ殿どのに関してはもっとよく知る人物がいるだろう？」

　訝いぶかるように問うマンドラ。

　十六夜は一いつ瞬しゆんだけ呆ほうけたような顔になったが、即そく座ざに彼が言おうとしたことを理解する。

「まさか………いや、やっぱりそうなのか？」

「なんだ、やはり知っていたのではないか」

「いやだってお前、それ天文学的な確率だぞ。既き存ぞんの六九桁けたでも示せないぐらいの。それとも箱庭から、召しよう喚かんする人間を選ぶような馬ば鹿かげた選別方法が存在しているのか？」

「それは当然あるだろう」

　サラリ、と回答するマンドラ。

　十六夜は思わず手に持っていた彫像を落としそうになるほど驚おどろいた。

「………いや、いやいや。ちょっと待て。幾いくらなんでもそれはありえねえよ。俺の今までの推測じゃ、この箱庭は可能性の線上・時間流に偏在して存在してるはずだ。なら特定の個人を召喚するってことは、可能性の海から小石を一つ探し出す様な神かみ業わざだぞ？」

「そんなことは知らん」

　ぶっきらぼうに言い返すマンドラ。十六夜はますます以もつて眉まゆを顰ひそめた。それほど十六夜は、己の推論に絶対的な自信を持っていたからだ。

　───逆さか廻まき十六夜・久く遠どう飛鳥あすか・春日かすか部べ耀ようの三人は、異なる時代から同一の時間流に召喚されている。ということはこの〝箱庭〟という空間は、外界の時間流に対して恒こう久きゆう的に繫つながっている、あるいは時間流に偏在している空間と仮定できる。

　可能性の交差点に召喚ポイントが限られるのは、異なった時間流の平面が重なり合った瞬間にのみ、〝箱庭〟という存在の密度が高まるからだ。

　この一例だけならまだ確信には至らず仮定止まりだが、今まで戦ってきた魔王や仇きゆう敵てきたちのことを思うとそう考えなければ辻つじ褄つまが合わない。

　例えば〝ペルセウス〟。彼らは十六夜の世界だと寓ぐう話わの中の住人だ。実話ではない。

　しかし彼らの先祖も十六夜たちと同じくこの箱庭に召喚された異い邦ほう人じんだという。これは異なる可能性の線上で、〝ペルセウス〟という人物が存在していたという証あかしだ。それにレティシアたち吸きゆう血けつ鬼きが人類よりも未来から来たことも、根こん拠きよの一つに挙げられた。

　───時代の前後、事実と虚きよ構こうが混じり合う世界。

　これらは〝箱庭〟という空間が異なる時間流に偏在、あるいは接続する空間だと仮定すれば、全すべての辻褄があうのだ。

（………でも、無限の可能性から特定の個人を複数人呼び出すなんて、可能なのか？）

　そう───時間流に偏在しているということは『十六夜』という人物を無限に召喚することも可能であり、それは同時に、『今の十六夜ではない十六夜』、つまり別人を召喚するということでもある。その十六夜は己とは全く違う趣しゆ味み嗜し好こうを持ち合わせた別人であり、人生の軌き跡せきもまた異なるだろう。もしかしたら女かも知れない。

　同一の人物像が同時に存在する場合、一方が異なった別人のものであるという証明は、〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟という伝承が提示している。彼らは一つの事実・一つの伝承に複数の人物像と事件性が存在し、それぞれが別の可能性を内包した世界の住人たちだった。

　可能性いせかいの大海は宇宙よりも遥はるかに広大だ。その大海から個人を拾い上げる方法など、十六夜には全くこれっぽっちも想像できなかった。

（くそ、摑つかめそうで摑めない。まだ何か………大きなキーワードが欠けているのか？）

　少なくとも、現時点で十六夜が持つ情報では処理できる範はん囲いを超こえていた。

　理解できず、十六夜は深刻そうな顔で考え込む。マンドラは自分の発言が原因だと気が付き、コホンとせき込んで補足した。

「………ふむ。まあ、言い方が間ま違ちがっていたのも事実だ」

「何？」

「具体的には、召喚方法を知っている御ご仁じんを知っている………といった方が正しい。お前も数か月とはいえ箱庭で暮らしていたなら聞いたことぐらいはあるだろう？　星の境界と黄金の魔王───〝クイーン・ハロウィン〟の伝説を」

　十六夜は驚きよう愕がくで瞳ひとみを見開き、子供のように輝かがやかせた。

「〝クイーン・ハロウィン〟………ハッ、噂うわさは聞いてるぜ。箱庭の〝三大問題児〟なんだろ？」

「そんな呼び名は恐おそれ多くて出来んがな。箱庭を代表する御お一人であるのは間違いない。この箱庭に〝魔王キング〟は数いれど、〝女王クイーン〟と呼ばれるのは………箱庭全土で、あの御お方かただけなのだから」

「そりゃ堪たまらねえな。是ぜ非ひとも拝はい謁えつの栄えい誉よに預かりたいもんだ」

　コン、とコウメイの銘が刻まれた彫ちよう刻こくを叩たたく。

　謎なぞは解けなかったが、鍵かぎは手に入れた。

　十六夜は思わぬ収しゆう穫かくに拳こぶしをぐっと握にぎりしめる。

（とにかく。春日部の親父おやじが箱庭と外界を行き来していたことは間違いない。もしも、箱庭から特定の人物を召喚することが可能なら………リリの母親を助けることも、不可能じゃないかもしれない）

　旧〝ノーネーム〟のメンバーは金糸雀カナリアを含ふくめて外界に飛ばされている可能性がある。リリの母親もその一人だ。

　宇迦之御霊神ウカノミタマノカミより神格を授さずかったというリリの母親がもしも外界に飛ばされていたとするなら、その神格が歴史に与あたえた影えい響きようから飛ばされた時代を推測できるかもしれない。

（まずは時間の変調を観測する方法を探してみるか。〝クイーン・ハロウィン〟に謁えつ見けんを申し込むのは、全ての準備が整ってからでも問題ないだろ）

　この問題に関しては半ば諦あきらめかけていたが、思わぬところで収穫を得た。

　これを機に〝ノーネーム〟のメンバーを一いつ斉せいに呼び戻もどすことも可能かも知れない。

「ありがとよ。おかげで何とかなりそうだわ」

「そうか。なら、此方こちらも手伝ってもらわねば困る。すぐにサンドラを───」

　連れ戻す、とは続けられなかった。

　マンドラがそう口にしようとした途端、大地を揺ゆるがす衝しよう撃げきが奔ったのだ。

　その揺れは耐たい震しん用に造られている保管庫を大きく揺り動かし、幾つかの展示品を倒たおすほどにまで広がる。

　十六夜は近くにあった展示品を支えながら、鋭するどい眼まな差ざしで闘技場の方角を見た。

「………震しん源げんが近いな」

　警けい戒かいを込めて呟つぶやく。今の揺れは並なみ大たい抵ていの衝撃ではなかった。

　これが戦いの余波ならば、戦っている者たちは尋じん常じような実力者ではない。隣となりの闘技場には〝造物主達の決けつ闘とう〟に参加している飛鳥や耀がいるはずだ。

　もしもあの二人が、こんな実力者と戦っているなら───

「悪い、予定変へん更こうだ。俺は闘技場に行く。御チビたちが闘技場にいる可能性もあるしな」

「あ、ああ。私は憲兵隊と合流してから向かう」

　突然の衝撃に腰こしを抜ぬかしているマンドラを尻しり目めに、十六夜は走り出す。

　───嫌いやな予感がしていた。

　今まで幾いく度ども死線を乗り越こえた十六夜だが、その何いずれにも該がい当とうしない悪お寒かんが背中に奔る。十六夜は直観的にかつてない脅きよう威いを感じとりながら、颯さつ爽そうと闘技場を目指した。




　　　　＊




　───時間を、少し遡さかのぼる。

　観客席の隅すみの席。

　年に一度あるか無いかの大規模なゲーム展開にますます熱ねつ狂きよう的な歓かん声せいが飛び交かう観客席だが、その隅の席は少しだけ雰ふん囲い気きが違った。

　ルイオスは白はく髪はつ金眼の少年を見た途端に瞳を細め、剣けん吞のんな声こわ音ねで問い正していた。

「お前………僕と、何ど処こかで会ってないか？」

　訝しそうに睨にらみながら告げるルイオス。

　先ほどからずっと殿でん下かを見ていたのはそれが理由だったのだろう。殿下は一瞬だけ瞳を丸くして驚いたが、小さく笑って頷うなずいた。

「そうだな。会ったことがあるかもしれない。うちは商業コミュニティだからな。〝ペルセウス〟とも商売の中で会ったんだろ」

「ああ、うん。そんな感じの記き憶おく。確か大きな商談の時にチラッと………」

　思い出せそうで思い出せないという素そ振ぶりを見せ、不快そうに顔を歪ゆがめて頭を抱かかえるルイオス。ジンはそんな彼を見ながら苦笑いを浮うかべ、殿下とルイオスの間に割って入る。

「その事なんですけど………あの、ルイオスさん」

「あん？　なんだよ？」

　さり気無い素振りでそっとサンドラを後ろに庇かばったジンは、一瞬で笑えみを消し、




「それ───レティシアさんを買い取ったとき、じゃないですか？」




「───っ!?」

　ハッと、虚きよを突つかれた殿下の表情が驚愕に染まる。心の隙すきを突く見事な一言に、言葉が出ないまま刮かつ目もくしてジンを見返す。

　後ろに控ひかえていたペストも、己おのれの耳が信じられず思考を停止させていた。

（ジン………一体何時から───!?）

「動かないでくださいッ!!」

　一いつ喝かつ、黒ウサギが殿下の背後で叫さけぶ。

　彼女の手には既すでに、帝たい釈しやく天てんの槍やりが握られていた。

「サンドラ様、御お下がりください！　すぐに憲兵隊の用意をッ！」

「ど、どうして、」

「この少年は魔王連盟の出身者ですッ！　レティシア様を売ったコミュニティは世に一つのみ───そう解かい釈しやくしてもよろしいですね、ジン坊ぼつちゃん？」

　コクリ、と頷く。迷いのない受け答えに、ペストはますますもって混乱した。つまりジンはペストも気が付かないうちに殿下の正体を知っていたということになる。

　殿下も同様の気持ちなのか、心底驚いたようにジンを見つめたまま瞬まばたきを繰くり返している。しかし隙があるというわけではない。

　泰たい然ぜんとした態度を取り続けているこの白髪金眼の少年は、帝釈天の槍を突き付けられても尚なお、黒ウサギを脅威と捉とらえていない。

　真っ直すぐにジンを見つめたまま、面おも白しろそうに微笑ほほえんで質問した。

「ジン。後こう学がくの為ために聞いておきたい。一体何時から、俺が魔王連盟だと気が付いた？　ペストが教えたとは思えないんだが」

「………初めからだよ。ペストは君達と会ったときに、〝久しぶりね〟と答えた。だけど───君たちは、いつ出会ったんだ？」

　ハッとサンドラも思い出したように息を吞のむ。

　ジンは出会い頭に、こう告げていた。

〝この二か月、ペストには護衛を兼かねて四六時中───〟

「そう。ペストを隷れい属ぞくさせたこの二か月、僕らは四六時中一いつ緒しよだった。つまりペストが君たちを知っていて、僕が知らないということはありえないんだよ。もしそんな時期があるとすれば───〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟を名乗っている時しかありえない」

「なるほど。出で会あい頭がしらで既に見み抜ぬかれていたのか。これはケアレスミス………いや、ジンのファインプレーといった方が正しいな。素す直なおに見直したよ」

「じゃ、じゃあ………リンも………？」

「そうだ。騙だまして悪かったな、サンドラ。俺たちはお前たちが魔王連盟と呼ぶものだよ」

　変わらぬ調子で笑う殿下。

　サンドラはそこでようやく、彼が本当に魔王連盟の一人なのだという事実を受け入れた。この状じよう況きようで友情に騙されるほどサンドラは未熟でもなかった。

「っ……！　〝箱庭の貴族〟様。彼を捕つかまえておいてください。すぐ戻ります！」

「ＹＥＳ、お任せください！」

　辛つらそうな顔で言葉を嚙かみ殺し、背を向けるサンドラ。

　神槍を構え、力強く頷く黒ウサギ。彼女が闘とう技ぎ場を出ていくのを確かく認にんすると、殿下はもう一度だけジンに視線を向けて問うた。

「もう一つ教えてくれないか？」

「………何？」

「ジンは一体、何処まで気が付いている？　俺にはお前がミスリード………〝神かみ隠かくし〟の解釈を間違っているようには思えない。───本当は見えているんじゃないか？　今回の〝神隠し〟の真実が」

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんを金の瞳に浮かべて問いただす。

　ジンはその視線を真っ直ぐ見つめ返したまま、静かに語った。

「………いいや、違ちがうよ。あれはあれで一つの推理、一つの解釈だ。今回の〝神隠し〟を引き起こしているのは恐らく西遊記に記された〝混こん世せい魔ま王おう〟。〝斉天大聖天に斉しき者〟に恨うらみを持つこの魔王が兄弟分の蛟こう劉りゆうさんを襲おそおうと思うのは不思議なことじゃないよ。だからきっと………〝混世魔王〟の狙ねらいは、初めは蛟劉さんだったはずだ」

「─────」

「この〝混世魔王〟は〝斉天大聖〟の故郷から子こ猿ざるばかりを攫さらっていた、人攫いの猿えん鬼きというのが通説だけど………実は違う。混世魔王の霊格そんざいは〝放ほう蕩とう心〟の化け身しんだ。混こん沌とん極きわまる混世で人の心の隙すき間まに取り入り〝一いち事じ無む成せい〟───一事も成す事の無い魂たましいへと変質させる悪あく魔ま。この悪魔は大人を緩ゆるやかに堕だ落らくさせて混世を築き、子供の放蕩心を増長させて親から孤こ立りつさせる力を持つ。これが〝未熟な子供の神隠し〟───混世魔王の正体だ」

　───故ゆえにこの〝混世魔王〟は、仙せん道どうの修しゆ行ぎようを得て一人前となった〝斉天大聖〟によって打ち負かされる。様々な負の意味を持つ〝混〟を切り捨てたことによって、〝斉天大聖〟は成長の証あかしとしたのだ。

「………殿下。僕たちは今日、これによく似た境きよう遇ぐうの女の子と一日共にしていたよね？」

「ああ。そうだな」

　隠かくす素振りもなく、正直に頷く殿下。

　ジンは内心の怒いかりと悲しみとを奥歯で嚙み殺し、静かな声音で告げた。

「殿下………君たちの狙いは、〝混世魔王〟とコンタクトを取ることと………その力で、サンドラを〝神隠し〟に遭わせることだ………!!」

「マーベラス、大正解だ。まさかそこまで見抜いていたなんて思いもよらなかった。本当に見直したぞ、ジン」

　金眼を爛らん々らんと輝かがやかせ、高らかに哄こう笑しようを上げる殿下。

　隣で二人のやり取りを聞いていたペストは蒼そう白はくになりながらも、そもそものことの顚てん末まつを顧かえりみていた。

（それじゃつまり………サンドラは宮殿から抜け出したのではなく。〝神隠し〟の被ひ害がい者しやの一人として、宮殿を抜け出させられたということ………!!）

　その真実に、ペストは背筋がゾッと凍こおりつく悪寒を感じていた。

　もしも宮殿でサンドラとジンが出会っていなければ、彼女は今いま頃ごろ〝神隠し〟の被害者として姿を消していただろう。召しよう集しゆう会の主催者ホストである彼女が勝手に居なくなれば、〝サラマンドラ〟の空中分解は必至だ。支配者たちの連れん携けいも取りづらくなるのは明白である。あの時にサンドラと出会ったのは、正に奇き跡せきのような巡めぐりあわせだった。

（ジン………まさか、一人でそこまで考えていたなんて）

　そっと、ペストはジンに対する評価を改めた。

　彼は彼で、既に幾いくつもの戦いを乗り越えているのだ。普ふ段だんは少し頼たよりないかもしれないが、才能の足りない中で必死に努力をしてきたのだろう。

　この天才鬼き才さいが集つどう〝ノーネーム〟で取り残されないように、ジン＝ラッセルが出来る十全の日々と功績を重ねてきたのだ。

「………殿下。大人しく投降して欲しい。この状況がどうにかなると思うほど、君は愚おろかじゃないはずだ」

「ふぅん。投降、ねえ」

　殿下は笑いを嚙み殺しながら、周囲を取り囲むメンバーを確認する。

〝ペルセウス〟の頭首・ルイオス。

〝ウィル・オ・ウィスプ〟の参さん謀ぼう・ジャック。

〝箱庭の貴族〟である黒ウサギ。

〝ノーネーム〟に下った元魔ま王おう・ペスト。

　彼らを一いち瞥べつした殿下は、ふっと悪戯いたずらを思い付いたかのような顔で笑い、

「そうだ、取り引きしようぜジン」

「………取り引き？」

　ジンが怪け訝げんそうな瞳ひとみでオウム返しに応こたえる。

　殿下はさも妙みよう案あんを思い付いたとばかりに満面の笑みで───




「全員、生かして帰してやる。だからジンとペストは、俺の軍門に下れ」




「な………!!?」

　───絶句した。殿下を除いた全員が、完全に言葉を失っていた。

　信じがたいことに彼は今、この状況を歯し牙がにもかけていない。彼にとって帝釈天の神槍よりも、ジンの応答のほうがよほど重要だとでもいうように。

　命を危あやぶむべきは己ではなくジンや黒ウサギだと、彼は確信を持って告げたのだ。

　黒ウサギは眼前の少年の不気味さに、気が付けば汗あせを滴したたらせていた。

「ジン坊ちゃん、答える必要はありません。この少年は………危険です………!!」

　静せい寂じやくささえ感じさせる金眼が、ユラリと黒ウサギを捉える。いっそ涼すずやかささえ感じるその流し目に、黒ウサギは言いようのない脅きよう威いを感じた。

「そう怯おびえるなよ。ジンの応答次し第だいで、ちゃんとコミュニティに返してやる。なんなら支配者たちの召集会は目を瞑つぶってやってもいい。これは破格の条件じゃないか？」

　黄金の双そう眸ぼうが黒ウサギを搦からめ捕とる。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように一いつ瞬しゆん、身体からだを硬こう直ちよくさせた黒ウサギは───

「………っ、覚かく悟ご───!!」

　雷らい鳴めいと共に、帝釈天の神槍を解放させた。

　───この少年は駄目だ。

　仕留められる機会に仕留めねばならないと、軍神の眷けん属ぞくの血が訴うつたえている。彼の存在は重要な手て掛がかりになるかもしれないが、そんなことは言っていられない。

　この一いち撃げきで仕留めねば、この場にいる全員が殺される………!!!

「そうか………やるのか、〝箱庭の貴族〟。なら仕方ないな」

　背を向けたまま、泰然と両手を広げる。

〝さあ、好きに撃うて〟とでも言いたげに、不敵な笑えみを浮かべる殿下。

　その余よ裕ゆうも挑ちよう発はつも不気味だったが、覚悟を決めた黒ウサギに躊ちゆう躇ちよはない。

　神槍を構えた黒ウサギは沸ふつ騰とうしそうな思考を刹せつ那なに冷れい却きやくさせ、一足飛びに踏ふみ込んだ。




「穿うがて………〝疑似叙事詩・梵釈槍プラフマーストラ・レプリカ〟────!!!」




　轟ごうと鳴り響ひびく雷鳴。

　勝利の運命を宿す神槍が、激しい雷らい光こうと共に殿下の背中に解放される。

　神しん霊れいさえも一撃で打だ倒とうする必殺必勝の槍は、幾いく千せん万まんの天てん雷らいを放出して地上を焼け焦こがす。

　運命そのものを恩おん恵けいとして宿す神しん槍そうは一度突つき刺さされば最後、あらゆる概がい念ねんを凌りよう駕がして敵を撃ち殺すだろう。

　白はく髪はつ金眼のこの少年が何者であっても、この一ひと刺さしからは逃のがれられない………!!

「な、なんだ!?」

「観客席で戦っている者がいるぞ!!」

　突とつ如じよとして現れた雷光の束に、熱ねつ狂きようしていた観客たちも驚おどろきの声を上げた。乱らん闘とう騒さわぎは珍めずらしくないが、この時ばかりは規模が違った。

　周囲に膨ぼう大だいな熱を放出する神槍は大気を熱膨ぼう張ちようさせて幾度もの雷鳴を轟とどろかせて爆ばく発はつを呼ぶ。観客の驚きは当然のものだ。

　───しかし、黒ウサギの驚きよう嘆たんはそれを遥はるかに上回る。

「な………何で……!!」

　殿下の背中に突き立てられた神槍───否いな。

　帝たい釈しやく天てんの神槍は、彼の背を穿つことなく弾はじかれていた。

（これは………槍が貫通していない!?　でもどうして、）

「相あい性しようが悪かったな。この類たぐいの武具は、生まれついて効かないんだよ」

　雷らい撃げきをその身に受けながら、それでも涼やかな笑みを浮うかべる。

　如何いかに神槍の刃やいばが突き立たなくとも、余波だけで焼き殺されそうなものだというのに。この少年にはまるで通用していない。

　クルリと踵きびすを返した殿下は正面に黒ウサギを捉とらえ、

「今日は様子見のつもりだったんだがな。こんなことになって残念だぜ、月の御み子こ」

「───っ、お逃にげください、ジン坊ぼつちゃん───!!!」

　絶ぜつ叫きようを上げる黒ウサギ。しかし、何もかもが遅おそかった。

　殿下は無造作に拳こぶしで槍を弾き、黒ウサギの懐ふところに踏み込む。構えていた槍を弾かれて体勢を崩くずされた黒ウサギだったが、追つい撃げきの拳を体たい捌さばきだけで躱かわし切る。

　空中で一回転した黒ウサギは遠心力に身を任せて神槍を回し、叩たたきつけるように刃を振ふり降ろす。しかし殿下は身を守る仕草すらせず、その刃を首筋で無造作に受け止めた。

（やはりこれは………〝刃やいばを通さない〟という概念を持つ恩恵………!?）

　帝釈天の神槍には唯ただ一つの弱点がある。

　この神槍の恩恵は〝穿うがった者を必ず倒たおす〟という運命を宿している。故に、そもそも突き刺さらない相手には十全の力を発揮できないのだ。

（しかし、それさえ分かれば正体を突き止めるのは容易たやすいのです………!!）

　黒ウサギは電算機さながらの思考速度で己おのれの知識を洗っていく。

　これほど強力な概念に守られているということは、その恩恵は伝承と功績によって語り継つがれているはずだ。

　瞬しゆん時じに二つ、四つまでこの少年の正体を絞しぼり込むが、殿下はその思考の隙すきを逃さない。

　槍の柄えを摑つかんだ殿下はやはり涼やかな笑みで、

「一瞬だけ時間をやる。死にたくなければ、〝鎧よろい〟を召しよう喚かんしろ」

「っ、この………!!」

　優やさしさすら感じる殺害宣言を受け、黒ウサギはあらゆる思考を破は棄きした。

　この〝槍〟と〝鎧〟は本来、同時に使ってはいけない法則がある。しかし次の一撃は、リスクを全すべて受け入れてでも防がざるを得ない。躊躇った瞬しゆん間かんに黒ウサギの体は粉々に砕くだけ散ると、彼女の本能が訴えていた。

　古書のように焼けた〝マハーバーラタ叙事詩〟の紙し片へんを取り出し、眩まばゆい輝きを放つ太陽の鎧を召喚する。不死の鎧を着装した彼女を殺すことは何者にも出来ない。

　その輝きを確かめた殿下は、小さな拳を全力で握にぎり込み───

「じゃあな。存外楽しかったよ、月の御子」

　振るわれる拳。鎧よろい越ごしに殴なぐられた黒ウサギは僅わずかに踏みとどまろうと足に力を入れるが、殿下の腕わん力りよくは常じよう軌きを逸いつした力を鎧に突き立てる。

（こ、んな………!?）

　ミシリと、太陽の鎧に拳がめり込む。殿下の拳はさながら山河を打ち砕くほどの怪かい力りきを振るい───黒ウサギを、第三宇宙速度で吹ふき飛ばした。

「黒ウサギ殿どの!!」

　隣となりで成り行きを見守っていたジャックが吹き飛ぶ黒ウサギを庇かばうように抱だき留とめる。

　しかし山河を打ち砕く力で殴られた黒ウサギを止めることは出来ず、ジャックもろとも観客席に突っ込んだ。叩きつけられた闘とう技ぎ場の観客席は爆ばく発はつと共に砕けて崩ほう壊かいし、粉ふん塵じんと瓦が礫れきと悲鳴をまき散らす。

「きゃああああああ!?」

　蜘蛛くもの子を散らす様に闘技場から退場していく観客たち。

　黒ウサギは上体を起こそうとするが、身体に力が入らずその場で項うな垂だれる。

「く、黒ウサギ殿ッ！　しっかりしてくださいッ！」

　ジャックのカボチャ頭も半はん壊かいしているが、彼は壊こわれたことを気にせずに黒ウサギを抱きかかえて止血に取り掛かかる。彼が抱きかかえると、太陽の鎧は輝かがやきを霧む散さんさせ、叙事詩の紙片に戻もどった。不死の鎧を纏まとっていたとはいえ、それは一過性のもの。

　鎧が無くなったまま血を流し過ぎれば命の危険もある。

（しかしあの少年………!!　相性の優位があったとはいえ、黒ウサギ殿を一方的に打ちのめすとは………!!）

　帝釈天の眷属にして〝箱庭の貴族〟と謳うたわれるウサギを、拳一つで打ちのめす。子供の姿をしているが正体は人間ではあるまい。

　強きよう靭じん不ふ屈くつなことで有名な〝月の兎うさぎ〟がたった一発でこの重じゆう傷しよう。手持ちの治ち療りよう具では全身に傷を負った黒ウサギを治し切れない。

　ジャックは棒立ちしているルイオスに向かって叫さけんだ。

「ルイオス君！　工こう房ぼうから治療具を！　空を飛べる貴方あなたならすぐ行けるはず!!」

「は、はあ？　何で僕が」

「いいからさっさとしろ、この馬ば鹿か弟で子し!!!　たまには師し匠しようの命令を聞きやがれッ!!!」

　口調を乱れさせて叱しつ責せきするジャック。ルイオスはたちまち身を竦すくませて怯えたが、次の瞬間には舌打ち混じりに飛び立つ。

　ジャックは己の襤褸ぼろを切り裂さいて包帯代わりにし、止血にいそしむ。

　気を失った黒ウサギは身じろぎしながら呻うめくように呟つぶやいた。

「ジン、坊ちゃん………飛鳥さん、耀さん………みんな、逃げて…………!!!」

　意識を失っても同士の身を案じる黒ウサギ。
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　しかしこの場合に限って言えば、その献けん身しんが裏目に出た。

　闘技場で今まさに戦いを再開しようとしていた飛鳥と耀は、傷ついた黒ウサギを見て一瞬、我を忘れたように怒ど声せいを上げた。

「よ、よくも、私のッ───!!!」

「───私達の、黒ウサギを!!!」

　二人はゲームを放ほう棄きし標的を殿下に改める。

　真正面で構えていたウィラは大おお慌あわてで二人の背中に叫んだ。

「だ、駄目………貴女あなたたちだけじゃ………！」

　制止の声は二人には届かない。

　飛鳥と耀は、未いまだかつてない怒ど気きに身を包まれていた。だが仕方ないだろう。

　黒ウサギはコミュニティの重じゆう鎮ちんにしてムードメイカー。彼女が居たから〝ノーネーム〟は日々を明るく過ごしてこられた。

　彼女が居たから───二人は、箱庭で救われたのだ。

「私が前に出る！　飛鳥は援えん護ごお願い！」

「分かったわ！　行くわよ、ディーン！」

　気き焰えん万ばん丈じようの気き迫はくを放つ二人はしかし、激情の中にあっても冷静だった。視線を交かわした二人はお互たがいの役割を瞬時に伝え合う。

　光翼馬ペガサスの具足を装着し、輝く風を巻き上げて突とつ進しんする耀。

　ワインレッドのカードから紅あかい鋼の巨きよ人じんを召喚する飛鳥。

「───ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　雄お叫たけびと共に降臨する鋼の巨人。

　龍りゆう角かくを得たディーンは伽が藍らん洞どうの体から炎ほのおを噴ふん出しゆつして己を鼓こ舞ぶする。

　ジャックとルイオスの手によって龍角を神しん珍ちん鉄てつの核かくに融ゆう合ごうさせたディーンは、以前よりも強力になった怪力と轟ごう炎えんを有し、全身から灼しやく熱ねつを迸ほとばしらせる。

　耀はその間、光翼馬の具足から放出した輝く風を足先に収束させて加速していく。縦じゆう横おう無む尽じんに闘技場を駆かけ巡めぐる耀は殿下の背後に回り込み、全力の蹴けりを叩き込む。

　それを見計らったように、飛鳥がディーンに命令を下した。

「挟はさみ込むわ！　やりなさい、ディーン!!」

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　伸しん縮しゆく自在の剛ごう腕わんが、灼熱の炎を纏まとって殿でん下かに迫せまる。

　背後からは輝きの風を纏った耀が高速で肉にく薄はくする。

　観客席で棒立ちしていた殿下は二人の切り札に瞳ひとみを瞬またたかせて驚いたが………次の刹那、凶きよう暴ぼうな笑えみを浮かべて迎むかえ撃うつ。

「ぬるい、そして遅い！」

　一いつ喝かつ、右の拳を握り込んでディーンの剛腕を裏拳で弾き飛ばす。裏拳の勢いをそのままに耀を狙ねらうが、それを辛かろうじて首の皮一枚で避さける。

　その隙に耀は更さらに加速し、空いた脇わき腹ばらを高速回転して襲おそう。

「このッ！」

　怒ど号ごうを上げて襲う耀。空から振ぶりで体勢を崩した殿下が避けられるはずがない。そう確信した耀の一いち撃げきはしかし、虚むなしく空を切る。

「甘いッ!!」

　殿下は体勢を崩したまま後転し、後ろ足蹴りで光翼馬の装そう甲こうを弾き飛ばしたのだ。時間にして刹那を下回る間でこの判断、この行動。驚嘆すべき体捌きである。

　耀は装甲の上からとはいえ、殿下の一撃を受けて観客席に叩きつけられた。光翼馬の恩恵と鷲獅子グリフオンの恩恵で衝しよう撃げきを緩ゆるめられたが、それでも全身が痺しびれるほどの痛みが襲った。

「痛っ………強い………!!」

　殿下は耀を蹴り上げた勢いで二度三度と連続して回転して飛び離はなれる。

　飛鳥は歯は嚙がみしながらも、ディーンに追撃を命じた。

「手を止めないでッ！　追いつめるのよ!!」

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　左右の剛腕を連続して伸縮し、殿下を観客席の隅すみへと追いやる。しかし速度に差がありすぎたため、殿下は容易く剛腕を搔い潜くぐった。

　二人から十分に距きよ離りを取った殿下は、困った様に首を左右に振ってみせる。

「ったく………参ったな。二人とも欲しい逸いつ材ざいなのに………俺、手加減苦手なんだよ。かかって来るなら、もう少しまともに戦えるようになってから来てくれないか？」

　一いつ切さいの悪気を感じさせない口調で、服に付いた砂すな埃ぼこりを払はらう。

　殿下は両手を構えることなく二人を見み据すえている。

　その立ち姿は正に泰たい然ぜん自じ若じやくにして唯ゆい我が独どく尊そん。人類最さい高こう峰ほうと称しようされた二人の逸材を前にして、この少年は何一つとして脅きよう威いを感じていない。

　そして飛鳥と耀もお互いの実力差を理解し始めていた。

　このような攻こう防ぼうを一日続けたところでこの白はく髪はつ金眼の少年は倒せない。

　出し惜おしんでる場合ではないと、二人は覚かく悟ごを決めた。

「………アルマテイア。ディーン。ぶっつけ本番で悪いけど………全力で行くわよ」

「ＤｅＮ」

『問題ありません、マイマスター』

　紅い鋼の巨人と白銀の山羊やぎが、主人の覚悟に応じる。

〝コミュニティの主力が、そう易やす々やすと実力の底を見せるものではない〟───そう語っていたガロロの教えを、飛鳥はこの瞬間まで忠実に守っていた。

　ウィラがどれだけ格上であろうと〝造物主達の決けつ闘とう〟では切り札を見せない。それが彼女の判断だった。しかしこの白髪金眼の少年は、出し惜しみをして勝てる相手ではない。

　ギフトカードを取り出し、ジャックから与あたえられた第三のギフトを取り出そうとする飛鳥。だがそれを、耀が静かな声で止めた。

「………飛鳥。これ以上は必要ない」

「え？」

「もう大だい丈じよう夫ぶ。………彼が来た」

　ハッと息を吞のんで観客席の西側入り口を見る飛鳥。

　意味が分からず小首を傾かしげた殿下だったが、釣つられて飛鳥の視線の先を見る。




　其そ処こには独り───棒立ちのまま周囲を見み渡わたす、逆廻十六夜の姿があった。







　第八章







　───さて。これはどういう状じよう況きようだろうかと、十六夜いざよいは考えていた。

　並外れた理解力を持つ十六夜だが、眼前に広がる惨さん状じようを把は握あくするのには若じやつ干かんの時間を要した。なにせ闘技場にいる飛鳥あすかとウィラは無傷で、観客席にいるジャックと耀ようと黒ウサギが重傷を負っているのだ。

　普ふ通つうに考えれば、観客席を巻き込んだ大だい乱らん闘とうがあったと考えるのが妥だ当とうだろう。

　しかし、十六夜は黒ウサギの実力を知っている。彼女にあれほど深刻なダメージを与えることは容易ではない。乱闘に巻き込まれた程度では、こんな状況にはならないだろう。

　ならば黒ウサギを傷つけた者は、黒ウサギを意図的に狙ったのであり。

　その現場を目まの当たりにした耀とジャック、そしてきっと飛鳥も戦ったのだろう。

「─────」

　では、誰だれがその加害者か。

　十六夜はぐるりと闘とう技ぎ場を一いち瞥べつする。

　この現場でそんなことが出来そうなのはウィラ＝ザ＝イグニファトゥスぐらいかな、とぼんやり考えていたが───そんな考えは、白髪金眼の少年を見た時点で吹ふき飛んだ。

　無感情な瞳で殿でん下かを見据える十六夜は、近くにいたジンに問う。

「………おい、御おチビ」

「は、はいっ」

「黒ウサギや春日かすか部べをやったのは、アイツだな？」

　十六夜は敢あえて断定したような口ぶりで問いかける。

　抑よく揚ようのないその声こわ音ねは、十六夜を知る者ならば誰もが鳥とり肌はだが立つほど冷れい徹てつな響ひびきで発せられた。飛鳥も耀も、こんな声音で言葉を吐はく十六夜を初めて知った。

　殿下を見つめる十六夜は無表情のまま緩やかな足取りで近寄り、彼自身に問い直した。

「………。黒ウサギをやったのは、オマエだな？」

　幼い矮わい軀くの殿下を見下ろし、無感情な声で問いかける。

　殿下は真正面からその視線を受け止め、静かに首しゆ肯こうした。

「ああ。あの兎うさぎをやったのはこの俺だ」

「そうか」

　───一いつ瞬しゆん。

　十六夜は瞳を極限にまで見開き。

「なら───手を抜ぬく理由はないな、白はく髪はつ鬼き───!!!」

　怒号と共に、山河を打ち砕くだく力を以もつて殿下の側頭部を蹴り抜いていた。

「ガッッッ………!!?」

　守る両手を弾はじき飛ばして蹴り抜く。殿下は警けい戒かいしていなかったわけではない。ただ十六夜の万感の怒いかりを込めた一撃がこの一瞬、殿下の反応速度を遥はるかに上回っただけのこと。

　不意打ちに意識が飛びそうになるも、渾こん身しんの力でその場に踏ふみとどまる。しかしそれは下策の更に下だ。勝敗を別わかつ致ち命めい的てきな判断ミスだ。

　殿下はこの一撃を受けて吹き飛ばされるべきだった。

　僅わずかでも距離を開けることが出来たなら───逆さか廻まき十六夜に捕つかまることだけはなかった。

「貴様………!?」

　殿下は十六夜の手首を握にぎりしめて圧力をかけるが、十六夜の腕うでは微び動どうだにしない。

　十六夜は殿下の手首を摑つかみ返して、力任せに叩たたきつけた。

　星を揺ゆるがす一撃は闘技場を陥かん没ぼつさせて地じ盤ばんを砕き、地下水脈すら突つき破って破は壊かいした。

　憤ふん怒ぬに染まった十六夜は一切の自制心をかなぐり捨て、周囲への影えい響きようなど一切破は棄きして殿下を追つい撃げきする。普ふ段だんから二次災害が起こらない様に自制して戦ってきた十六夜はこの一戦に限り、その制約を全すべて放ほう棄きしたのだ。

　彼の信念を、自制心を捨てさせたのは他ほかでもない。

　他の二人が我を忘れたように───血だらけの黒ウサギを見た十六夜は、猛もう獣じゆうさながらの咆ほう哮こうを上げて殿下に肉薄した。

「ヤホホ………!?　こ、これはいけません………!?」

　黒ウサギを介かい抱ほうしていたジャックは大おお慌あわてで黒ウサギを抱だき上げ空に逃にげる。飛鳥も耀に摑まって逃げ延のびたが、その胸中に安あん堵どはない。

　飛鳥は初めて見た怒り狂くるう十六夜の姿を見て、堪たまらず息を吞んでいた。

「こ、これはまた………」

「………物もの凄すごい怒り具合」

　先ほどまでの緊きん張ちよう感かんは既すでに二人の中にはない。怒りに身を任せる十六夜はあの白髪金眼の少年を前にしてなお圧あつ倒とう的だった。

　三打目の拳こぶしは闘技場のみならず展示回かい廊ろうまでも破壊し、その拳圧は都市に居並ぶ煉れん瓦が造りの家屋を軒のき並なみ瓦が解かいさせた。僅か三打にもかかわらず嵐あらしのような猛もう攻こうである。

　側頭部、心肺、脇腹と立て続けに殴なぐられた殿下は口から吐と血けつを漏もらして膝ひざから崩くずれ落ちる。五体が無事なだけでも驚きよう異い的だが、まだ意識があるというのは更に脅威だ。

　十六夜は憤怒の形相もそのままに追撃を加えようと踏み込む。

　殿下は頭を上げて十六夜を真正面から捉とらえ───フッと笑みを浮うかべた。

「………遅おそい。何をしてたんだ、お前たち」

　加速だけで大気を焼き尽つくす十六夜の疾しつ走そう。

　躊ちゆう躇ちよなくトドメの拳を振ふり降ろした十六夜だったが、その拳は虚しく空を切る。

　残り僅かという距離で、殿下はその姿を消したのだ。

「っ、消えた………!?　まさか、昼間の野や郎ろうか!?」

「御ご明めい察さつ」

　芝しば居いがかった口調で嘲あざ笑わらう声が響く。

　陶とう酔すいにも似た声は、闘技場の瓦が礫れきの上から発せられた。

　黄昏たそがれ時に染まる〝煌こう焰えんの都みやこ〟を見下ろす影かげ。しかし影は、一つではなかった。

〝尾を喰くらう三頭の龍りゆう〟───〝ウロボロス〟の連れん盟めい旗きが靡くその下には、爛らん々らんと瞳を光らせる実力者たちが集っていた。

「いやはや、大したものだよ。昼間のときといい、君は中々の慧けい眼がんだな。あの知ち謀ぼうは警戒に値あたいするとは思わんかね、〝軍師メイカー〟殿どの」

「五月蠅うるさい。今は話しかけないで」

　風ふう鈴りんのような声音で毒を吐き、殿でん下かの下に跪ひざまずくリン。

「………殿下の様子はどうです、アウラさん」

「問題ないわ。派手に怪け我がをされてますが、致ち命めい傷しようは一つもありません。紙かみ一ひと重えで全て急所を躱かわしていたみたい」

『当然だ。この方は我らの旗はた頭がしら。何ど処こぞの馬の骨に倒たおされるほどやわではない』

　長く黒い髪かみを靡なびかせる可か憐れんな容姿の少女───リンの背後には、更さらなる実力者たちが一いち堂どうに会していた。

　漆しつ黒こくの総身を持つ一本角の鷲獅子グリフオンが。

　怪あやしげなローブで身を包む魔ま女じよの姿が。

　そして一ひと際きわ異い彩さいを放つ芝居がかった男───青と赤のコントラストで彩いろどられたド派手な外がい套とうを身に纏まとうその道どう化けのような男はしかし、最も警戒すべき威い圧あつ感かんを放っていた。

　彼らと対たい峙じしたことのある飛鳥と耀は、瞬しゆん時じに彼らが何者かを悟さとった。

「あのフードの女………〝アンダーウッド〟を襲おそったときにいたわ」

「黒い鷲獅子も。じゃあ、あの白髪の子供は………！」

　一いつ斉せいに集った魔ま王おう連盟の主力を、上空から見下ろす二人。

〝アンダーウッド〟での勝利は決して実力によるものではない。彼らはその一人一人が絶大な力を保持する実力者たちだ。不用意に跳とびかかるのは下策でしかない。

　殿下を追い詰つめた十六夜も不用意に跳びかかることはせず、剣けん吞のんな視線を向けるだけにとどまっている。何いずれは戦うことを避さけられないであろう仇きゆう敵てきを前に、飛鳥と耀は抑おさえられない武む者しや震ぶるいを感じていた。

「彼らが………魔王を束ねるコミュニティ」

「魔王連盟と、その首しゆ魁かい………！」

　上空を旋せん回かいしながら、事の成り行きを見定める。

　己おのれの実力不足を痛感しながらも、二人の戦意はまだ萎なえていない。

　もしも彼らが一斉に襲いかかるというのなら、第一線で戦う覚悟が二人にはあった。

　魔王連盟もそんな二人に目を光らせながら、静かに殿下を介抱する。アウラによって血を拭ぬぐわれた殿下は、服装を整えて一同───魔王連盟の前に立つ。

「………リン。最強種を倒した男っていうのは、あの男か？」

「そうだよ」

「そうか。じゃあ奴やつも〝原典オリジン〟候補者ってわけか」

　口元に血を滲にじませ、瓦礫の上から十六夜を見くだす殿下。

　十六夜は憤怒を収め、黄昏色の空を背負う彼らを睨にらむ。

　共に仇敵を見つめるかのような視線をぶつけ合う中、唐とう突とつに殿下が哄こう笑しようを上げた。

「………ハハッ、凄すごい偶ぐう然ぜんだ。〝生命の目録〟と〝原典〟候補者が同じコミュニティに在ざい籍せきしているなんて。目的のものが向こうからドンドン飛び込んでくるなんて、順当にことが運び過ぎだ」

『それこそ殿下に覇は道どうを成せという天てん啓けい。………いかがします？　望まれるのでしたら、我々は今すぐにでも』

「まあ待て。今日の所は一度退く。〝サラマンドラ〟の本隊も動き出しているしな」

　スッと指で宮きゆう殿でんをさす。〝サラマンドラ〟の本ほん拠きよでもある宮殿からは、次々と大型の火か龍りゆうが飛び立ち始めていた。

　闘技場のすぐそこには、騒さわぎを知った憲兵隊やマンドラが駆かけつけ始めている。

「このままぶつかり合うのも面おも白しろそうだが、せっかく混こん世せい魔ま王おうっていう駒こまを手に入れたんだ。趣しゆ向こうを決めて遊ぼうぜ。………手て筈はずは整ってるんだろ、リン？」

「うん。混世魔王さんは何時いつでもゲームを仕し掛かけられる状態にあります」

「そうか。ならやり残したことは………いや、一つあったな」

　クッと喉のどで笑う。それを見計らったかのようなタイミングで、すぐ近くの瓦礫が動いた。衝しよう撃げきで吹き飛ばされたジンをペストが庇かばい、今ようやく瓦礫から出てこられたのだ。

「ありがとう、ペスト。おかげで助かった」

「………別に。主従関係なのだから当然よ」

　ふいっ、とそっぽを向いて答えるペスト。

　そんな二人を見下ろした殿下は、昼間のように親しげな声音で二人を呼ぶ。

「無事だったみたいだな、ジン。そしてペスト」

「っ、殿下………！」

　ハッと顔を上げる二人。すぐに臨戦態勢を取るペストと魔王連盟だったが、殿下が手て振ぶりだけでそれを抑える。

　殿下は瓦礫の上から涼すずやかな笑えみを向け、少しだけ声量を上げて。

　わざとらしく周囲に聞こえるように告げた。

「二人とも、今日は楽しかったぞ！　今日一日のことは忘れない！　例の保留にしていた話───魔王連盟に加盟することを、よくよく考えてくれ！」

　なっ、と息を吞のむ二人。同時にしまったと思い周囲を見回す。

　既に周囲には数多あまたの憲兵隊が駆けつけ始めている中で、敵の大将がこんなことを叫さけんだのだ。ましてやジン達と殿下が一いつ緒しよに行動していたことは街中で誰だれもが目もく撃げきしている。

　このままでは二人とも、間かん諜ちようの容疑をかけられ行動を制限されることになるだろう。

「殿下………君は、」

「と、芝居がかって言ってはみたが。どうだ？　一本取り返したぞ、ジン」

　晴れやかに、そして親しみを込めた悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる殿下。まるで子供の悪戯が成功したかのように笑う彼には悪意の欠片かけらも感じられない。

　そこでジンはようやく、これが先ほどの意い趣しゆ返がえしであると気が付く。

　余りにも無む邪じや気きに笑いかけられたジンは、冷や汗あせと同時に肩かたを落とした。

「君は………最悪だ」

「ああ、自覚はあるよ」

　クツクツと笑いを嚙かみ殺す殿下。

　その隣となりに立つリンもまた、同じようにペストを見下して微笑ほほえむ。

「私は本気だよ、ペストちゃん。貴女あなたはきっと、私たちと同じ旗本に立つ。私はその日を楽しみにしてるから」

「………そう。でもごめんなさい。悪いけど、その勧かん誘ゆうは正式に断るわ」

　先ほどとは打って変わり、迷いの無い声こわ音ねで告げる。

　ペストは僅わずかながらも、ジンというマスターに光明を見ていた。確かに彼は未熟者かもしれないが、それは己も同じこと。自分の願いがあるというのなら、周囲の力に頼たよる以前に、まずは自分自身を磨みがくべきだとジンはその在り方で語ってみせた。

　たった一二〇人やそこらの命運を背負う彼でさえ成長できたのだ。

　ならば八〇〇〇万の死者の霊れい群ぐんを率いる自分が変われぬ道理はない。

「私は、魔王連盟と完全に縁えんを切る。今後顔を合わせるとしたら、それは戦いの中だけ。………次はきっと、容よう赦しやしない。会いに来るなら相応の覚かく悟ごを持ってきなさい」

　凛りん然ぜんとした声ではっきりと告げる。

　明確な宣戦布告を聞いたリンは、ようやく親しげで可憐な笑みを消した。

「そう………なら見届けてあげる。八〇〇〇万の怨えん嗟さの声は、星の宿命を変えるに値するのかどうかを。その夢が破れた時こそ───貴女は、もう一度魔王になる。その時になって悔くやむがいいよ、ペストちゃん」

　予言のような言葉を残し、リンは背を向ける。それが彼女の決別の意思表示だった。

　リンが殿下の隣に戻もどった途と端たん、魔王連盟の一同を中心に吹雪ふぶきが渦うずを巻いた。

　それが混世魔王を消し去った時と同種のものだと気が付いた十六夜は、彼らの全ぜん貌ぼうを決して忘れまいと強く見つめる。

「……………」

「そう睨むなよ。この決着は後日、必ずつける。………必ずな」

　殿下は姿を消す最後の一いつ瞬しゆん、黄金の双そう眸ぼうで十六夜を見ていた。

　十六夜も同様に、消えるその一瞬まで殿下を睨みつけていた。




　恐おそらく───この少年とは、殺し合うことになるだろうと。

　そんな、宿命のような感かん慨がいを胸に抱いだきながら。
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　エピローグ







　───〝煌こう焰えんの都みやこ〟サラマンドラの宮殿・地ち下か牢ろう。

　堅けん牢ろうな石いし畳だたみに、朧おぼろげな月明かりが差し込んだ。

　昼間の快晴から一転して、夜空は曇くもり空となっているらしい。

　小さな鉄てつ格ごう子しから覗のぞく月を、ペストは独り寂さびしく見上げていた。

「………ま、〝煌焰の都〟は星明りが見えないらしいけど」

　ペストは冷たい石畳の上で、文明の光を皮肉気に笑っていた。ペンダントランプが地上の星ならば、その星は星明りを消し去る宵よい闇やみでもある。

　───暖かな気候と夜の輝かがやきが、星の光を喰らっている。

　太陽の光が弱まったことで死んだカノジョタチにとって、これ以上の皮肉はない。ペストはこの北側の地があまり好きではないと、直観的に感じていた。

「でも………これからどうしようかな………」

　幼い膝ひざを抱かかえて蹲うずくまる。一時的な処置で、ペストとジンは地下の牢ろう屋やに入れられていた。あくまで形だけのものだから数日で出られるらしいが、それでもあんまりな扱あつかいである。

　しかし問題はそんなことではない。

　ペストが先ほどから頭を抱えていた理由は、リンたちに対しての今後だった。

「流石さすがに………ちょっと早まったかもしれないわ」

　勢いで宣戦布告してしまったが、リンや殿でん下かの実力は今の自分より遥はるかに上だ。今のペストでは僅かな勝算でさえ見当たらない。

　戦場かゲームで出会ったが最後、手も足も出ないまま命を落とすことになるだろう。

　八〇〇〇万の怨嗟に応こたえられずに消しよう滅めつすれば、彼女は永遠の糾きゆう弾だんに晒さらされ続けることになる。

（……………）

　別に、それが怖こわいというわけではない。

　ただカノジョには、箱庭で果たさなければならない使命があった。

　奇くしくも先ほどリンが告げていた言葉。あれと全く同じ妄もう言げんを吐はき、カノジョを箱庭に召しよう喚かんした魔ま王おう───〝幻想魔導書群グリム・グリモワール〟を率いたその男は、八〇〇〇万の死者の霊群であるカノジョタチを試ためす様にこう告げたのだ。




　───黒死病の死を縛しばる宿命は、とても強固だ。

　数多あまたの平行世界を旅してきたが、その全すべてで同じ現象が確かく認にんされていた。

　故ゆえにこの現象は自然災害などの確率論的な宿命ではない。

　星の在り方そのものに裏付けされた、より強固な絶対性を秘ひめた運命だろう───




「………当然ね。だって大流行の理由に太陽の周期が絡からんでいるのだもの。人の力でどうこう出来る運命じゃないわ」

　己おのれがこれから目標とするものの大きさを嚙み締しめ、より強く膝を抱える。

　───しかしそれでも、あの男は運命を変える可能性があると宣言した。

　この箱庭の世界は〝可能性いせかいに偏へん在ざいする空間〟だとあの男は言っていた。

　箱庭なら太陽に復ふく讐しゆうを遂とげ、黒死病の大流行を縛る楔くさびを引き抜ぬけるかもしれないと。

　八〇〇〇万の怨嗟と糾弾を以もつてして星の宿命を変えてみせろと、あの男は哄こう笑しようと共にカノジョタチを箱庭に召喚したのだ。

「………まあ、そのあと誰かに殺されたみたいだけど。おかげでステンドグラスに閉じ込められたまま、何百年も倉庫で埃ほこりを被かぶることになったわ」

　はあ、と珍めずらしくため息を吐く。そもそも障害はそれだけではない。

　もしも方法を見つけたとして、ペストを邪じや魔まする勢力は必ず現れる。

　黒死病の年代記は様々な国や宗教の礎いしずえにもなっている。一部では魔ま女じよ狩がりのように検査をされて殺された者たちも数多くいたらしい。

　これだけ強力且かつ数多の信しん仰こうの裏付けとして作用している〝歴史の転換期パラダイムシフト〟は中々存在していない。もしも楔を抜く方法なんて見つかろうものなら、その全ての神群や英えい霊れいたちを敵に回すことになる。一部の魔王も牙きばを剝むくかもしれない。

「黒死病の運命を変えたい………でも、こんなことジンや飛鳥あすかに相談したところで………賛同してくれるはずないわ」

「そんなことないよ」

　ひゃあ!?　と、実にみっともない声を上げそうになったペストだが、それを渾こん身しんの努力で飲み込む。

　声はジンのものだった。どうやら隣の牢屋に放り込まれていたらしい。

　孤こ独どくを紛まぎらわすためにずっと独り言を続けていたペストは、途端に恥はずかしい気持ちになり、頰ほおを紅潮させて怒ど鳴なった。

「し、信じられない………！　聞こえていたのならもっと早くに声をかけるのが礼れい儀ぎでしょう………!?」

「ご、ごめん。本当は途と中ちゆうから声をかけようと思ってたんだけど、なんて声をかけたらいいかわからなくて」

「………ふん。それで、何ど処こから聞いていたの？」

「ええと、〝煌焰の都〟は星明りが見えないってところから」

「最初から全部聞いてたんじゃないッ！」

　毛布を広げて壁かべに叩たたきつける。しかし壁が無ければ、お互たがいにもっと悲ひ惨さんなことになっていただろう。

　ペストは今、耳まで紅潮させて真っ赤になっていたのだから。

「はあああぁぁぁ………ホント、付いていく相手まちがえたかも」

「そ、そういうことは聞こえないように言わない？」

「馬ば鹿かね。聞こえるように言ってるのよ」

　フン、と拗すねたように膝を抱え直す。石畳のこの部屋は夜の冷え込みが酷ひどい。毛布を被って体を丸めていなければやっていられない環かん境きようだ。

　ジンも同じように毛布にくるまって膝を抱え、背中越ごしにペストへ声をかける。

「ところで、さっきの話だけど………僕は別に反対しないよ。きっと十六夜いざよいさんたちも同じじゃないかな？」

「………それはどうも、ご親切に。でも安心して。私はもう自分の力でどうにかするって決めたから。〝ノーネーム〟には迷めい惑わくかけないつもりよ」

　突つき放す様に告げる。普ふ段だんのジンなら此こ処こで言い淀よどんで終わりだっただろう。

　しかし、今日の彼は珍しく諦あきらめが悪かった。

「………わかった。ペストがそう言うなら何も言わない。けどその代わりと言っちゃなんだけど、一つだけ聞かせてよ」

「何？」

「ペストは、どうやって死んだの？」

　───途端、先ほどまでの雰ふん囲い気きが激変した。

　壁かべ越ごしからでもわかる憤ふん怒ぬと殺意。それらの矛ほこ先さきが一いつ斉せいにジンへと向けられる。

　この石の壁が無ければ、ペストは本当にジンを殺していたかもしれない。そんな深く激しく静かな殺意を湛たたえながら、ペストは低い声で問う。

「………心外。どうして、貴方あなたがそんなことを問うのかしら？　私の放つ呪のろいは、それほど根深く見えたの？」

「そうじゃない。たださっきから、ペストらしくないくらい元気なかったから。もしかして牢屋が怖いのかなって思って」

「………っ……！」

　本当に、今日のジンは嫌いやになるくらい鋭するどい。

　元気があるとかないとか、どんな基準で見み抜ぬいたのか。それともカマかけられているのかしら、と口を尖とがらせて溜ため息いきを吐く。

「もしもそうなら、僕の方から口くち添ぞえして君だけでも先に出してもらうよ。いつ次の襲しゆう撃げきがあるかわからないんだから、〝サラマンドラ〟だって戦力は欲しいはずだ。何とか口裏を合わせて先に出るのはそんなに難しくないはず───」

「いいわよ、別に。………その、牢屋は少しだけ苦手だけど。こんな寂しいところにマスターを独り置いていくほど不忠者でもないわ」

　それだけ言い切って、石畳の上で横になる。ひんやりと冷たい感かん触しよくが布越しでもわかり、反射的に身み震ぶるいする。体温を根こそぎ奪うばってしまいそうなこの石の冷たさは、死を錯覚させるには十分すぎた。

　………彼女自身、忘れてしまいそうになるほど長い年月を旅したけれど。

　やはり死を迎むかえた冷たさは魂たましいが覚えているらしい。

　二人はしばらく言葉も交かわさないまま、お互いの存在だけは意識していた。冷たい牢屋で寝ね付つくことが出来ないペストは、降参宣言のようにポツリと語り出した。

「………ジン」

「何？」

「悔くやしいけど、正解よ。………私は黒死病に罹かかった後、家の牢屋に閉じ込められて死んだわ。伝染を恐おそれた父の手によって」

「─────、」

「感染ルートを洗い出そうと躍やつ起きになった父は、私が当時仲の良かった農のう奴どを皆みな殺ごろしにしたわ。男の人も、女の人も、お爺じいさんも、私と同じぐらいの年の子供たちも。………フフ、今考えれば本当に馬鹿よね。黒死病の感染ルートが蚤のみや血液からだってことも知らずに。おかげで農奴を追い回して処しよ刑けいをした人たちも、それに参加していた父も、みんな感染して、一族郎ろう党とうあっという間に全ぜん滅めつよ。救いがないと思わない？」

　普段以上に冷れい徹てつな声でクスクスと笑うペスト。しかしその言葉の端はし々ばしには堪こらえようのない嫌けん悪おと憤怒、そして悲しみが入り混じっていた。

　彼女の父に対する怨えん嗟さは死を超ちよう過かして尚なお、薄うすれてはいない。

「………死の間ま際ぎわにね。父にも聞こえるように、牢屋から叫さけんでやったの。『死ね、死ね、みんな死んじゃえ』って。そしたら本当に皆みな死んじゃった。ま、私はそれが原因で小さな霊れい格かくを得たのだけど。呪いの成じよう就じゆっていうの？　悪あく霊りようとしてはそこそこ強力な霊格だってリンが言ってたわ」

「……………、」

「それからかな。死後、特にやることも無くてヨーロッパ中をフラフラと歩きまわったわ。そしたらあちらこちらに似た様な境きよう遇ぐうで死んだ人が居てね。その人たちは浮ふ遊ゆう霊れいみたいなものなんだけど………なんだか、寂さびしそうに生きてる人を眺ながめていたから。その姿が見てられなくて手を引いて行ったら、何時いつの間にかヨーロッパから大陸に出て、数百年も旅をして。………気が付けば総勢八〇〇〇万人超ちようの大所帯、という訳よ」

　はい、身の上話おしまい。

　そんな感じで己の生しよう涯がいと二度目の軌き跡せきを語るペスト。

　彼女の話を黙だまって聞いていたジンはしばし沈ちん黙もくし、ポツリと呟つぶやいた。

「知らなかった。………ペスト、優やさしかったんだね」

「───はっ、？」

「見てられなかったって言ったよね。黒死病が理由で理り不ふ尽じんに死んだ人たちを。そんな人たちを探して、わざわざ手を引いて行って。寂しくないように一いつ緒しよにいるなんて、優しくないと出来ないよ」

「………フン。随ずい分ぶんと贔屓ひいき目めな感想をありがと」

「そんなことない。少なくとも、僕は君が歴史を変えたいと望む理由が見えたよ。………うん。ペストは、優しかったんだ」

　しみじみと言われ、今度こそペストは拗ねたように唇くちびるを尖らせた。

　自覚がないところでそんな風に褒ほめられても、嬉うれしさより気き恥はずかしさが先行して、どう言い返せばいいかわからない。

　ジンは何度も頷うなずき、ペストの言葉を嚙かみ締めて立ち上がった。

「───よし。決めた。〝ノーネーム〟の再建が終わったら、僕は君を手伝うよ」

　壁かべ越ごしに、誓ちかいの言葉を口にする。

　ペストは大きく息を吞のみ、信じられないことを耳にしたように目を見開いた。

「な………何言いだすの突とつ然ぜん………!?」

「十六夜さんたちには言いにくいんだよね？　なら僕から説明する。もしも駄だ目めだと言われても………その時は、僕一人でも協力する」

「そういうことじゃないわっ！　ジンは曲がりなりにもリーダーでしょ！　コミュニティを放ほうり出していいわけ、」

「大だい丈じよう夫ぶ。その問題は、もう解決してる。むしろ今後の予定が出来て丁度いいくらいだ」

　何やら自分一人で納なつ得とくして進めるジン。

　ペストは啞あ然ぜんとしながらジンの話を聞き、壁の向こうにいるはずの主人を見つめる。

「………本気なの？」

「本気だよ。君の願いは、叶かなえるべきだ。八〇〇〇万の声せい援えんに応こたえる為ために。魔ま王おう連盟と決着がついてコミュニティの再建に目め途どがついたら………その時は必ず、君の力になるよ」

　壁越しからでも伝わるほど、ありったけの真しん摯しさを込めて宣言する。

　それを受け止めたペストは壁越しに向かい合う主人を見つめ───小さく、頰を緩ゆるめて可か憐れんに笑った。

「………そう。なら、その条文を契けい約やく内容としましょ」

「契約？」

「ええ。魔王の隷れい属ぞくではなく、私とジン＝ラッセルが結ぶ契約。その契約を守る限り………私は、貴方をマスターとして認め続けるわ」

　朧おぼろ月づきの雲間が晴れ、鉄てつ格ごう子しの向こうから満月の光が二人に降り注ぐ。

　二人は壁越しに手を重ね、牢ろう獄ごくで二人だけの契約を交わすのだった。




　　　　＊




「これは一体どういうことだ!?」

　恫どう喝かつにも似たマンドラの声が宮きゆう殿でん内に響ひびいた。

　魔王連盟の一派が消えた後、〝ノーネーム〟のメンバーは間かん諜ちようの疑いをかけられていた。サンドラを連れ出した容疑でジンとペストは投とう獄ごくされ、召しよう集しゆう会に参加させるかどうか審しん議ぎにかけられていた。

　───が、三人は声を合わせて。

「黙もく秘ひ権けん発動」

「拒きよ否ひ権行使」

「以下、同文」

「こんな時ぐらい真面まじ目めに答えられんのか貴様らあああああッ!!!」

　ドンガラガッシャーン!!!　と見事な音を上げて執務机ちやぶだい返しを見せるマンドラ。創作の街らしい巧こう緻ちな趣しゆ向こうを凝こらして造り上げられた机もこうなっては台無しである。

　問題児三人は事情聴ちよう取しゆの場にあっても泰たい然ぜんと構え、むしろマンドラを責めるように睨にらみつける。

「そもそも、ジンとペストを連れ出したのはサンドラだって話じゃねえか」

「それに一緒にいた魔王連盟の子供。前々から宮殿に出入りしていたそうじゃない？」

「………怪あやしいのは、むしろ〝サラマンドラ〟の方」

　ぐうの音も出ないぐらい正論で返されるマンドラ。

　怒いかりは何倍も蓄ちく積せきされたが、それでも少しは落ち着いたのだろう。椅い子すに腰こしかけ、痛い頭を抱かかえるように溜息を吐ついた。

「それについては、我々にも咎とががある。実は、」

「〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の魔導書グリモア。アイツらから買い取ったんだろ？」

　十六夜が遮さえぎるように告げる。

　マンドラは痛切な思いで唇を嚙み締しめて頷いた。

「………そうだ。姉上が出しゆつ奔ぽんして以来、〝サラマンドラ〟はずっと分ぶん裂れつの危機に晒さらされていた。それはサンドラの就任が決まってからも続き………二年前には遂ついに、五桁けたに本ほん拠きよを移さねばならない事態にまで発展した」

「そこでコミュニティ内のサンドラに対する求心力を高める為に、魔王を倒たおす必要があった。そんな時に話を持ちかけてきたのがあのチビ二人組のコミュニティ、ってことか」

「いや、他ほかに三人いた。初老で厳格な雰囲気を漂ただよわせる従者と、ローブ姿の女。そして金きん髪ぱつのメイド姿をした女だ」

　ふぅん、と気の無い返事をする十六夜。

　ここまで話を聞けば事の顚てん末まつを知ることは容易たやすい。

〝ハーメルンの笛吹き〟を持ち込んだ魔王連盟はマンドラに取り入り、ペストを召しよう喚かんするように話を持ちかける。

　幼いサンドラが魔王と戦うことが出来るのかと不安になるところでこう告げたのだろう。

『ならば誕生祭と銘めい打うって、白しろ夜や叉しや様も巻き込めばいいではないですか』、と。

　最強の〝階層支配者フロアマスター〟である白夜叉を巻き込めば、未熟なサンドラでも魔王に勝利できるだろう。こういった甘言でマンドラを唆そそのかしたのだ。

　これなら魔王連盟は易やす々やすと白夜叉を封ふう印いんし、新たな〝階層支配者〟であるサンドラを始末することが出来る。

「一石二鳥の策というわけか」

「ええ。でもこれで、〝サラマンドラ〟から魔王連盟を探さぐる手立てはなくなってしまったわ。………一応聞くけど、その二人が魔王連盟だって知らなかったのよね？」

「と、当然だ！　話を聞いていたならもっと早くに手を打っていた！」

　大おお慌あわてで弁明するマンドラ。これではもはや、どちらが事情聴取を受けているかわからない。

　一同は一いつ斉せいに溜息を吐き、見通しの暗さを憂うれう。

　その中で十六夜は一人、顎あごに手を当てつつ敵の正体を考察していた。

「………〝尾を喰くらう三頭の龍りゆう〟、か」

「え？」

「連中が靡なびかせていた旗の図ず柄がらさ。一見して〝ウロボロス〟の図柄に見えなくないが………さて、どうなのかな」

　珍めずらしく曖あい昧まいな言葉を口にする十六夜。

　確信に至っている訳ではないが、魔王連盟の靡かせていた旗印は確かに〝ウロボロス〟───〝己の尾を喰らう蛇へび〟の図柄が描えがかれていた。

　飛鳥と耀ようは首を傾かしげながらも、緊きん張ちようを帯びた視線で十六夜に問う。

「十六夜君は、あの旗印に心当たりが？」

「まあ、確信はない。元が多様性の高い象しよう徴ちようだからな。そこに何かしらのアレンジを加えてるはずだ。本来は〝己の尾を喰らう蛇〟として描かれ、『死と再生』とか『循じゆん環かんと回帰』とか、何かしらの不死性の象徴として扱あつかわれてるのがポピュラーなんだが………」

　そこまで口にしてしばし黙だまり込む。

　しかし考えても答えが出ないと結論を出したのか、すぐに飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくめて普ふ段だん通りにヤハハと笑った。

「………何にせよ、ようやく敵の全容が見えて来たって事さ。二人とも気合入れとけ」

　十六夜が不敵に笑うと、他の二人も応こたえるように力強く頷うなずいた。

「ええ。彼らの背中に手が届く日も近いわ」

「そうなったら………いよいよ取り戻もどせるかな」

　コミュニティの〝旗印〟と〝名前〟。その手て掛がかりを得て、意気込む三人。

　今日までの戦いは無む駄だではなかったのだと確信と手応えを得て手を叩たたき合う。

「連中は近いうちにまた現れる。今度こそ〝階層支配者〟を狙ねらってな」

「全員が揃そろうのは三日後。それまでに準備を整えましょう」

「うん。すぐに黒ウサギにも報告を───」

「ヤ、ヤホホヒョヒョヒョ!!?　〝ノーネーム〟の皆さん、大変でございますよ!!?」

　バタン！　と扉とびらを開けて飛び込んできたのは、カボチャ頭のジャックだった。しかし普ふ段だんの陽気な笑い声ではなく、動どう揺ようしたような笑い声を上げて入室。

　笑っているのか困っているのか分からない声を上げて飛び込んできたジャックに、三人は面めん食くらって顔を見合わせた。

「どうした、ジャック」

「何かあったの？」

「おなか減った？」

「それは貴女あなたですよ春日かすか部べ嬢じよう！」

「うん」

　ぐぅー。と鳴る腹の虫。

　しかしジャックはそんな耀に取り合わずに廊ろう下かを指さし、

「黒ウサギ殿どのが………く、黒ウサギ殿が、大変なことに………!!?」

　サッと三人の顔色が変わり、緊きん張ちようを帯びる。宮殿の医者は命に別条はないと言っていたが、あれほどの重傷だ。何があってもおかしくはない。

　一度だけマンドラを振ふり返った三人は口々に、

「悪いが、話は後だ」

「ジン君の釈しやく放ほうお願いね！」

「あとご飯の用意もお願い！」

「そ、そんなことを言ってる場合じゃないですヨ！」

　緊きん急きゆう事態の中でも本能に忠実な耀は、至って真面目に小首を傾かしげる。

　しかし本当に茶ちや化かしている場合ではない。三人とカボチャは慌あわただしく廊下を駆かけ抜ぬけ、黒ウサギが収容されているという病室に急ぐ。

　ドアの前に着いた三人は一斉に病室へ飛び込んだ。

「おい、黒ウ───」

　───サギ、とは続けられなかった。他の二人も同様だ。先ほどまでの勢いはなんだったのかと拍ひよう子し抜ぬけするぐらい啞然と黒ウ───否いな。彼女を見つめていた。

「み、皆みなさん………！」

　幸いなことに、彼女は意識を取り戻すぐらいに回復していた。

　傷きずも大部分が癒いえて大事ないように見える。しかしそんなことが些さ細さいなことに思えるほど、今の彼女には問題があった。それこそ、大おお怪け我がを負った方がまだマシなほどに。

　飛鳥と耀は口をパクパクとさせて、

「く、くろう、」

「………詐さ欺ぎ？」

　ポロポロと瞳ひとみに大おお粒つぶの涙なみだを溢あふれさせている彼女に対しては失礼極きわまりないが、二人の言い分は正しい。比ひ喩ゆがない程度には正しい。

　ベッドの上で泣なき崩くずれている彼女は側頭部の耳を押さえ、絶ぜつ叫きようを上げた。




「う、うしゃ………黒ウサギのウサ耳が……ウサ耳が無くなったのですよッ───!!!」







　あとがき







　皆みな様さまお久しぶりです。この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　ウロボロスの連盟旗』を読んでいただき真まことにありがとうございます。

　そんな読者の皆様に、天あま之の有ゆう先生から表紙について悲しいお知らせです。




天之有『下着かと思ったか？　違ちげえよ！　インナーだからＯＫなんだよ!!』




　………はい、だそうです。僕も最初は問い合わせてみたんですが、物もの凄すごく雄お々おしい返事が返ってきたので思わずＯＫ出してしまったぜ。けしからんな。もっとやれ。

　こんな表紙が上がってきた以上はペストメインで一冊書くしかないとなった次し第だいです。

　十六夜いざよいや黒くろウサギの出番が少なくて不満な方は、ペストの表紙を選んだ編集部とインナーをチラ見せした天之有大先生を恨うらんで下さい。僕悪くない。

　少し宣伝の話を。

『問題児たちが異世界から来るそうですよ？』がまさかのアニメ化決定です！

　しかも一月から放送開始！　来月からですね！

　この話をしたご同業の作家さんたちはみんな揃そろって「スケジュール大だい丈じよう夫ぶ？」と心配されましたが、スタッフの皆さんが頑がん張ばって下さってとても面おも白しろそうに仕上がっています。

　映像化不可能と個人的に割り切って作っていた作品なので、こうやってメディアミックスが進んでいくのはとてもありがたいことだと思います。

　七なな桃もも先生と坂さか野の先生が手て掛がける二つのコミカライズの一巻も発売予定なので、そちらも興味がある方は是ぜ非ひにと思います。




　さて、そんな問題児シリーズも六巻目。そろそろこの世界の法則性が読者の皆様にも見えてきたころじゃないかなと思います。本当はもっと後に明かされるはずだった謎なぞもあるのですが、その辺は大人の事情で早回しに（ゲフン）。

　今回はバトルや謎解きが控ひかえめな巻ですが、それもこの巻で終わりです。

　次回の連盟旗編は、全面戦争です。


竜たつノの湖こ太た郎ろう　　
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問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




ウロボロスの連れん盟めい旗き








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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